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　──お母さん、もうすぐクリスマスだね！




　──そうね。




　──サンタさんとトナカイさん、来てくれるかな？




　──いい子にしてたらきっと来てくれるわよ。




　人間界でお馴な染じみ──サンタクロース。

　これはそんなサンタが住む世界で起こった、

　ごくごくありふれたメルヘンでラブリーなお話……ではない。










　　　プロローグ




　サンタの世界──サンクラウス




　朝あさ陽ひが射さし込む部屋。

　俺は自分の部屋の大きな鏡かがみの前で、何度もポーズを取っては自分の姿を眺めていた。

　自分で言うのもなんだが、黒い瞳ひとみが輝かがやく俺のフェイスはなかなかにイカしている。右から見ても、左から見てもイカしている。もちろん上から見ても、下から見ても……下からはまあまあだが、まあイカしている。

　ポーズを取る度たびに揺れる黒い髪はさらさらと爽さわやかで、その上に被かぶっている黒いナイトキャップと、白いトリミングが付いた黒い服とに抜ばつ群ぐんに似合っていた。

　ちなみに俺のこの黒い服装は、サンタの正せい装そうである。

　今日は大切な日。

　自分のレインディアを手に入れられるかどうかという日だった。

　レインディア……またの名をトナカイと言い、サンタのパートナーであると共に、サンクラウスでは強さの象しよう徴ちよう、サンタの人生を左右する存在、だと言われている。

　レインディアは召しよう喚かんの儀ぎ式しきによって呼び出すのだが、儀式はキャンセル不可能で、しかもレインディアは一生のうち一頭しか召喚することが出来ないため、サンタにとってとても重要で重大なことだった。

　なので、どうしてもいつも以上に身だしなみに気合いが入ってしまう。

「……よし、完かん璧ぺきだ」

　何度目かになるポーズを取りようやく満足の行った俺は、白い歯をキラリと光らせて笑い、鏡の前を立ち去ったのだった。




　　　　◆◆




　その時の俺は、レインディア召喚の儀式で、あんなことが起こるとは本当にちょびっとも思わなかった。というか、誰だれが予想出来ただろうか。

　俺が全身タイツ姿になるなんて。










　　　一章　レインディア召しよう喚かんの儀ぎ式しき




「ノエル、もうレインディアの召喚に行くの？」

　部屋で満足行くまでイケてるサンタ姿を堪たん能のうした俺は、階段を降り、玄げん関かんに差し掛かったところで、後ろからそんな聞き慣れた声を掛けられた。

　振り返ると予想と違たがわず見慣れた女性が立っている。黒を基調とした服とスカートを穿はいて、料理中だったのか白いエプロンを掛け、右手に銀のオタマを持っている彼女──ミル・クアリアは、俺にとってはお姉さんと言ってもいいような人だった。実際には関係的に幼おさな馴な染じみと言った方が合っているのかもしれないが、俺的には幼馴染よりもお姉さんの方がしっくりきていた。

「うん。時間が掛かりそうだし、もう行くよ」

　そう俺が頷うなずいて答えると、ミルは少しウェーブのかかった茶色の髪を揺らして、悲しそうな顔で言ってきた。

「ご飯は食べて行かないの？」

「……ごめん、今はちょっと胸が一いつ杯ぱいで入らないかな」

　申し訳わけなく言う俺に、ミルはしょんぼり呟つぶやいてきた。

「せっかくノエルのためにすごく頑がん張ばって料理作ったんだけど……」

　そのミルの顔を見た俺は、少し罪ざい悪あく感が疼うずくが……やはり気持ちはレインディア召喚のことで一杯で食欲が出ない。あと、ミルは気合を入れまくって料理をすると、変なモノを作ってしまうことが多々あるので、俺は自じ己こ防ぼう衛えいの意味を込めてもう一度、ごめん、と謝あやまる。

　それから玄関へ向かおうとすると、ミルはすたすたと速足で俺の元まで歩いてきた。咄とつ嗟さに身構える俺を通り過ぎていくミルは、玄関の前で立ち止まる。

　振り返ったミルは、全身に悲ひ愴そう感を湛たたえてもう一度しょんぼり呟いてきた。

「せっかくノエルのために頑張って作ったんだけどなぁ……」

「う、うん……完全に行かせない気だよね……」

「ノエル、朝ごはんはちゃんと食べないといけないのよ？」

「今日はちょっと遠えん慮りよしたいんだけど……」

「そう。そこまで食べたくないっていうのなら……」

　頭を振って髪を揺らすミルは、キラリとオタマを構えて言ってきた。

「私を倒してここを通りなさい！」

「……え、いや、なんでそうなるの」

「構わないで、ノエル！　さあ、私の屍しかばねを越えていきなさい！」

　そう言うミルはブンブンとオタマを振ってしならせてくる。オタマのくせに風圧が半はん端ぱなくて、俺は後ずさった。

「屍しかばねになる気ゼロじゃん！　むしろ俺を屍にする気満々じゃん！　何そのオタマのスイング、速過ぎて見えないんだけど」

　治おさまらないオタマのスイングに、溜ため息いきを吐ついた俺は観かん念ねんして言った。

「わかったよ、じゃ、少しだけ食べて行くよ……」

「ホント!?」

　目を輝かがやかせたミルはオタマを振るのを止めて、走ってくる。そのミルに引っ張られて、俺は奥の部屋へ向かった。

　台所と、大きな食卓のあるその部屋に入ると、ミルは俺に優やさしく微笑ほほえみかけてきた。

「ノエル昨日から食欲なかったし、食べやすいようにスープにしたの」

「スープかぁ……助かるよ」

　胸が一いつ杯ぱいでも食べられるし、スープならそうそう変なモノなんて出来ないしな──

　と、安あん堵どしかけて俺はふと、ある異変というか異い臭しゆうに気付いた。

　その匂いの発信源を辿たどれば、台所の大きなお鍋なべ。

「……スープってもしかしてあの中？」

「そうよ。ちょっと待っててね」

　謎なぞの異臭を発する大きな鍋の元へミルは向かうと、ガスレンジの火を点つけて鍋の中をかき回し始めた。

「──!?」

　途と端たんに匂いがきつくなる。鼻び孔こうをブラシで擦こすられているような激げき臭しゆうが辺りに立ち込め、おいおい一体何のスープ作ってるんだ!?　と、お鍋をかき回すミルの後ろから覗のぞく。

「な……」

　鍋の中には、深しん遠えんなる闇やみが広がっていた。

　真っ黒な液体はボッコボッコと粘ねばつく気き泡ほうを上げ、時とき折おり得え体たいの知れない物体が浮ふ上じようしてくる。

「え、これ、何暗黒スープですか。ミルさん……」

「暗黒じゃなくて、とんこつよ」

「とんこつ!?　いやいやいや、どうやったらとんこつからこんな液体を抽ちゆう出しゆつ出来るんだよ!?」

「とんこつの他にもいろいろ入れてみたの。スープの名前は、ノエルに元気が出るようにいろいろ入れてみましたスープ。略して、いろいろ入れてみましたスープよ」

「全然略されてない!?　てか、いろいろ入れたって……あ」

　ふと流しに目が行く。

　そこには変な生物的な死し骸がいが転がっていた。いや、虫？　いや、植物？　とりあえず、形容しがたい何かが転がっていた。

「ちょっとあれなに、俺見たことないんだけど、明らかにどっか秘ひ境きよう的なところに行ってハンティングしてきたよね!?　お、お俺、やっぱもう行くわ！」
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「何言ってるのよ。もう出来たから座って」

「い、いや、俺胸が一いつ杯ぱいだから！　得体の知れない恐怖で胸の中ギチギチだから！」

　ビビりまくる俺の頭を、ミルは撫なでてきた。

「よしよし」

「よしよしじゃねぇよ！」

「これ飲めば、諸しよ悪あくに抗あらがえる勇気が湧くわよ」

「抗えねぇよ！　だってそれが本体だもの！　諸悪の根こん源げんだもの！」

「何言ってるの？　スープが諸悪の根源なわけないじゃない」

「いや、そういう意味で言ったんじゃないから！　てか、味見とかしたのか？　匂い相当にヤバいんだけど」

　それにミルはオタマで、暗黒スープをすくって口に含ふくんだ。

「うぇっ……」

　そんな声を洩もらしたミルは部屋を走って出て行き、涙目になって口を押さえながら帰ってきた。そして、笑顔を作って俺に言ってきた。

「オイシイヨ？」

「いや、完全に吐はき気もよおしたよね!?　トイレ駆かけこんだよね!?」

「オイシイから、ノエル飲んで。元気出るよ？」

「元気じゃなくて胃液的なものが出そうなんだけど！　いや、俺無理だよ」

　そう拒きよ否ひっていると、部屋の外からドタドタと複数の足音が聞こえてくる。

　バン！　と扉が強く開けられるのと同時に幼い子供たちがぞろぞろと入ってきた。

「ミル姉ちゃん、お腹すいた、くさ！」「お腹すいた、くさ！」「お腹ぺこ、くさい」「ぽこぽこぉ、くちゃ」「部屋くっさ」

　そう口々に言い鼻を摘つまむ子供たちは俺と涙目のミルを交互に見て、一いち様ようにぽかんとした顔をしてきた。

　しばらくして、全員が口を揃そろえて言ってきた。

『ノエル兄ちゃんがミル姉ちゃん泣かしてる！』

「いや、確かにそう見えるかもしれないけど、違うから！　この涙は自じ爆ばくだからね！」

　慌あわてて否定するが、子供たちは「いけないんだ！」とか「ミル姉ちゃんかわいそう……」とか「ノエル兄ちゃんくさい」とか、口々に俺を非ひ難なんしてくる。

　それに加えてミルもこれ見よがしに涙を拭ふいて、

「……ノエル、ごめんね。私頑がん張ばりすぎちゃったみたい……スープ、飲まなくていいから」

　と言ってくるものだから、子供たちの非難は一段と熱を帯びていく。

　な、なんだよこの状況……。なんで俺が悪いみたいになってんの!?

「このスープ捨てるね……」

　鍋なべを持ち上げて流しに持っていくミルの肩を摑つかんで、俺は諦あきらめたように言った。

「ま、待って、飲むよ……」

　振り返るミルはニコッと笑ってきた。

　席に着いた俺の目の前に深めのお皿が用意され、なみなみと黒いスープが注そそがれていく。ぶっちゃけ、スープというより固体だ。異い臭しゆうと異い彩さいを放つそれに、子供たちは呆ぼう然ぜんとしていた。

「い、いいかお前ら、男にはな、戦わないといけない時があるんだ」

　謎なぞの黒い液体に変なテンションになった俺は、そんな説教を垂たれて、お皿を両手で持つ。そして、意を決して皿に口を付け、一気に飲み干した。

「────!?」

　何だかよく分からんが、意識が朦もう朧ろうと……。

『ノエル兄ちゃんが、白目むいてる……』







　数時間後。

「ノエルお兄ちゃん、レインディア召しよう喚かん頑がん張ばってね」

「ノエル、頑張ってね」

　玄げん関かんに向かう俺にミルも子供たちもぞろぞろ付いてきた。

「あ、ああ。頑がん張ばってくるよ……」

　いろいろ入れてみましたスープは匂いと見た目が激しく最悪だったが、味はまあそこまで悪いわけではなかった。気を失ったけど。あと口がちょっと臭くさいけど。

　結果的に、俺の胸につかえていた緊きん張ちようや不安は吹き飛んで、今は少しリラックスしていた。

「ノエル、これお弁当」

　布に包まれたお弁当を差し出してくるミル。

　俺はその中にまたいろいろ入れてみましたスープが入っているのではないかと焦あせるが、ミルは苦く笑しようして首を振ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、今度は普通だから」

　自分で普通って言っちゃっているし……。

「……あ、ありがとう」

　受け取った俺は、その重さを手に感じながら、ミルに今まで何度も言ってきた言葉を改めて口にした。

「今年の──ホーリーズ・ナイツ、絶対に勝ってやるよ」

　ミルや、子供たち、そして町の人たちのためにも……。

「うん」

　それにミルはいつものように微び笑しようを浮かべて頷うなずいてくる。

「ノエルお兄ちゃん、レインディア出したらすぐに帰ってきてね！」

「レインディア見せてね！　ノエルお兄ちゃん！」

「レインディアに食べられたらだめだよ！」

『レインディア！　レインディア！』

　レインディアコールを始める子供たちに、俺は親指を立てて言ってやった。

「カッコイイレインディア見せてやるよ！　待ってろよ！」

　子供たちがさらに色めき立つ。子供たちはミルと同様に血が繫つながっているわけではないが、家族も同然だった。

　俺は、その家族たちに背を向けて、玄げん関かんの扉を開ける。

　眩まぶしい陽光に少し目を細めて、外に出たのだった。







　さっぱりとした空気を胸一いつ杯ぱいに吸い込みながら、舗ほ装そうされていない土の道路を歩いていた。目に映る建物はほとんど古びた木造のもの。

　ここは俺が住む町。いや村と言った方がいいかもしれない。

　人も建物も少なく、全体的に寂さびれた雰ふん囲い気きが町全体に立ち込めているが、しかし俺は嫌いじゃなかった。

　時とき折おり、人と擦すれ違い挨あい拶さつを交わす。

　みんな黒っぽい服を着ているが、俺が今着ているような黒いナイトキャップに、白いトリミングが付いた黒い服というサンタの正せい装そうをしている人は居なかった。挨拶というより、その正装はどうしたのか尋たずねてくるものがほとんど。

　今からレインディアを呼び出しに行くんですと話すと、みんな、「良いレインディアが現れるといいねぇ！」と、浮かれたように言うのと共に、「ホーリーズ・ナイツ頑がん張ばってねぇ！」と声を掛けてきた。

「…………」

　そのホーリーズ・ナイツとは、三年に一度、開かれるサンタの大きな大会で、サンタ界──サンクラウス全土に住まう各「色」の代表サンタとそのパートナーであるレインディアが共に戦い、競い合うものだった。

　ちなみに、俺は「黒色」の代表サンタとして数日後に出場することが決まっている。

　町の人たちが黒っぽい服を着て、俺が黒色のサンタの制服を着ているのは、俺たちは黒色のサンタだからだった。

　ここは黒サンタが住まう町。

　ホーリーズ・ナイツに出場出来る年齢は十六歳からで、必ず一頭レインディアを連れていなければならず、黒サンタ代表の俺は今から共に出場するレインディアを呼び出しに行くところだった。

「黒サンタ代表か……」

　なんとなくまだ実感が伴ともなわないその言葉を呟つぶやいて、もう一度俺は寂さびれた黒サンタの町を見渡した。

　このサンタの世界「サンクラウス」には様々な色のサンタが存在している。

　その色は何で決まるかというと、産まれた町だった。北東のこの小さな町で産まれれば、黒色のサンタ。南の大きな町で産まれれば赤色のサンタ、という具合だ。

　そのようにサンタは様々な色分けをされているわけだが、色が青だから、色が黒だからといって、別段困ることはなく生活していくことが出来る。町も自由に行き来できるし、お金を払えばその町に移住する権利だって買える。

　しかし、色の「ブランド」というのは存在しており、個人差はあるものの誰だれしもが色を意識する心を持っており、困らないとはいっても生活から切り離はなせないものだった。

　例えば、サンタ界「サンクラウス」で一番のブランドを持つ色は、「赤色」で、自分の子供を赤色のサンタにしようと赤サンタの町に移住するサンタは非常に多かった。元々資源が多かった赤サンタの町は、移住する時に払われるお金でさらに潤うるおい、どんどん発展。働き口も多く、仕事を求めて出で稼かせぎに行くサンタもたくさんいて、赤サンタの町はサンタが溢あふれ、建物が乱立する大都会らしい。

　じゃあ、黒サンタのブランドはというと…………この町の寂さびれ具合から分かる通り、最底辺。赤色サンタが鼻で笑う程度である。

　元々資源の少なかった黒サンタの町に住むサンタの人数は少なく、必然的に町は寂れており、働き口も少なかった。町に住んでいるサンタでも、ほとんどが違う町へ出稼ぎに行っている。

　ちなみに、サンタが出稼ぎに行っている間、子供を預かるのが、俺の住む家──クアリアの家だった。家に居た子供たちはみんな、親が長期の出稼ぎに行っている子だ。

「…………」

　まあそんな感じで、格差が激しい色のブランドだが、何で決まっているかというと、俺が出場するホーリーズ・ナイツだ。

　大会の成績で「ブランド」が決定するのだが、黒サンタは非常に弱かった。というよりも、ホーリーズ・ナイツへのモチベーションが全体的に低かった。黒サンタは今までの大会で良い成績を収めたことがなく、それはもう当たり前で仕方ないことだと町全体が諦あきらめてしまっているため、ここ数回は黒サンタは出場すらしていない。俺以外代表になるサンタが居ないぐらいホーリーズ・ナイツへの興きよう味み関心が薄うすかった。

「…………」

　町外れの森にやってくる。

　森の中に入り少し歩けば、開けた場所に出てきて、俺は早さつ速そく準備に取り掛かることにした。ここは古くから黒サンタがレインディアの召しよう喚かんの儀ぎ式しきを行っていた場所らしいのだが、俺がこの場所を知って、初めて来た時は草ぼうぼうの荒れ放題だった。なんとか時間を掛けて草をむしり、整理してみたが、未いまだにまだ草はあちこちに残り、土はめくれて雑ざつ然ぜんとした感はある。

「はぁ……」

　その光景に少し溜ため息いきを吐つくものの、切り替えて、左手を前にかざす。

　三秒もしないうちに空中がほんのり輝かがやく。そして、次の瞬しゆん間かん、白い袋が現れて、かざした左手でギュッと握りしめた。

　これがサンタの袋であり、この世界に住む人なら誰だれにでも出すことが出来る。

　しかし、袋を出現させるまでの時間は人によって差があり、遅い人では五分以上かかる場合もある。さっきのように俺が数秒で出すことが出来たのは、ひとえに日々の鍛たん錬れんのお陰かげなのだが、自じ慢まんする相手が居ないので、黙だまって続けた。

　ポケットから折り畳たたんだ紙を取り出す。

　その紙には、円形の幾き何か学がく模も様ようが描かれていた。

　その模様はミルのお祖父じいさんがレインディアを呼び出す時に使ったレインディアの召喚陣じんらしく、残っていた資料やら本から俺が書き写したものなのだが、改めて見ても意味の分からない模様だった。

「すー……はぁー……」

　一度、紙を地面に置いた俺は、大きく深呼吸。

「よっしゃやるか！」

　気合いを入れた俺は、右手を袋の中に入れた。本に書いてあった通りに、レインディアの姿を強く想い浮かべ、外に流れ出てくるイメージを込める。

　しばらくして、右手を袋から出してから紙を拾い上げ模も様ようをしっかりと確認。

「…………」

　数秒間、躊躇ためらった後、袋の口を地面に近づけ傾かたむけた。

　キラキラと虹にじ色に輝かがやく光が袋から流れ出てくる。

　それは、俺の袋にチャージされていた「エルピス」というエネルギー。

　サンタはこの「エルピス」の力を元に、袋からモノを創り出すことが出来る。

　逆に言えば、この「エルピス」というエネルギーが袋にチャージされていなければサンタはモノを出すことが出来ない。質の良いモノや、大きなモノほどエルピスの消費が激しくて、エルピスが無くなると、サンタの袋はただの布切れ同然になってしまう。

　じゃあ、どんどんエルピスをチャージすればいいと思うかもしれないが、それが簡単な話ではなく、エルピスの値段がべらぼーに高くてなかなかチャージ出来ないのだ。よっぽどのお金持ちではない限り、ほとんどの人は大事な時にしか袋を使用しないし、俺も今日この時までほとんど使わなかった。

「…………」

　キラキラと流れ続ける虹色の光。

　ちなみに俺が今やっているのは、モノを取り出す行為ではなく、エルピスをそのまま袋から垂たれ流し模様を描くという非常に……非常にもったいない行為だった。

　しかし、レインディアを呼び出すには仕方ないこと……。

　仕方ないことだけど……ぐあっ……もったいない……。

　紙を何度も何度も確認しながら、俺は今まで必死に働いて貯めたエルピスをキラキラと涙と一いつ緒しよに垂れ流して模様を描いていった。







　エルピスで模様を描くのは想像以上に難むずかしく、かつ慎しん重ちように丁てい寧ねいにやっているため陽が完全に頭の上に登った時にはまだ半分も描けていなかった。

　ミルの作った、いろいろ入れましたスープのお陰かげかなんなのか、身体に活力は溢あふれていたが、さすがに腹も減り、一度休きゆう憩けいをはさむことにした。

　ミルからもらったお弁当を開ける時、あの黒々したスープの映像が脳のう裏りに浮かび上がったが、開けると中身は彩いろどり鮮あざやかな美味おいしそうな食べ物。

　俺はホッと胸を撫なで下ろしミルに感かん謝しやしながら食べ、再び模も様ようを描き始める。

　それから強く念じて描き続けること数時間。

「やっと……できた！」

　地面に大きく描かれたキラキラと輝かがやく円形の複雑模様。

　虹にじ色に輝くそれを感かん慨がい深く眺めた俺は額ひたいに流れる汗を袖そでで拭ぬぐった。

　途中エルピスの量が足りなくなるのではないかと不安に思ったが、なんとかレインディアの召しよう喚かん陣じんの模様は全すべて描くことが出来た。お陰かげで袋の中はすっからかんだけど……！

「まさかここまで時間が掛かるとは思わなかったな……」

　空を見ると陽はがっつり傾かたむいて紅くれないに染そまっていた。

　長い間集中していた反動か、鈍にぶい疲労感が襲おそってくる。

　しかし、今からここで起こることを考えると心の奥の緊きん張ちようと興こう奮ふんが再起動し始めて、心しん臓ぞうが高鳴り疲労感なんて気にならなくなった。

「最高のレインディアを呼び出してやるぜ！」

　今日この日を迎えるまでの日々の苦労が脳のう裏りに浮かび上がり、小さな切なさと大きな決意が胸に湧き上がった。

「よし、やるか」

　身なりを整えた俺は、輝くレインディアの召喚陣の淵ふちに立った。

　ふと胸の中に不安がチラつく。

　レインディアを呼び出す儀ぎ式しきだが、必ず成功するとは限らないのだ。

　儀式を行うサンタにレインディアを扱あつかえるだけの力が無ければ、不発に終わってしまうこともある。また呼び出せたとしても、サンタの力が弱ければ、それだけ弱い「力」のレインディアが呼び出されてしまう。

「まあ、不発ってことはないよな……たぶん」

　それより俺が恐れているのは、レインディアの「力」の方だった。

　サンクラウスにおいて、レインディアはサンタのパートナー。強さの象しよう徴ちよう。そして、サンタの人生を左右する存在だと言われているのは、そのレインディアの「力」に関係する。

　必ずではないが、ほとんどのレインディアは特殊な「能力」を持っていた。

　例えば、あるレインディアは自分の走力を二倍も三倍も上げる能力を持っていたり、またあるレインディアは口から火を吐はく能力を持っていたり……、とレインディアの持つ能力は個体によって様々でバラエティに富んでいる。

　その能力が全すべてサンタにとって有用な能力であればいいのだが、中には全まつたく役に立たない能力があったりして、俺が今まで本やテレビで見てきた中で一番ショボいと思ったのは、しっぽを高速回転させてそよ風を送り出す能力を持つレインディアだった。……その作り出されたそよ風を浴びながら、しっぽを見つめ続ける持ち主のサンタのどこか空くう虚きよで乾いた悲しい微び笑しようが、今でもかなりトラウマだったりする。

　あのサンタは今は一体何をしているのだろうか……。

　レインディア召しよう喚かんの儀ぎ式しきで呼び出したレインディアはキャンセル不可能で、しかも一生に一体しか召喚することが出来ないため、呼び出したレインディアによって本当にサンタの人生が左右されてしまうのである。

　だから俺は、成功率を上げるため、出来るだけ強いレインディアを呼び出すために自分自身を鍛きたえ続けて、ホーリーズ・ナイツが始まるギリギリまでレインディアを呼び出すことを控ひかえてきた。

「…………」

　大だい丈じよう夫ぶ。

　きっと成功する。

　目を閉じ、大きく息を吸い意識を集中させる。

　そして数度の呼吸の後、目を開け、模も様ようの中央に向けて両腕を伸ばし、手の平を向けた。

　先ほどよりも輝かがやきを強めていくレインディアの召喚陣じん。

「これから呼び出すレインディアで……俺のサンタ人生が決まる……」

　その重要で重大な召喚の儀式にほんの少し身体からだが震ふるえる。

「…………」

　意識の高まりと共に、召喚陣の輝きは強さを増して、景け色しきは真昼の明るさに変わっていく。

　一度身体中の空気を全すべて吐はき出した俺は両手を突き出したまま、大きく息を吸い込む。

　そして、思いっ切り声を張り上げ資料で確かめた通りのレインディア召喚の言葉を口にした。




「黒サンタ、ノエル・シャープの名の元に、現れよ!!　我わがレインディア！」




　召喚の言葉が響ひびき渡る。

　やっぱり……この召喚の言葉ちょっと恥ずかしいな……。

　なんてことをほんの少し思いながらも、召喚陣の動向を見守る。

　無事召喚に成功していれば、レインディアが召喚陣の中心に現れるはず。

「…………」

　現れるはず。

　現れるはず……。

「……あれ……」

　しかし一向に変化は訪れない。

「まさか、失敗……」
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　先ほどと輝かがやきの変わらない召しよう喚かん陣じんに、冷や汗をかいた時だった。

　不意に変化が起きた。

「──ッ！」

　七色だった召喚陣の光が、ふっと黒を思わせる暗い光に変化した。

　その黒の光は激しく明めい滅めつを繰り返し始め、召喚陣の中心へ空気が渦うずを巻いて吸い込まれ始めていく。

　それはまさにレインディアの召喚が成功したことを告げるものであり、その様を間ま近ぢかで見守る俺の身体からだは、両手を突き出したまま気付けばガタガタと震ふるえていた。

　それは喜びからのものか、それとも緊きん張ちようと興こう奮ふんからのものか、恐怖からのものなのか、寒さからのものなのか、さっきから微び妙みようにトイレを我が慢まんしているからなのか、今の俺にはよく分からない。なんだか、意識がぐるぐると廻って、まるで頭の中で竜たつ巻まきが暴れ回っているような変な感覚を覚える。

　しかし、そんな状態でもただ一つ、しっかりと感じられることがあった。

　それは、予感。




　──これは、きっと凄すごいレインディアが現れるぞ！




　そんな予感が、召しよう喚かん陣じんに突き出した両腕を通して、ビンビンに胸一いつ杯ぱいに溢あふれ返っていた。

　一体どんなレインディアが現れるのだろうか。

　逞たくましくて力持ちのレインディアだろうか!?

　それとも、スピードタイプのレインディアだろうか!?

　呼び出したらどうしようか!?

　ああ、まずは名前を付けないといけないな！

　キング……いやエンペラー……とりあえず、カッコイイ名前を付けよう！　んで、ミルや子供たちに見せて、町の人にも見せよう。ホーリーズ・ナイツではもう間ま違ちがいなく注目の的になるだろうな。やば、めっちゃモテたりして。どこに行くにもキャーキャー黄色い声援……。

　ふふふふふ……。

　頭の中にもくもくと妄もう想そうが広がり、ついつい顔がニヤけてしまう。

「──いかんいかん」

　その顔にハッと気付いた俺は頭をブンブンと振り、表情を引き締める。

　レインディアに舐なめられないためにも、ファーストコンタクトは厳げん粛しゆくに行うんだ。

「…………」

　ああ……でも良い能力を持ったレインディアだったらいいなぁ。

　強い能力を持ったレインディアが居たならば、ホーリーズ・ナイツで有利になること間違いない。

　顔は真顔のまま、期待を込めて明めい滅めつを繰り返す召喚陣を見つめ続けた。

　それから少しして召喚陣の光が少しずつ治おさまっていく。

　それと共に、空気の流れが静かになっていき──ついに来るか！　と、前のめりになった時だった。

「────ッ!?」

　目が焼き尽くされるような閃せん光こう。

　続いてドンという爆ばく発はつ音。

「ぐふあッ──!!」

　陣の中心から吹き出す暴風に、俺は見事に吹っ飛ばされた。

　召喚陣を描いた地面はちょっとした丘になっていたため、吹っ飛ばされた身体からだはゴロゴロと転がり続けていく。

「イタタタ……」

　と、痛みを感じた時には、風は止やんでおり、身体も止まっていた。

　幸い身体を打ち付けただけで、これといった怪け我がはしておらず、のっそりと起き上がる。服が土で汚れてしまったが、しかし俺に気にしている余裕はなかった。

　先ほどの強烈なフラッシュと、くるくると未いまだに回り続ける視界の先に見たのだ。

　虹にじ色の光に戻り、役目は終えたとばかりに少しずつ輝かがやきを薄うすめていく召しよう喚かん陣じん。その中央には白い煙けむりがもくもくと立ち込め、そこにシルエットが浮かび上がっていた。




　それはとても大きくて勇ましいレインディアのように見えた。




　これから俺の相棒となるレインディア！

　シルエットから察するに、きっとすごいレインディアだ！

　期待やら興こう奮ふんが頭の中で激しく入り乱れる。

「キングエンペラー、俺はここだぞ!!」

　ファーストコンタクトは厳げん粛しゆくに行う。そんなこと頭から吹っ飛び、興奮から付けた名前を叫んで、俺がふらつきながらも駆かけ出した時には煙は薄れ始めていた。

　虹色に薄く発光する円形の召喚陣。

　煙はどんどん薄れていき、俺はさらに駆ける足に力を込める。

　どんな強いレインディアなんだ!?

　どんな勇ましいレインディアなんだ!?

　エンペラー、エンペラーなのか!?

　煙が薄れるにつれて膨ふくらんでいく期待。

　そして、ついに煙が晴れ、露あらわになるその召喚された存在レインデイアの姿。




　それは……──







　──全身タイツの少女だった。







「おいいいいいいい──ッ!!」

　と、勢い良く頭からスライディングしてしまう。

　いやいやいやいや、待て待て待て、ちょっと待てって。考える時間が必要だ！　意味が、意味が分からない！

　俺はレインディアの召喚をやったんだよな!?　なんで女の子が居たんだ!?　しかも全身タイツ!!

「…………」

　おかしい！　おかしすぎる!?

　地面に顔をうずめながら、先ほど俺が一いつ瞬しゆん目にした映像を思い浮かべる。

　目に焼き付いているのは、やはり全身タイツの少女だった。タイツの色はおそらく茶色。頭の辺りにツノみたいなのが付いていた。

「ちょっと待ってくれよ、なんなんだよ!?」

　俺が召しよう喚かんしたのはレインディアだよな……。

　なんで女の子が出てくるんだよ？　しかも全身タイツって。おいおい、なんだよ？

　レインディアの召喚陣じんが間ま違ちがってたのか？

　いやでもエルピスで召喚陣を描き写す時に何度も何度も確かめたし、紙に描き写す時も何度も資料確認したし、間違ってないはず……。

　ん？

　……あれ。さっきの全身タイツの少女は俺の見間違えか？

　ああそんな気がしてきたわぁ。きっと暗黒スープの後こう遺い症しようだわぁ。

　そういえば全体的に茶色だったし、ツノあったし、レインディアを女の子と見間違えたとか？

　ちょっと興こう奮ふんというか脳がパニック状態だったしね！

　まあ……そうだよな。なんでレインディアの召喚で全身タイツの女の子が現れるんだよって感じだよ。

　あはは……。

「すぅ……はぁ……」

　三回ほど大きく深呼吸した俺は、全力で見間違いであることを祈りながら顔をガバッと上げた。




　レインディアの召喚陣。

　その中心には、茶色い全身タイツを着た美少女が──。




　いやいやいやいや。

　叩き付ける勢いで、もう一度顔を地面にうずめる。

　なんか居るんですけど。レインディアじゃなくて、全身タイツの女の子的なのが居るんですけど！　そしてなんかやたら可愛かわいかった！　可愛かったけど、タイツが残念過ぎる!!　なんなんだよ全まつたく意味分かんねぇよどういうことだよ!!　こんにゃろぉおおー！

　大地に何度も頭をぶつけて問い掛けるがもちろん返事はない。

「…………」

　くそっこんなの間違いだ！

　間違いに決まっている！

　間違いであってくださいよ！

　土の匂いを鼻一いつ杯ぱいに嗅かぎながら、今度はしっかりと確認するべく立ち上がる。

　深く呼吸した俺は、伏せていた顔を前に向けた。

「────」

　そして、今度はばっちりと少女と目が合ってしまった。

　ああダメだ。ダメだわ……。

　完全にそこに居るわ……めっちゃ俺のこと見てるわ。

「ぬぁああぁ──……」

　頭を抱かかえた俺の口からそんな悲鳴なのかうめき声なのかよく分からない声が洩もれ出る。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　鈴すずのような声が聞こえて、顔を上げると全身タイツの少女は目の前に歩み寄ってきていた。

「…………」

　俺は悄しよう然ぜんとしながらも改めて女の子の格好を確かめる。

　タイツの色は全体的に小豆あずきみたいな茶色で、胸元の辺りだけ白色。少女の頭の先から足の先まで覆おおうそのタイツは、もうほんとピチピチで身体からだのラインがくっきりと浮き出ていた。唯ゆい一いつ露ろ出しゆつしているのは顔と、手と、ほんの少しの銀色の前髪だけ。

　よく見ると、頭部のタイツは入れ込んでいる髪でもこもこしており、そこには枝えだ分わかれしたツノが二本と、獣けものの耳らしきものが付いている。予感がして、身体を少し斜めに逸そらして見てみると、お尻しりの辺りにはしっぽのようなものが付いていた。もちろんツノは本物ではなく、中に綿わたっぽいものが詰まっているふにふに柔やわらかい布製のもので、耳としっぽも同じくニセモノ。

　この全身タイツ…………。

　少女が着ている全身タイツは、半はん端ぱじゃないぐらいチープでダサかったが非常にあるイキモノを連想させた。

　いやまさかな……まさかな……。

「なあ……？」

　俺は気付くと全身タイツの少女に問い掛けていた。

「そのタイツってもしかして──……レインディアのつもり？」

　俺の目には、少女の全身タイツはレインディアを模もしているように映った。

　そしてそれを裏付けるように少女は、大きく頷うなずいてきた。

「そうですよ」

「…………」

　ははは…………。

　なんてこった……。

　俺は大切なレインディアの召しよう喚かんで、レインディアの仮装をした少女を呼び出してしまったみたいだ。

　ああなんかめまいが……。めまいが……。

　呻うめきながら俺は頭を押さえた。







「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺を心配そうに見つめてくるレインディア風ピチピチ全身タイツの少女。

　少女の顔が白く綺き麗れいに整っているだけに、なんだかひどく居たたまれなくなった。

「いや、君の格好が大丈夫ですか？　なんだけど」

「私ですか？」

　大きな瞳ひとみをきょとんとさせた少女は、着ているタイツを見下ろして首を傾かしげてきた。

「どこか変なところありますか？」

「それ本気で言ってんの……!?　変なところって、もう全体的に変でしょ……」

「……全体的に？」

　少女はもう一度自分の身体からだを見下ろして、分からないと言った感じに首を傾げる。その顔は真剣だった。

　しばらくして、顔を上げたレインディアの全身タイツの少女は言ってきた。

「何が変なのかわからないですけど……あなたの方が変でしたよ。叫んだり、頭地面に叩きつけたりして、見てて凄すごく気持ち悪かったです」

「いやそれは──」

　──君が出てきたからだろ！

　と、口にする前に、少女は言ってきた。

「だから私は言ったんです、大丈夫ですか？（頭）って」

「（頭）!?」

　地味に辛しん辣らつな言葉に一歩後ずさった俺は、咄とつ嗟さに言い返した。

「いや、それはそのセリフはそっくりそのまま君に返すよ！　見た目的にも中身的にも！」

「……？」

　頭を覆おおっているタイツを触さわり、ツノを握って首を傾げてくる少女。

　そのポーズは、もしかしたら、普段なら可愛かわいいと思えるかもしれない仕し草ぐさだが、ピチピチの全身タイツのせいで台無しだった。

　ああ……なんか、この子かわいそう……。

　少女のレインディアを模もした全身タイツ姿を見れば見るほど残念感と不ふ憫びん感が湧き起こってくる。

「せ、せめて、頭のタイツは脱いだらどう？」

「どうしてですか？」

「いや、だから見た目的に……」

「何か変ですか？　カッコイイでしょ？」

「カッコイイ!?　どこが!?」

「ちょっと、見ててくださいね」

　そう言った少女は、少し屈かがんで頭を上下に振った。必然的にタイツのツノも上下に振られる。

　……え、なにやってんの？

　啞あ然ぜんとする俺を余所よそに少女はしばらくタイツのツノを振り続けてから、俺を自信満々な目で見てきた。

「どうですか？」

「どうですか、じゃないよ！　全まつたく理解出来なかったよ！　今朝食べたスープの具材並みに理解出来なかったよ！」

「例えがよくわからないんですが」

「俺ももう何言ってるかわかんねぇよ！」

　頭を抱かかえると少女の嘆たん息そくが聞こえてきた。

「わかりました。脱ぎますよ」

　少女はツノを引っ張って頭を覆おおうタイツを後ろにずり下げていく。完全に脱ぎ去ると、さらさらと、頭のタイツに詰め込まれていた銀色の髪が流れ落ちた。

「…………」

　その少女の姿を見た俺は不覚にも一いつ瞬しゆん息を止めてしまった。

　セミロングの銀色の髪を揺らす少女の姿は、さっきまでの痛々しい姿とは全まつたく違って見えた。

　整った顔を、潤うるんだ瞳ひとみと長い銀色の髪が色取り、着ているタイツが華きや奢しやな四し肢しと女性らしい身体からだのラインを露あらわにしている。

　夕陽の光と、召しよう喚かん陣じんの微かすかに残る虹にじ色の光に照らされた少女の姿は、なんというか……とても綺き麗れいだった。

　さっきから整った顔立ちをしているなとは思ってはいたが……頭を出すだけでこんなに印象が変わるんだな。

「どうしたんですか？」

　不ふ思し議ぎそうに俺の顔を見てくる銀髪の少女。

「い、いや、なんでもない」

　少し見み惚とれていた俺は慌あわてて視線を逸そらす。

　その俺に首を傾かしげていた少女だが、しばらくして何かを思い出したような顔で尋たずねてきた。

「ところで、あなたは誰だれなんですか？」

　全まつたくもって今いま更さらな質問だった。

「いや、それは俺のセリフだわ」

「どうして私はここに居るんですか？　というか、ここはどこですか……？」

「それは俺も訊ききたいわ……」

　今いま更さらながら辺りを見渡す少女。

　俺だけじゃなく、この少女も今の状況が理解出来ていないらしい……。

　俺はガックシとうな垂だれ、状況確認を含めて、とりあえず答えられることは答えた。

「俺は、ノエル・シャープ。黒サンタだ」

「黒サンタ……」

　まじまじと俺の服装を見つめてくる少女。

　俺は、もしかして、と訊いた。

「サンタってわからない感じ？」

「それぐらいわかりますよ。ただ黒色が居るとは知らなかったので……」

「……？　他にも、緑とか茶色とか黄色とかいるけど？」

「そうなんですか……!?」

「そうだよ」

　俺は力無く頷うなずいてから、薄うすれている虹にじ色の召しよう喚かん陣じんを指差した。

「ここは黒サンタの町外れの森で、あの光ってるのあるだろ、あれでレインディア呼び出したらお前が出てきたんだよ」

「んー……」

　と、微かすかに光る召喚陣を見つめて考え込むタイツ姿の少女。

　その少女に俺は尋たずね返した。

「君はなんなんだよ」

「私は……」

　少し眉み間けんにしわを寄せた少女は、答えてきた。

「私はカロン・クロース。気付いたらここに来てました」

「気付いたらって……」

　俺はうな垂れて溜ため息いきを吐ついた。

「……なんで、レインディアの召喚で、レインディアじゃないものが現れたんだよ……俺がヘボいからか？」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやく俺。

　それに、カロンは着ているタイツを引っ張って言ってきた。

「もしかしたら……このトナカイスーツのせいかもしれません」

「トナカイスーツ？　そのタイツ、トナカイスーツって名前なの？」

「はい」

「へ、へぇ」

　ネーミングも見た目に負けずダサいな。

「で、そのトナカイスーツがどうしたって？」

　尋たずねる俺に、カロンは内ない緒しよ話をするように小声で言ってきた。

「実はですね、このトナカイスーツには伝説のレインディアの力が宿っているらしいのです」

「はい？」

　俺が犬のフンを踏みつけたような顔をしていると、カロンは聞き取れなかったと思ったのか、もう一度言ってきた。

「実はですね、このトナカイスーツにはスーパーパワフルな伝説のレインディアの力が宿っているらしいのです」

「いや、うん……」

　何言ってんの、この娘こ。

「それただの仮か装そうじゃないのか？」

「仮装じゃないです」

「……その全身タイツに、伝説のレインディアの力が宿ってるって？」

「というのを聞きました」

「聞いたって……それ絶対噓うそだろ……!?」

　ピチピチの全身タイツを着ているだけでもかわいそうな子なのに、それに加えてそんな話を信じるとはなんてかわいそうな子なんだ。

　ちょっと憐あわれんだ目でカロンを見ると、少しムッとした表情をしてくる。

　俺はゴホンと咳せき払ばらいしてから問い掛けた。

「……じゃ、百歩譲ゆずってそのトナカイスーツにレインディアの力が宿っていたとしてだよ、その力っていうのはなんなんだ？」

　それにカロンはきっぱりと言ってきた。

「わかりません」

「だろうね……」

　だって全身タイツだもの。

「でもレインディアの力はあると思います！　実際に、ノエルさんがレインディアとして呼び出したじゃないですか！」

「いやまあ……」

　確かにそのトナカイスーツとかいう全身タイツにレインディアの力が宿っているのなら、辻つじ褄つまが合うような合わないような？

　もしかしたら少なからず、その全身タイツにレインディアの力が宿っているのか？　聞いたことないけど。

　そして俺がそれを呼び出してしまったと……。

「どっちにしろダメじゃん……」

　カロンが着ている全身タイツに、レインディアの力が宿ってようと、宿ってなかろうと、どっちにしても俺の心の中に湧くのは絶望だった。

　全身タイツの少女をレインディア召しよう喚かんで呼び出してしまうなんてサンタとして終わってるわ。

　俺は悄しよう然ぜんとしながらも、カロンに近づいた。

「……ちょっと、そのタイツよく見せてもらっていいか？」

「いいですよ」

　まあなんにしても、少し気になるので、カロンに近づいてタイツを観察する。

　カロンの銀色のさらさらの髪に目が行ったり、タイツで浮き出た身体からだのラインに少しばかりドキッとしたりと少々脱線したが、トナカイスーツはどこからどう見てもタイツだった。

「ちょっと触さわってみてもいい……？」

「どうぞ」

　なんの迷いもなくカロンはタイツに包まれた華きや奢しやな左腕を俺に差し出してくる。

　触ることに少し躊躇ためらいながらも、俺はカロンの腕、トナカイスーツに右手を伸ばして触ふれた。

　普通にタイツの感触だった。

「どうですか？」

「……普通だな」

　まあ当たり前だけど。

　小さく嘆たん息そくしながら手を離はなそうとした時だった。

「──!?」

　──ふと、違和感に気付いた。

「…………」

　手が。

「…………」

　手がタイツから離れない……。

　いや、下心とかそんなんじゃなくて、マジで離れない。

　気のせいかともう一度手を引くが、やはりカロンの腕に触れた右手が離れない。強力な磁じ力りよくが働いているかのようにピッタリと引っ付いて離れなかった。

「どうしました？」

　そのことに気付いていないのか、銀色の髪を揺らして首を傾かしげてくるカロン。

「い、いや、なんでもないっ──」

　と、謎なぞの事態に冷や汗をかきながら、右手に思いっ切り力を込めて引く。

　その瞬しゆん間かん。

　カロンの左腕も引っ付いたまま一いつ緒しよに引かれ、華きや奢しやな身体からだが俺に飛び込んできた。

「──ッ」

　甘い匂いが鼻び腔こうをくすぐる。

「な、何するんですか、ノエルさん！」

　気付くとどうしたことか、カロンと抱き合う形になってしまった。

　瞳ひとみを真ん丸にするカロンに、俺は盛大に首を振る。

「い、いやいやいや、違うんだって!?」

「何が違うんですか！　くっ付かないでください！　離はなしてください！」

「いやッ！　離せないと言うか離れないんだよ！」

　もがく俺とカロンだがタイツが触ふれるたびに、左腕と右手のように引っ付いて離れなくなる。

「出会ったばかりで、強引過ぎますよ！」

「いやだから違うって!!」

「じゃあ、なんですか、お尻しりに触さわってるこの手は！」

「お、俺の左手ぇエエェ！　いつの間にそんなところに行ったんだ！　ワザとじゃないから！　ちょっと嬉うれしいけどワザとじゃないから！」

「本音が出てますよ……」

　じと目で見てくるカロンを余所よそに、俺は半はん狂きよう乱らんになりながら必死に暴れるが、終しまいには、カロンの身体とほとんどくっ付いて見動きが取れなくなってしまった。

「一体これは何なんですか……！」

　困こん惑わくしながらも少し頰ほおを赤く染めるカロン。

　俺も染めたいところだが、いかんせん、さっきから嫌な予感がひしひしと胸を押し上げて、それどころではなかった。

　──そして。

　その嫌な予感はみごと的中した。

「光ってますよ!?　ノエルさん！」

「ちょちょちょ、なんだよ！　これ！」

　カロンの着ている全身タイツ──トナカイスーツが青白く発光し始めたのだ。光は俺の身体を這はうように包み込み始めていく。

　青白い光は俺の全身を覆おおい尽くすと、どんどんと輝かがやきを強めていき、あまりの眩まぶしさに俺は目を固くつぶった。

「…………」

　それからどれぐらい経たったのだろうか。

「ノエルさん……？」

「ん……」

　声を掛けられ目を開けると眩まぶしい光は消えていた。召しよう喚かん陣じんの虹にじ色の光もついには消えてしまっており、陽の落ちた森はやけに暗く感じた。

「なんだったんだ？」

　そう俺が呟つぶやくのと同時に、引っ付いていたカロンが離はなれた。

「良かった、離れられ──」

「ノエルさん──」

　お互いに固まった。

　胸の前で腕をクロスしている銀色の髪の少女。

　その身体からだを覆おおう色は先ほどの茶色ではなく、肌色だった。カロンの姿は先ほどのタイツ姿ではなく、裸はだかだ。

　カッと顔が熱くなるのを感じる。

「ち、ちょ、なななんで裸なんだよ！」

　そう口にして俺は、はて？　と疑問に思った。

　じゃあ、あのチープなレインディアの全身タイツはどこに行ったんだ……？

　ふと固まっているカロンの表情に目が行く。

　カロンは恥ずかしさからか頰ほおを染そめているが、よく見れば同時に驚おどろきの表情が浮かんでいた。

「…………」

　なんだかよく分からない汗が噴ふき出してきて、拭ぬぐうと、一いつ瞬しゆん茶色いモノが見えたような気がした。

　いや。

　いや、大だい丈じよう夫ぶ。それはない……それはない……それはないって、うん……。

　一瞬、脳のう裏りに浮かんだ考えを必死に打ち消すが、身体が震ふるえ出して止まらなくなる。

　大きく息を吸い、そっと。

　そっと両腕を見下ろしてみる。

　茶色いタイツに包まれていた。

「…………」

　一回目を離し、気持ちを落ち着かせる。

　大丈夫……大丈夫……。

　何が一体大丈夫なのか分からないが……きっと大丈夫。

　もう一度両腕を見下ろす。

「ちょ、ちょっと待てって……！」

　そこには確かにタイツに包まれた両腕があった。手首からピッチリと茶色いタイツが張り付いていた。

「な、ななな、ななんだよこれ……!?」

　タイツに包まれた両腕が大きく震ふるえる。

　茶色いタイツに包まれた腕を辿たどって、視線をどんどん落としていく。

「────!?」

　そこにはピッチピチな全身タイツに包まれた俺の身体からだがあった。震える手で頭を触さわれば、ツノと獣けもの耳みみの付いたタイツにピッチリと覆おおわれていた。

　そして俺がさっきまで着ていた黒サンタの服は脱だつ皮ぴしたように地面に落ちていた。

　呼吸が荒くなる。心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなる。身体が震える。

　だ、大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫！

　きききっと脱ぐことが出来るから。

　心を無む理り矢や理りに落ち着かせて、俺はツノを引っ張る。思いっ切り引っ張る。力の限り引っ張る。

「────……」

　生地が伸しん縮しゆくするのみ。カロンは脱いでいたのに頭のタイツも、身体から離はなれる気配を見せなかった。

　だだだ大丈夫……大丈夫だからぁ……！

　脱ぐ方法はきっと、きっとあるはずだから！

「ちょ、ちょッちょっと。この全身タイツ脱げないんだけどさぁッ!?　どうやって脱いだらいいのかな!?」

　カロンに詰め寄る。こんなことで俺は動じねぇよアピールをするために笑顔を見せるのだが顔がやけにひくひくする。

　その俺の顔をまじまじと眺めてくるカロンは、恥ずかしそうにしながらも腕をクロスしたまま自分の背中を見せて言ってきた。

「ファスナーが背中にあったはずですが……あまりじろじろ見ないでください」

「いや、そんな余裕ないから！　ファスナーあるんだな!?」

　ほらほらやっぱり、脱ぐ方法あったじゃないか！

　さっさと脱いでやるよこんな気持ち悪いタイツ！

　背中に手を伸ばしてファスナーを探る。

　探る……。めっちゃ探る……。

　腕の関節がおかしくなるんじゃないかと思うぐらい半はん端ぱなく探りまくった。

「ハハハ……おかしいな……」

「どうしたんですか？」

「なんかね、ファスナーが見当たらないんだ。おかしいよねアハハ」

　額ひたいから汗がやけに噴ふき出る。

　俺は背中を必死に探りながら、カロンにお願いした。

「ねぇ、ちょっとファスナー見てくれない!?　俺、身体固いし、手が届いてないんだ、きっと」

「いいですよ……でもこっち見ないでくださいね！」

　背をカロンに向ける俺は、さっきから汗をだらだらかいているのだが、全身タイツの中は蒸むれることなくスッキリ爽そう快かいだった。それが俺をさらに焦あせらせる。

「ん～……」

　という声を出しながら、俺の背中をぺたぺた触さわってくるカロン。

　祈るような気持ちで待っていると、カロンは「っあ！」という声を上げた。

「あったか!?　開けてくれ！」

　振り返りながら言うと背中に激痛が走った。

「アダダダ、肉、お前、俺の背中の肉つねってるから！」

「ごめんなさい、良い背はい筋きんだったのでつい……」

　ふ、ふざけんな、こんにゃろうっ！

　殺さつ気き立っていると、カロンは言ってきた。

「ファスナーないですね……」

「う、ううう噓うそだろ!?」

「噓じゃないです」

「ふざけんなよ、もっとちゃんと見てくれよ！」

　背中をぐっと近づける俺に、「ん～」と、カロンは手を触ふれてくる。

　そして先ほどと同じ激痛が走った。

「アダダッダ、お前、背中つねるなよっ！」

「ごめんなさい、良い背筋だったので……」

「なんだ、お前、背筋フェチなのか!?　つねらずにはいられないお年頃か!?　え!?」

　俺の意味不明な言葉にカロンは首を傾かしげてから、背中をさすって言ってきた。

「ファスナーないですよ」

「待てよ、なんでそんな噓つくんだよ！　ふざけないでよホント！」

　俺は背中に手を伸ばして探りまくる。が、先ほどと同じく見当たらない。カロンが言うようにファスナーは無かった。

「なん、な、なんでだよぉおおお！」

　パニックになりながら手当たり次し第だいにタイツを引っ張りまくるが、ホントマジで脱げない。

　暴れ狂うようにタイツを引っ張り引っかき転げ回り飛び跳ねるが、びくともしない。

「……あの、ノエルさん」

「どうした!?　脱ぐ方法思い付いたのか!?」

　バッと振り返ると、そこには見慣れた黒い服にズボン、帽ぼう子しを被かぶった銀髪の少女が居た。それは紛まごうこと無き、俺のサンタの正せい装そうだった。

「どうですか、ノエルさん？　似合いますか？」

「いやいやいや、何勝手に着てるの!?　確かに似合ってるけど、何着ちゃってるんですか!?」

「ノエルさん、もうそれ脱げないんじゃないかって思って……」

「何言ってんの!?　ぬ、脱げるから！　今脱いでみせるから！」

　慌あわてて脱ごうとするがやはりどうやっても脱げない。

　テンパりまくる俺に、ダボダボな黒サンタの服を着た銀髪の少女は親指をグッと立てて言ってきた。

「ノエルさんのトナカイスーツ姿、結けつ構こう似合ってますよ」

「ふざけんなああああああ────」

　俺はパニックからの反動からかふっと脱力するように地に膝ひざをつけ、タイツに覆おおわれた頭を抱かかえる。

　俺のサンタ人生を左右するレインディア召しよう喚かん。

　それで意味の分からないレインディアの全身タイツの少女を呼び出してしまって。

　しかも、そのキモくてダサいレインディアの全身タイツに取り憑つかれ脱げなくなるなんてな。

「…………ぬあああああ──……」

　俺は力無く叫んで頭を地面に叩き付けた。







　それが、俺がレインディアになった記念すべき第一日目だった。










　　　二章　タイツの夢




　陽が暮れて星が煌きらめく空の下。

　俺とカロンは、町の中を歩いていた。

　俺の服を着たカロンは少しだぼだぼだが、髪や瞳ひとみや顔立ちが派手なのでムカつくぐらいに似合っていた。

「おい、ちょろちょろすんなよ！」

　カロンは物珍しそうにあちらこちらに目を配らせては駆かけ寄ったり立ち止まったりしている。

　しかし、俺はただ真まっ直すぐに前を向いて速足で歩いていた。

　それはもちろん、俺の格好のせいだ。今の俺の格好は、綿わたが詰まったように柔やわらかいツノ、獣けもの耳みみ、しっぽが付いた胸元だけ白い茶色のピチピチダサダサの全身タイツなのだ。こんなもの町の人にでも見られたら、俺はもう頭の大切なモノが吹っ切れて逆に踊ってしまうかもしれない。

　タイツに取り憑つかれてから、しばらくなんとか脱ぐことが出来ないか試し行こう錯さく誤ごを繰り返しまくったが、やはりどうしてもこうしても脱ぐことが出来なかった。陽も完全に暮れてしまい、俺と頭がパッパラパーなカロンだけでは何も解決出来ないと悟さとり、とりあえずミルに相談するべく町へ戻ったのだが……もっと夜遅くにすれば良かったかもしれないと後悔していた。家々には明かりが灯ともり、人の気配をあちこちから感じる。誰だれかに見られていないか恐ろしくてたまらない……。

「…………」

　そんな状態だが今の俺は不ふ思し議ぎと少し落ち着いていた。

　パニックを起こし過ぎた反動なのか、住み慣れた町の景け色しきのお陰かげなのか、全身タイツがやけに俺の身体からだにフィットしているからなのか……よく分からない。

「ここが黒サンタの町なんですよね？」

　しばらく歩いたところで、後ろに付いてくるカロンが尋たずねてきた。

　無視しようかと思ったが、寂さびれた町並みを見つめるカロンの目はキラキラと好奇心溢あふれていて、それを見た俺は溜ため息いきを吐ついて答えた。

「……そうだけど」

「ここに黒サンタが住んでいるんですよね？」

「そりゃ、黒サンタの町だからな」

　そのぶっきらぼうな俺の言葉に、カロンは改めて黒サンタの町を眺めてから興きよう味み津しん々しんといった感じで訊きいてきた。

「ということは、他にもサンタの町って存在するんですか？」

「……ああ、赤サンタの町とか青サンタの町とかいろいろあるよ」

「他の町もこんな感じなんですか？」

「いや……他の町はもっとすごいよ。地面が舗ほ装そうされてるし、建物も大きしい、人もたくさんいるし」

「そうなんですか……」

「でもまあここも捨てたもんじゃないんだけどな。俺は結けつ構こう好きなんだ。静かだし……あと静かだし。あ、ニワトリ飼ってる家があるんだけど、そこはちょっとうるさいな」

　そんな会話を交わしながらも周りを警けい戒かいしつつ、歩き慣れた道を右に左と曲がって突き進む。

　幸い町の人とバッティングすることなく、少し大きな木造の建物──住み慣れたクアリアの家が見えてきて、俺はほんの少し胸を撫なで下ろした。

　周りの建物と比べて、新しい木材が使われている家の窓には温かい明かりが灯ともっており、俺は、一度撫で下ろした胸を再び撫で上げ、玄げん関かん扉とびらにくっ付く。

「何をやってるんですか？」

「っし！」

　と、扉に耳を当て、中の様子を窺うかがう。

　ミルに相談したいのだが、問題は子供たちだった。

『カッコイイレインディア見せてやるぜ！　待ってろよ！』

　っくっそ！　なんで俺はあんなことキメ顔で言っちゃったんだよ！

　今朝の自分の言葉が恨うらめしい。

　子供たちは俺がカッコイイレインディアを連れて帰ってくるのを待ち構えているはずだ。

　カッコイイレインディアではなく、カッコワルイレインディア（全身タイツを着た俺）を見た子供たちは一体どんな反応をするのだろうか……。

「…………」

　考えるだけで身み震ぶるいがする。

　そして、今の俺の姿──全身タイツで、家の扉にくっ付いて聞き耳を立てている姿を冷静に客観視すると泣けてきた。

「なんで涙目になってるんですか？」

「……太陽が目に染しみたんだよ」

「太陽もう落ちてますけど」

「ああ、もう……気にしないでいいから」

「ノエルさん、太陽どこかにあるんですか？　どこかにあるんですか？」

「いやいいから。気にしないでほんと」

　空をきょろきょろ見渡すカロンは無視して、扉に当てている耳に集中する。

「ねぇ、ノエルさん、なんで太陽が目に染みたんですか？　太陽ないですよ！」

　ガクガク俺を揺すり始めるカロン。

「ねぇ、ノエルさん！　聞いてますか！　太陽がないのになんで目に染しみたんですか？　気になりますよ。太陽───」

「しつけぇよ！　なんだよその飽あくなき太陽への執しゆう着ちやく。違うから。これは俺の悔くやし涙だから。ごめんなさいね。噓うそついて！」

「なんだ、噓だったんですか」

　拗すねるような顔をするカロン。

　……その顔は俺がするべきだと思うんだけどね！

　溜ため息いきを吐ついた俺は再び玄げん関かんに耳を当てる。大声を上げてしまったので不安に思ったが、玄関辺りに人が居る気配は感じられなかった。

　扉の鍵かぎを開けようと、無意識に手がポケットを探るが、全身タイツだということに気付き軽く舌打ちする。

「カロン……その服のポケットから鍵取ってくれ」

「鍵ですか？」

　カロンは頷うなずいてズボンや服のポケットを探り始める。草原で飛んだり跳ねたり転んだりしたので、鍵を落としているかもしれないと少し不安に思ったが、しばらくしてカロンは胸ポケットから銀色の鍵を取り出してきた。

「これですか」

「それそれ」

「かわいいですね」

　カロンの視線は鍵の頭に取り付けられた銀色の小鳥の飾りに向けられていた。

「ノエルさんが付けたんですか？　らしくないですね」

「らしくないって、俺の何が分かるんだよ！　俺が今日穿はいたパンツの色わかるのか!?」

「あの……ちょっとそういう下ネタ的なのは、やめてもらえますか？」

「なんでちょっと真顔なんだよ……自分のパンツの色尋たずねた俺、居たたまれなくなるじゃん！　ちなみに鍵の飾りは、鳥が好きなミルに勝手に付けられ──って、今はそんなことはどうでもいいんだよ、早く鍵渡せって」

　カロンの手から鍵をかすめ取る。

　そっと扉の鍵穴に差し込み、静かに回してミッション成功。

　仕し舞まっておいてとカロンに再度鍵を渡し、扉をゆっくりと、ゆっくりと開ける。隙すき間まから覗のぞき込むと玄げん関かんと廊ろう下かは真っ暗で、いくつかの部屋の扉から微かすかに光が洩もれていた。

「よし、入るぞ。静かにな。もう一度言うぞ……静かにな」

「はい」

　鍵の小鳥を見つめていたカロンはポケットに仕舞って頷うなずいてくる。

「……こっちだ。暗いから気を付けろよ」

　扉をさらに開けて中に入り、カロンを招き入れる。

　とりあえず自分の部屋へ行こうと一歩二歩と足を進めていく。

　こういう時に限って足の関節がパキパキと鳴り、床ゆかがミシミシと軋きしむ。それを忌いま々いましく思いながらも、着実に歩を進め、階段の手前に差し掛かる。

　よしこのまま行けると思った時だった。

「────!?」

　突然、パッと玄げん関かんと廊ろう下かの明かりが灯ともった。

　寂さびれた黒サンタの町にもちゃんと電気は通っており、辺りを照らすのはスイッチ式の蛍けい光こう灯とうの光。それはつまり、誰だれかが意図的に点つけたものであり、その光が目から脳へ伝わった瞬しゆん間かん、俺はハッと明かりのスイッチがあるところを振り返った。

　銀髪の少女。

　明かりのスイッチを押したのはカロンだった。

「おま──」

「これ、明かりのスイッチなんですね！」

　感心したように言うカロンはポチポチとスイッチを押して明かりを消したり点けたりしてくる。

　そのカロンに駆かけ寄り、スイッチを押す手を止めた時にはもう遅かった。

『ノエルお兄ちゃん、帰ってきた──!?』

　そんな大声が聞こえて、扉が勢い良く開かれる。

　俺はそれを認識した瞬間、カロンを引っ張り超速ダッシュした。

「お兄ちゃ──」

　声を振り切るように階段を駆け上がる。そして、目的の部屋の扉に力一いつ杯ぱいタックル。転がるように部屋の中に入った俺は、力一杯扉を閉めた。

「ヤバい気付かれた」

　俺は床に転がっているカロンを詰きつ問もんした。

「なんでスイッチ押したんだよ！」

「気になったんですよ」

「気になったからって普通押すか？」

「例えばですよ、イメージしてみてください。冷たい雨の中、段ボールに入って寂さびしそうに見つめてくるスイッチがあったら、押したくなりませんか？　なりますよね？」

「ん、まあ確かに押したく──なんねぇよ！　なんでそんなことになってんの!?　てか、そんなスイッチがあったとしても普通に押さないから！」

「ノエルさんは、血も涙もない人なんですね……」

「血も涙もないっていうか、スイッチだからね！　それただのプラスチックだからね！」

　そんなことをしているうちに扉の外から足音が聞こえてくる。

　悪びれる様子の無い少女に構っている暇ひまなど無かったと後悔しながら、慌あわてて暗い部屋の中を見渡す。ちなみにここは俺の部屋なのだが、扉には鍵かぎなどが無く家の住人が押し掛ければ、あっという間に扉は開放されてしまい、俺のピチピチ全身タイツ姿が露あらわになってしまう。

　それは絶対に避さけなければならない。

　何か身を隠かくせる物は無いかと、辺りを見渡すのだが、机に椅い子す、ベッド、本棚と鏡かがみしか無いという殺さつ風ぷう景けい極きわまりない部屋で、自分の部屋ながらロクな物が無かった。

　……ああ、つい自分の部屋へダッシュしてしまったが、普通に玄関から外へ逃げておけばよかった！

　今いま更さらになって後悔するが後の祭り。こうなったら窓から逃げ出すかと考えるが、カロンを連れて二階から落下するのは危険過ぎるし、無駄に注目を集めるだけになる可能性があると却きやつ下か。

「ノエル帰ったの？」

『ノエルお兄ちゃん？』

　ノックの音と共に部屋の外からミルの声と子供たちの声が掛かる。

　どど、どうしよう？　どうしよう!?

「ノエル、開けるわよ？」

　返事が無いことに不ふ審しんを抱いだいたのか、ミルは少し固い声で言ってきて、扉を開けてきた。

「────!!」

　俺は相当テンパっていたんだと思う。咄とつ嗟さにベッドの上から毛布を取り上げ、カロンを前に抱かかえるようにして、頭から被かぶった。

　扉の向こうからぞろぞろと入って来る幼い少年少女たちと、一人の女性。

　部屋の明かりが点つけられ、毛布から顔だけ出した状態で俺は家の住人たちに挨あい拶さつした。

「よ、よう」

　俺のダンゴ虫みたいな格好に、部屋に入って来た全員が戸と惑まどった顔をしていた。




　固まっている空気をほぐそうと無む理り矢や理りにスマイルを作ってみたのだが、特に意味はなく逆に不信感を与えるだけだった。

「ノエル？」

　ミルが少し戸惑った顔をしながら一歩俺に歩み寄ってくる。

　茶色の少しウェーブした長い髪を揺らすミルの服装は朝とは違い、黒のネグリジェを着ており、さらに大人っぽさを醸かもし出している。

　普段の俺ならそのミルの格好にドキドキしてしまうかもしれないが、今の俺のドキドキゲージは毛布の中のことで一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいだった。

「ノエル、毛布の中に何を隠しているの？」

　ミルがさらに一歩近づいてくる。

「い、いや、何も！」

　と言うが、腕の中でカロンが暴れて毛布がもごもごと動く。

　それに子供たちの中で「中で動いてるのレインディアじゃない!?」という言葉が出た瞬しゆん間かん、一気に色めき立ち、俺の周りをぐるりと取り囲んで、レインディア見せてレインディア見せてコールが始まった。

「レインディアなの!?」

　ミルも心なしか興こう奮ふんした様子で毛布を見つめてくる。

「いや、あの……レインディアというかなんというか……」

「レインディア召しよう喚かんに成功したのね!?　どんなレインディアなの!?」

　さらに興きよう味みを強く宿した瞳ひとみで毛布を見つめてくるミル。

　毛布の中ではさっきからふがふが腕の中で暴れるカロンとの格かく闘とうに忙しく、子供たちは興奮のあまり毛布を引っ張り始めて、もう絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだった。

　だ、誰だれか助けてくれ──！

　心の中で絶ぜつ叫きようし、剝はがされかけた毛布に気を取られた瞬間だった。

「しまっ──!?」

　スポンッとカロンが腕から抜けてしまう。

　捕つかまえようとするが、その前に毛布の外へ飛び出してしまった……。

「あー苦しかったです」

　と、毛布から現れ深呼吸するレインディアでもなんでもない銀髪の少女。

　その少女の出現に部屋の中が一気に静まり返った。

「あの、あなたは……？」

　しばらくして問い掛けたミルに、カロンはぺこりと頭を下げた。

「私はカロン・クロースといいます」

「その服って……」

　ミルの視線がカロンの着ているダボダボの黒サンタの服に移る。

「ノエルさんに裸はだかにされたので、代わりに着ています」

「────」

　カチンと何かが凍こおったような音が聞こえた気がして、見るとミルの顔がフリーズされていた。

「お、おおい、ちょっと待て！　言い方が！　言い方が悪すぎる！」

「言い方ですか？」

　必死に抗こう議ぎする俺にカロンは首を傾かしげて、たどたどしく言う。

「えっと、ノエルさんが私にくっ付いて、離はなれなくなって、お尻しり触さわってきて……」

「なな、なんでそこだけピックアップしてくるんだよ、より悪くなってるじゃんッ──！　いや、ちょ、ミル違うんだって」

「──ねぇ、ノエル、ちょっといいかしら？」

　そのミルの顔には冷たすぎる微び笑しようが張り付いていて、俺は心底震ふるえた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ──」

　弁べん解かいの言葉を放とうと必死に頭を回転させるが、今のこの状況の説明をどう言葉にしたらいいのか本気で分からなかった。

「アイジンだ」「愛人だ！」「あいじんだ！」「雷らい神じんだ！」「ノエル兄ちゃん不ふ倫りん？」「その人通かよい妻づま？」「三角関係！　三角関係！」「しゅちにくりんだ！」「はーれむ！」

　いろいろと違うものが聞こえた気がしたが、子供たちが騒さわぎ始める。

　どこでそんな言葉を覚えたんだ？　……ああ、おそらく、ミルがよく見ている昼ドラの泥どろ沼ぬまサンタ劇場に違いない！　とか、そんな無駄なことに頭を回転させたところで、

「みんな、ちょっとお部屋に戻っていなさい」

　と、ミルは有無を言わせず子供たちを部屋の外に連れて行った。

　そして、しばらくして戻ってきたミルの手には、今朝方、くるくる回していたオタマが握られていた。後ろ手で扉を閉めて、冷たい冷たい微笑を俺に向けてくる。身に宿す冷気はもはや殺さつ気きだった。

「ねえ、ノエル？」

　ミルの持っているオタマがギラリと光る。

「は、はい！」

「裸はだかにしたってどういうこと？」

「いいいや、違うんです！」

「お尻しり触さわったってどういうこと？」

「いいいいいいや違うんですって！」

「どうしてさっきからずっと毛布に包くるまっているの？」

　カロンの着ている俺の服を見つめ、毛布に包まっている俺に視線を移したミルは、何かを思い付いたかのようにハッと息を吞のんだ。

「もしかして──その毛布の中、裸なんじゃ」

「い、いや、そういうのじゃないから！　だからオタマ素す振ぶりするのやめてください！」

　悲鳴のような声を上げる俺に、ミルはさらに一歩詰め寄り言ってきた。

「じゃあ、その毛布の中見せてくれる？」

「みみ、見せるけどちょっと……ちょっちょっと心の準備をさせて！」

　ぶっちゃけ今の俺の全身タイツ姿は全裸と大差ないというか、もしかしたら全裸よりも酷ひどいかもしれない。元々ミルに相談するつもりだったが、いざ見せるとなると心の準備が必要だった。

「やっぱり……裸はだかなのね」

　嫌けん悪お感を込めた殺さつ気きがぐさぐさ俺に突き刺さる。

「違うから！」

「じゃあ──」

　毛布の中を見せてと詰め寄ってくるミル。

　この状況を招いたカロンを睨にらみ付けるが、俺とミルの状況を楽しむようにニヤニヤ笑っていた。あんにゃろう。

　それから、とうとうミルは我が慢まんの限界と俺の毛布を引っ張り始め、俺は叫んだ。

「わかった、わかったよ！　こんちくしょおおおお！」

　俺は全力で毛布を脱ぎ去った。







　結論から言うと、俺の疑いはなんとか晴れた。……晴れたが、大切なモノをたくさん失った気がした。

　毛布に包まれていた俺の秘密を晒さらした瞬しゆん間かん、ミルの顔から表情が全すべて消え失せた。それからしばらくの間を置き、顔の目元と口元がひくひくぴくぴくし始め、何かを堪こらえるように緊きん張ちようしたと思えば、「ブフッ」と噴ふき出したのを皮切りに笑いの雨あられが巻き起こった。

　それからレインディア召しよう喚かんで起こったことを事細かく話す間もずっとミルは爆ばく笑しようしていた。

　カロンとミルは今、一階のお風ふ呂ろに行っている。カロンの着ていた俺の服がひどく汚れていたことから、ミルが洗せん濯たくを兼ねてと、促うながしたのだ。

　そして俺はというと、

「グスン……」

　さっきと同じように毛布を被かぶって部屋の隅すみっこでいじいじしていた。なんか……もういろいろ辛つらくてさ……。

　しばらくすると、扉が開く音がして振り返るとミルが戻ってきていた。

「プフッ──」

　目が合った瞬間、ミルの口からそんな笑いが洩もれるが、すぐに笑ったらダメと念じるように顔を緊張させた。

「今、カロンちゃんはお風呂に入っているわ」

「風呂……そういえば、俺はこれからお風呂とかどうしたらいいんだろう？」

「洗濯機に入るとか？」

「噓うそだろ──目回るじゃん！」

「そ、それは冗じよう談だんだけど、ノエル、朝から外に出てるのに髪とかさらさらじゃない。なんか入らなくていい感じじゃないの？」

　小さく首を傾かしげて言ってくるミルに、俺は身体からだに意識を巡らしてみた。

「……そ、そういえば、汗一いつ杯ぱいかいたのに、やけにさっぱりしている気がする……これホントに入らなくていい感じなのか!?」

「それならそれで、便利で良かったじゃない……」

「これは便利と言えるのか!?」

　確定したわけではないが、新たに発見したトナカイスーツの効力らしきものに頭を抱かかえる。

　当分お風ふ呂ろはお預けか……てかいつまでか分からないし……。

　重い溜ため息いきを吐つく俺に、ミルは慰なぐさめるように声を掛けてきた。

「……大変だったわね」

「ああ……」

　うな垂だれるように頷うなずくと、全身タイツのツノが毛布から飛び出てしまう。

　慌あわてて毛布の中に仕し舞まうが、それを見たミルの顔は急激にゆるみ、

「ングッフフ──」

　と息を洩もらした。

「ご、ごめんなさい。か、かわいらしくて」

「いや、絶対おかしかったから笑ったんだろ！」

　顔をしかめる俺に、再び顔を緊きん張ちようさせたミルは尋たずねてきた。

「私は、あまりレインディア召しよう喚かんとか詳くわしくはないんだけど、こういうことって、よくあるの？」

「……いやないよ。俺もびっくりどっきりだよ」

「そう……」

　毛布に包くるまって悄しよう然ぜんと答える俺に、ミルは何か思案するような顔で歩み寄ってくる。

「なんだよ」

「あの……ちょっといい？」

　茶色の長い髪を揺らして目の前までやって来たミルは、小さく丸まっている俺の目線まで屈かがんで、真剣な顔（笑いを必死に堪こらえる顔）で、俺を見つめてきた。

　それから息が掛かるぐらいまで顔を近づけてきたミルに、ほんの少しドギマギしていると、さっと俺の頭を覆おおっていた毛布をはぎ取って、トナカイスーツの頭部にあるふにふにの枝分かれしたツノ二本を全体重を掛けて思いっ切り引っ張ってきた。

「イテテテテテ──首取れる首取れる！」

「ほ、本当に脱げないみたいねっ……！」

「やめてくれよ！」

　手を振り払って逃亡する。それと共に毛布から俺の全身のタイツ姿が露あらわになり、それを見たミルの顔は大きく歪ゆがみ、瞳ひとみが急激に潤うるみ始める。

「グフっ──ごご、ごめんなさいッ！」

　そう言うと、ミルは耐えられないとばかりに笑いを洩もらしながら部屋を飛び出していった。

　……俺の目も潤うるんでいた。

　それからしばらくして戻ってきたミルの手には大きなローブがあった。




　すねながらもローブを着て、深々とフードを被かぶると、ミルの妙に真剣な顔は収まり、いつもの優やさしい顔に戻っていた。

「……困ったわねぇ」

「まったくだよ……」

　頭を抱かかえてベッドの端はしに座る。その俺の隣となりにミルは腰かけて、少し躊躇ためらうように声を掛けてきた。

「あの、ホーリーズ・ナイツだけど……」

「うう……」

　ホーリーズ・ナイツ。

　その単語を耳にした瞬しゆん間かん、押し込めていた不安が一気に溢あふれ出し、さらに強く頭を抱えた。

「出られなくなっちゃったわね……」

「…………」

　出られない……確かにそうだ。

　理由として、俺のへっぽこ全身タイツという格好が大きく一つ。

　さらにもう一つは、ホーリーズ・ナイツに参加するサンタは必ずレインディアを一頭連れていなければならないという規則。それに向けてレインディア召しよう喚かんを行ったのだが、しかし現れたのはレインディアの全身タイツを着た女の子で、しかもその全身タイツに取り憑つかれてしまうという訳わけの分からない有り様だ。まったく……。

　……ホーリーズ・ナイツ以前に絶望的な状況。

　これはもう……諦あきらめるしかないのか……。

「…………」

　──諦める。

　その言葉を胸に抱いだいた瞬間、俺の中で拒絶反応が起きた。

「諦めたくは……ないな」

　大会とかどうとか言っている状況じゃないのかもしれないが、出場を諦めることだけはしたくなかった。なんとか方法があるはずだ……たぶん。

「ノエルなら、そう言うと思った」

　気付くと隣となりに座るミルは嬉うれしそうに笑っていた。

「……あの、ミル、どうしたらいいと思う？」

　知恵を借りるべく尋たずねると、ミルはしばらく、うーんと唸うなってから訊きいてきた。

「サンタの力は今使える？」

「サンタの力？」

「うん、袋を出すことが出来るか試してみてくれない？」

　そういえば、そんなこと試してなかったなと思いながら、左手をかざして袋が出てくるように念じる。

　いつもならそれで数秒で出すことが出来た袋がどんなに念じても出てくる気配を見せなかった。

「マジかよ……出せない……」

　結けつ構こうというか、半はん端ぱなくショックだった。

　俺は今サンタですらない。ただの全身タイツ男だ……。

　その凄せい惨さんな結果に、しかしミルは静かに頷うなずくだけで、確認するように尋ねてきた。

「カロンちゃんの話によると、ノエルが今着ているトナカイスーツだっけ？　それには、伝説のレインディアの力が込められているのよね？」

「……ま、まあ、伝説とかは噓うそだと思うけど、このどうやっても脱げない感じからしてレインディアの力的なのは本当にあると思う。認めたくないけど」

「……わかったわ」

　そう頷いて笑ってくるミル。

　こういう反応の時は大体答えが出た時だと知っている俺は、ミルの口から言葉が紡つむがれるのを期待して待った。




「……ノエルが誰だれかのレインディアとして出場したらいいと思うわ」




「っへ？」

　一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

「えっと、俺はサンタじゃなくて、レインディアとして大会に出場する、と？」

「そう。その姿のまま」

「それ本気で言ってる？」

「本気よ」

「マジで言ってる？」

「マジよ」

「いや、え、そ、そんなこと……出来るのか？」

「袋が出せない時点でホーリーズ・ナイツではサンタとはカウントされないはずだし、レインディアの力が込められたそのトナカイスーツに身を包んでいるノエルは、サンタと一いつ緒しよなら、おそらく立派なレインディアとして出場を認められると思うの」

「お、おお？　本当かよ」

「まあ、実際に上手うまくいくかはわからないけどね」

「ん、んー……」

　確かになんか……それでいけそうな気が……しないでもないが……。

　だけど……。

「俺のこの格好で大会に出ても大だい丈じよう夫ぶかな……」

「大丈夫って？」

「いやほら、今の俺の格好、見るからにもう変てこりんじゃん。しかも茶色だし。それで黒サンタの代表のレインディアとして出て、町のみんなに怒られないかな。……黒サンタに泥どろ塗ぬったって」

「別にいいんじゃないの？」

　クスクス笑ってミルは言ってくる。

「町のみんなあまり大会に入れ込んでないし、泥塗る所もないしね」

「ま、まあ……」

　確かにその通りなんだけど……。

「でもな……」

　性しよう懲こりもなくそう呟つぶやく俺に、ミルは優やさしく言ってくる。

「ホーリーズ・ナイツに出場したいのよね？」

「…………ああ」

「それなら、体てい裁さいなんて気にせず出ちゃいなさいよ。ほら昔とかノエル、川におぼれていたネコを助けるためにパンツ一いつ丁ちようで飛び込んだじゃない」

「いや、なんでそんな懐なつかしい話が……、俺的にはパンツ一丁より、この格好の方が恥ずかしいんだけど……」

「じゃあ、あの時、その格好だったら、ネコ助けなかったの？」

「い、いや、まあ、助けに行くけどさ……」

「つまりそういうことよ。格好なんて関係ないの。大切なのはノエルがどうしたいかよ」

　優しく諭さとしてくるミル。

　それに俺は「んー……」と、しばらく考え込んだ。

　なんか言いくるめられている気がするが、確かに一いち理りあるような気がした。

　俺はどうしたいのだろうか……。

　考えてすぐに浮かび上がるのは……ミルや子供たちや町の人たちのために、ホーリーズ・ナイツに出場したい、というものだった。

　そして、今の変な格好をみんなに見せるのと、諦あきらめて逃げる俺の姿を見せるのとでは、どちらが嫌かと問われれば、断だん然ぜん後者だった。

「……わかった」

　俺は頷うなずき、ミルを見て言った。

「レインディアとして挑戦してみるよ」

「ノエルなら大丈夫よ」

　それにミルは優やさしく頷いてくる。

　俺は大会に出た時のことを考えながら、天井を仰あおぐようにして訊きいた。

「しかしさ、大会に出たとして、俺、どうやって戦えばいいんだ……？」

　それにミルは頰ほおに指を当てて言ってきた。

「普通に拳こぶしで？」

「お、おお……。勝てる気がしないな……」

「そうなった以上、仕方ないわよね」

「そうだよな……」

　がっくりとうな垂だれる俺の背中をミルはポンポンと叩いて、元気づけるように言ってきた。

「ノエル、ずっと身体からだ鍛きたえてたし、喧けん嘩か強いじゃない？　いけるって！」

「はぁ……」

　気持ちを決めたものの忌いまわしき全身タイツのせいで前ぜん途と多た難なんだった。




「で、俺と一いつ緒しよに出場するサンタなんだけど……」

　誰だれにするべきだろうか、と口にする前にミルは不ふ思し議ぎそうな顔で俺を見てきた。

「もう決まっているじゃない」

「決まっているって……」

　その流れで必然的に頭に浮かぶのは、いま吞のん気きにお風ふ呂ろに入っているであろう生なま意い気きな娘カロンだった。

「いや、あいつそもそもサンタじゃないし、袋出せない……だろ？」

　実際に確かめたわけではなく、ここまできたらもう何でも起こりそうな気がして、誰に問いかけるわけでもなく疑問形になってしまう。

「私はなんとなくだけど、出せると思うわ」

「…………」

　俺としては、そのミルに頼たのみたい気持ちがあるのだが、それを察したのかミルは慌あわてて言ってきた。

「私は無理よ。袋あまり上手うまく使えないし、この家のこともあるし」

　先々代から子供を預かるようになったらしいクアリアの家だが、ミルの両親はミルが成人すると家を全すべて任せて隠いん居きよしてしまったのだ。ちなみに成人は十六歳からで、俺は今年が丁ちよう度どその歳としで、ミルが家を任されたのは三年前だった。

　家を任された当初は、ミルは大変そうにしていたが、元々人の面めん倒どうを見るのが得意というか好きな奴で、頭の回転も俺より速いし、なんやかんやで豪ごう腕わんの持ち主なので、すぐに慣れて今ではこの家のヌシとして君くん臨りんしている。

「他にイイ奴…………居ないなぁ……」

　町に住んでいる人を思い浮かべるが、これといった人──サンタが居なかった。居たとしても今のピチピチレインディア状態の俺と一いつ緒しよに出てくれる奴は居ないだろうけども。

「そもそも、ホーリーズ・ナイツに興きよう味みを持っている人が町に居ないものね」

「そうだなぁ」

　黒サンタの町は全体的にホーリーズ・ナイツへの興味、関心、モチベーションが低い。俺が比較的簡単に黒サンタ代表として大会へ出場することが出来るのもそこが大きいのだが、それは黒サンタの町が特とく殊しゆなだけで、サンタ界全体から見ればホーリーズ・ナイツは一番盛大で意味を持つ催もよおしだった。

　というのも、サンタの色の「ブランド」がホーリーズ・ナイツでの成績で決定するだけではなく、さらに優ゆう勝しようしたサンタは多額の賞金と、人間界へ行く権利を得ることが出来るのだ。それを夢見て、ホーリーズ・ナイツを目指すサンタは本当に多かった。多過ぎてホーリーズ・ナイツに出場するサンタを決める大会を開く町があるほどだ。

　しかし、黒サンタの町は、どうせ負けるからと、みんな大会に出たがらず、半なかば押し付けるように出場者を決めたり、ある時は不参加だったりと散さん々ざんだった。

「はぁ……」

　このままだと黒サンタの町はどんどん人が居なくなって、最後には消えて無くなってしまうのではないだろうか。

　それを危き惧ぐしてホーリーズ・ナイツで頑がん張ばろうと思ったわけだが、しかし今の俺の格好は前ぜん途と多た難なんなピチピチタイツ姿なわけで、しかも、もしかしたらあの少女と出場しないといけなくなるかもしれないわけで、吐ついた溜ため息いきにはそんなもろもろの負の感情が込められていた。

　俺の吐はき出した重い空気がどよどよ部屋を漂っていると、それを吹き飛ばすように扉が力強く開いて、銀色の頭から白い湯ゆ気げをほくほく出した少女が入ってきた。

「お風ふ呂ろありがとうございます！　あと服も！」

　頭を下げる少女──カロンの服装は、ミルの黒のキャミソールを一回り小さくしたようなものだった。銀色の髪とその服が、やけに似合っていると感じたが、言うつもりはなかった。

「いえいえ、昔着ていた服なんだけどぴったりで良かったわ」

　立ち上がったミルは、にこにこ笑いながらカロンに歩み寄って、頭を撫なで始める。それに機き嫌げんよさそうに目を細めるカロン。

　しばらくして、ミルはカロンに優やさしく尋たずねていた。
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「カロンちゃんは、サンタの袋出すことが出来る？」

「サンタの袋ですか？」

　首を傾かしげてくるカロン。

「そう、左手を掲かかげて、袋出てこい、って念じてみて？」

「はい、ちょっとやってみます」

　頷うなずいたカロンは、左手を前に掲げて唸うなり始めた。

　俺はたとえカロンが袋を出せたとしても、数分ぐらい掛かるかと思っていたのだが、驚おどろいたことに、待つこと十数秒で空中がキラッと光った。

　そして、気付けばカロンの左手には白い袋が握られていた。

「出せました」

　得意げな顔をするカロン。

「すごい、早いわね！」

　カロンの頭を撫なでるミルは俺に、どうかしら？　と、投げかけるような視線を向けてくる。

　まあこれなら大会でやれないこともないな……と、俺は肩をすくめてそれに応こたえた。

「ねえ、カロンちゃん、ホーリーズ・ナイツに興味はない？」

「ホーリーズ・ナイツ？」

　首を傾げるカロンにミルはざっくりとホーリーズ・ナイツについて説明し始める。それを聞き終わったカロンの顔はきらきらと輝かがやいていた。

「面おも白しろそうですね！　出場したいです！」

　そんな感じで俺と一いつ緒しよに出場するサンタが決まったのだった。







　ホーリーズ・ナイツの開催まではまだ少し日があるのだが、ここに住まう子供たちに俺の姿がバレるのを恐れて明日の朝に出発することにした。まあ、大会に出場すれば必然的にバレてしまうのだけど……。

　それを告げるとミルは少し寂さびしそうな顔をしたが、すぐに笑顔に戻り準備しておくわねと、言ってくれた。

　それからミルはカロンを空あき部屋に連れていき、俺は朝に備えてベッドに横になっていた。もちろん、ミルからもらったローブは脱いでいない。

　天井の木目をぼんやり眺めながら、今の俺の状況を考える。

「……ひどいなぁ」

　たった数時間で俺の状況は天と地がひっくり返ってシェイクされたような有り様だった。

「はぁ……」

　自分のタイツに包まれた腕を天井に突き上げて、大きく溜ため息いきを吐つく。

　ホーリーズ・ナイツに出場するからには俺は優ゆう勝しようを目指していた。

　俺が頑がん張ばる姿を見せて、町の人を、ミルを、そして子供たちに夢や希望を与えたかったのだ。

　しかし、どうだ。今は、レインディアの全身タイツという、へっぺれぺーな格好だぜこの野郎。

　この格好で出場すると決めたはいいものの、やはり自信が無かった。

　これでは、夢や希望を与えるどころか、悪夢と絶望を与えかねない。

　でも……俺が大会の出場を諦あきらめてしまったら、本当に黒サンタの町に何も無くなるのではないかと思えて仕方なかった。

　せめて、ミルや子供たちだけには夢を与えたいんだけど……。

「…………」

　そんなことをぐるぐると考えていると眠気が襲おそってくる。

　身体からだもまぶたも重くなってくる。

　そういえば今日はレインディア召しよう喚かんでずっと外に出てたもんな……。

　そう思いながら、天井に突き上げた手をベッドに落とした俺は眠りに就ついていた。




　　　　◆◆




　そして俺はその夜、夢を見た。

　そこは何もかもが真っ暗な世界で、自分自身が本当に存在しているのか分からなくなってしまうようなところだった。

　特にやることも無いので、横になって眠っていると、どこからかこんな声が聞こえてきた。




　──……目覚めろ……




　頭の中に直接語り掛けられているような低い声。

　しかし起きるのがなんだか面めん倒どうで、無視して眠り続けていると、再び声が頭の中に響ひびいた。




　──……目覚めろ……目覚めろ……目覚めろ……




　それでも眠り続けていると、声はどんどん大きくなり延えん々えんと頭の中で響き続ける。




　──……目覚めろ……めざめろ……めざめろ……めざめろ……メザメロ……メザメロメザメロメザメロメザメロメザメロメザメロメザメロメザメロメザメロメザメロメザメロメザメロメザメロ……




「うるさいわっ！　お前は壊こわれた目覚まし時計か!!」

　飛び起きた俺の意味不明な突っ込みは暗くら闇やみの中に溶けて消えていく。

　声の発信源を探して辺りを見渡す。その全すべてが真っ暗な世界をしばらく眺めた俺はここが夢だと知覚した。

「……夢か」

　夢を夢だと思えるのは珍しいな。

　そう考えながら周りの暗くら闇やみを眺めていると、ふいに眩まぶしい光が現れた。

「────!?」

　その光は大おお鹿じか──レインディアを形作っていた。

「な、なんだ!?」

　無駄に荘そう厳ごんで巨大な光のレインディアに、少し後ずさる。

　すると巨大なレインディアの光は、ふっと小さくなり人間の姿になった。

　やがて光は薄うすれていき、見ると白い長髪の若い男性が立っていた。

『話しやすいように人間の姿を取ってみたが、どうだろうか？』

　顎あごに手を当てて、ニッと笑う男性。白い髪と共に、着ている鎧よろいも白くキラキラと輝かがやいていた。

「えっと……」

　状況が理解出来てない俺に、男性は近づいて言ってくる。

『どうだろうか？』

「いや、うん……」

　感想が欲しそうなその男性に、俺は少し躊躇ためらった後、言った。

「その赤い付け鼻は取った方がいいと思うよ……」

　マスクのように耳掛けのある、赤くて丸い付け鼻。キラキラ輝かがやく鎧よろいと共に、その鼻もキラキラ光っていた。

　男性はかなりの美形だったが、その顔の中心には赤い鼻が掛けられていた。

『これは吾わが輩はいのトレードマークだから残念ながら外はずす訳わけにはいかないな。というか、格好良いだろう？　このテカり具合が最高だろ？』

　男性はどうだとばかりに鼻を見せつけてくる。

「あ、ああ、そ、そうだな……」

　なんかよく分からんが、かわいそうな人だな……。

　俺が曖あい昧まいに頷うなずいていると、男性は胸を張って言ってきた。

『ちなみに、気合いを入れればもっと光るんだぞ！』

　そう意気込んだ男性はカッと目を見開く。すると付け鼻がさらにキラキラと輝いた。

『どうだ』

「す、すごいな……」

　──その付け鼻を堂々と自じ慢まんするところが……。

　心の中でそう呟つぶやいて、俺はその付け鼻の男性に尋たずねた。

「ところで……あんたは誰だれ？」

　それに赤い付け鼻を付けた男性は、よく訊きいてくれたとばかりに胸を張って口を開く。

『吾わが輩はいはルドルフ。トナカイスーツに宿りしレインディアだ』

「……はい？」

　すぐには言葉を吞のみ込むことが出来なかった。

　男性はもう一度言ってくる。

『吾輩はルドルフ。トナカイスーツに宿りしレインディアだ』

「…………」

　考えること数秒。

「え」

　俺はやっと言葉を吞み込むことが出来た。

「トナカイスーツってあの全身タイツの……？」

　あの忌いまわしき全身タイツを思い浮かべる。ふと今気付いたが俺の格好はその全身タイツ姿だった。

　くは、夢の中でも全身タイツかよ……！

　俺は自分の身体からだを見下ろして嘆なげきながら、赤い付け鼻のルドルフに訊きいた。

「これに宿っているレインディアだって？」

『そうだ』

　大きく頷うなずくルドルフ。

「噓うそだろ？」

『本当だ。この鼻に誓ちかって』

「…………」

　その鼻に誓われたら逆に信じられなくなるんだけどな……。

　しかし、ルドルフは自信満々の顔だった。

「んー……」

　確かに全身タイツは脱げないし、レインディアの力は宿っているとは思ったが……。

　俺はルドルフを見つめる。

　最初の登場の仕方には少し驚おどろいたが、変てこな赤い付け鼻のせいなのか、男が無駄に自信満々な態度のせいなのか……ぶっちゃけ変な奴にしか思えなかった。

「えっと、ルドルフ……さんは、レインディアなんだよな？」

『そうだが。なんならば、もう一度レインディアの姿に戻ってやろうか？　それとももっと鼻を光らせてやろうか』

「い、いや、面めん倒どう臭くさそうだからいいわ」

『そうか？　遠えん慮りよすることないぞ』

「それよりも……こういうこと訊きくのは失礼かもしれないんだけどさ……」

『なんでも言ってみろ』

　胸を張るルドルフ。

　俺は頭を搔かいて口を開いた。

「ルドルフさんって強いの？」

　俺の言葉に面食らったような顔をしたルドルフは、自分の赤い付け鼻を指差して俺に近づけてきた。

『吾わが輩はいのことを知らないのか？』

「……はい」

『ほら、赤い鼻がトレードマークのルドルフだぞ』

「……知らないっすね」

『なん、だと……』

　ルドルフは衝しよう撃げきを受けたように後ずさった。

『昔はみんな知っていたのに。これがジェネレーションギャップという奴か……』

　がっくりとうな垂だれるルドルフ。
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　そのルドルフに俺は謝あやまった。

「なんか、ごめんなさいね」

『……いや、気にするな』

　手を振るルドルフは、大きな咳せき払ばらいを一つ。

『吾わが輩はいが強いかどうかだが──』

　ルドルフは腰に手を当て、胸を大きく張り言ってきた。

『ぶっちゃけると、吾輩はめちゃくちゃ強い！　半はん端ぱないぞ』

「ほはぁ」

　限りなく胡う散さん臭くさかった。

『吾輩は無む敵てきだったからな！』

「そうなんですかぁ」

『おい、なんでちょっとかわいそうなものを見る目で吾輩を見るんだ？』

「え、俺そんな目で見てますかぁ？」

『見てるわ！　簞たん笥すの角に小指をぶつけた人を見るぐらいの目で見てるわ』

「そんなことないっすよ。無敵のルドルフさん、ちっす」

『な、なんかわからんが、イラっとするな、それ』

　ルドルフは眉まゆ毛げをぴくぴくさせていた。

　まあ……ルドルフが強いかどうかの真しん偽ぎは置いておいて、というか確かめようがないので、俺は話を切り替えてもう一つ質問してみた。これはどうしても訊きいておきたいことだった。

「……あの、ルドルフさん、もう一つ訊きたいことがあるんだけど」

『……なんだ』

「このトナカイスーツ、どう脱いだらいい？」

　その俺の質問にルドルフは頭を横に振って答えた。

『脱げない』

　脱げない……。

　一いつ拍ぱく置いて、俺は「は!?」と声を出した。

「噓うそだろ……。一生この姿かよ！」

　それはある意味、死刑宣告されるようなものだ。

『違う』

　再度、白い髪を揺らして頭を振るルドルフ。

『お前がトナカイスーツを拒こばむ間は、脱げない、ということだ』

「ん？　まどろっこしい言い方しないでくださいよ……」

　拒む間は脱げない……。

　しばらくの黙もつ考こうを経へて、俺はつまり、と問い掛けた。

「……俺がトナカイスーツを嫌がっている間は脱ぐことは出来ない、ということ？」

『そうだ』

　よかった、一生脱げないというわけじゃないんだな。

　そう安あん堵どしかけるが、いや待てよと考え直した。

「……ということは、脱ぐためには……トナカイスーツを受け入れて、好きにならないといけない、ということだろ……？」

　それはつまり、俺が好き好んで日常的にこのピチピチ全身タイツを着るようにならなければならない、ということになるわけで……。

「いや、ダメだろ!?」

　全身タイツが嫌だと思えば脱げない。脱げる状況になるには、俺が全身タイツを日常的に着るような愛好者にならなければならないという、どっちにしろ全身タイツから逃げられないという全身タイツのジレンマが出来あがっていた。

『吾わが輩はいには分からないな。なぜそこまでトナカイスーツを嫌うんだ？』

「いや、見たら分かるだろ……ピチピチじゃん」

『吾輩は格好良いと思うのだが……』

「じゃあ……あんたの着ているキラキラの鎧よろいと交換しようぜ」

　それにルドルフ、ん？　と首を傾かしげて、言ってきた。

『これはお前と同じトナカイスーツだが？』

「……噓つくなよ、全ぜん然ぜん見た目違うじゃんか！」

『それはお前がトナカイスーツを使いこなしていないからだよ』

　断言してくるルドルフに、俺は心のどこからか希望的なものが湧いてきた。

「もしかして……このタイツ、なんか能力みたいなのあったりするのか？　無む敵てきのルドルフさんが宿ってるし、あるなら教えてくれよ！」

　それにルドルフは腕を組んで、言ってきた。

『それは……わからない』

「なんでだよ！」

『トナカイスーツは着る者の資質によって力が変わるからな』

「……もしかしたら何も力がない場合もあるのか？」

『んー、それはないと思うが、可能性としては否定出来ないな』

「…………」

　森で狂うように飛んだり跳ねたりしたがそれらしいことは何も起きなかったんだけど……。

　考えなければならないことがたくさんあり、ぐるぐるぐるぐる思考していると、ルドルフが上を見た。

『ああ、もうそろそろ、お前の身体からだが起きる』

　言ったルドルフは、少し真剣な顔で俺を見てきた。

『今回、現れたのは挨あい拶さつと、あるお願いをしにきたのだ。すっかり長くなってしまったな』

「お願い？」

　頷うなずくルドルフは言ってきた。

『あの娘をよろしく頼む』

「あの娘って……」

『カロンのことだ』

「カロン……」

　レインディア召しよう喚かんで現れた銀髪の少女。

　トナカイスーツを着て現れた少女は、サンタの常識が無かったが、それでもサンタの袋は出せた。

「そういえば、あいつって何者なんだ？」

　少し思案するルドルフは口を開いた。

『サンタ・クロース様の末まつ裔えいだ』

「……サンタ・クロース、様の末裔？」

『そうだ』

「サンタ・クロースってこの世界を築きずいたっていう伝説のサンタ？」

『そうだ。それは知ってるんだな』

「昔、古い本で読んだことがある……気がする」

『おい、もう一度、その本読み直してこい！　カッコイイレインディアも載ってるから。めっちゃカッコイイレインディア描いてるから！』

　なんか、ルドルフは自分の鼻を指差して前のめりになっている。

「いや、昔、火事があって燃えてなくなっちゃったんだよ」

『ちくしょう！』

「はっ!?」

『ちょっと待ってろ！　描いてやるから！　あっ吾わが輩はい絵心がないんだった』

　勝手に浮き沈みするルドルフ。

「あの、ルドルフさん？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　不ふ審しんな顔をする俺に、ルドルフは溜ため息いきを吐ついて、『気にするな』と、首を振ってきた。

　それからルドルフは咳せき払ばらいをして、言ってきた。

『いろいろあってカロンを、レインディアの世界でかくまっていたんだが……この世界の常識があまりないのと、見た通り頭が軽いから、見守ってやって欲しい」

「保ほ護ご者しや的な感じかと思ったけど何なに気げにひどいな!?　まあ頭が軽いというのは置いておいて……いろいろって？」

『説明するのが面めん倒どう臭くさいな……。まあ……いろいろだよいろいろ』

「うわぁ……、そんな適当でいいのかよ……!?」

　白はく髪はつのルドルフはもう一度上を見ると、ふいにその身体からだが光り始めた。

『とりあえず、お前はトナカイスーツに選ばれたのだ……』

　最初の巨大なレインディアの光に戻っていく。

　光のレインディアの逞たくましい四し肢しと胴からは雄お雄おしさが溢あふれ出て、立派なツノからは狂おしいほどの荘そう厳ごんさが滲にじみ出ていた。




　──あの娘こを見守ってやってくれ。




　その姿に不本意ながら見み惚とれていると、光のレインディアは俺の頭の中にそう語りかけ、暗くら闇やみに溶け込むようにすっと消えてしまった。










　　　三章　出発




「ノエル？」

　ハッと目を開けるとミルの顔がそこにあった。窓の外から陽の光が差し込んで、ミルの茶色の髪はキラキラと輝かがやいていた。

「うなされていたみたいだけど？」

「いや、なんか変な夢を見たんだ……」

「変な夢？」

「んんん、細かくは思い出せないんだけど……、とりあえず、ウザい夢だったのは覚えてるわ」

「それはたぶん、そのタイツにまだ慣れていないからじゃないかしら？」

「……俺もそう思うわ」

　くすくす笑うミルは、いつものお姉さん顔で言ってきた。

「もう、ソリバスが出る時間だから、起きないとダメよ」

「ああもうそんな時間か……」

　全ぜん然ぜん寝た気がしない。

「ご飯出来てるから降りてきてね」

　そう言うとミルは部屋を出て行った。

　それからベッドから降りた俺は、鏡の前に立つ。

「トナカイスーツ……」

　ローブの中の全身タイツ姿にげんなりする。夢の中のことも断だん片ぺん的には覚えているが、あれが本当のことなのか、どうなのか判断が付かない……。

　俺のイタい妄もう想そう……？

　いや、現実……？

　まあどっちにしろ、レインディアの全身タイツが脱げないのは間ま違ちがいなかった。

　フードをさらに一いつ層そう深々と被かぶり、ローブの隙すき間まからタイツが見えないことを確認する。

　ローブとは長い付き合いになりそうだな、と思った。

「…………」

　部屋を出て一階の廊ろう下かを歩き、食卓のある部屋へ向かう。

　昨日の夜が夜だったので子供たちに会うのが怖くて、こっそり部屋の扉を開けて中を窺うかがうが、そこには誰だれも居なかった。

　少しほっとしながら、食卓の定位置に腰かける。

　昨日の異い臭しゆうとは違い、ほのかに美味おいしそうな匂いが漂っており、鼻一いつ杯ぱいに吸い込むと腹の虫が鳴き始めた。

　それと同時に部屋の扉が開き──

「───!?」

　条件反射で食卓に身を隠かくしそうになるが、入ってきたのはミルだった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。みんなは先にご飯食べて今は外で遊んでるから」

「まったく、心しん臓ぞうに悪いな……」

　大きく息を吐はいて席に座り直す俺に、ミルは苦く笑しようしながら言ってきた。

「それで本当に大会に出場出来るの？」

「……ああもう、なんか不安に感じてきたよ」

　頭を抱かかえる俺に、ミルはもう一度苦笑してから、扉の向こうの何かに、おいでおいでと手を振った。

「ちょっとノエル、これ見て欲しいの」

　そう前置きしたミルは扉の外から、一人の少女を連れてくる。

「おはようございます！」

　誰だれかと思えばカロンだった。

　カロンは黒サンタの制服を着ているのだが、昨日の俺の制服とは違い、女性用の制服だった。女性用と男性用の違いは、上着のボタンが左右逆なのと、ズボンではなくスカートになるだけなのだが、それだけで昨日とは全まつたく印象が変わって、なんていうか女性らしさが強調されていた。

「ねえねえ、似合ってるでしょ？」

　少しテンション高く言ってくるミルに、俺は深々とフードを被かぶりなおして「まあいいんじゃない？」と感想を述べた。

　べ、別に照れてたわけじゃないからな……！

　それから食卓についたカロンは俺に言ってきた。

「ノエルさん、これ見てください」

「……ん？」

　カロンは首元から銀色の首くび飾かざりを取り出した。

「どうしたのそれ？」

　尋たずねるとカロンは誇ほこらしそうに言ってきた。

「ミルさんと一いつ緒しよに袋から作ったんです。私の初作品です」

「私の袋にあったエルピス少し分けてあげて、一緒に作ってみたの。カロンちゃん凄すごく覚えが早かったわ」

　ミルがくすくすと笑う。

「へぇ……」

「これ、何か分かりますか？」

　カロンが見せつけてくる首くび飾かざりはよく見ると何かの動物が形作られていた。

「ブタ？」

「違います」

「んー、あれか、その見ていると気持ちが不安定になるような不ぶ気き味みな目と、破は壊かいと再生と絶望をイメージさせる身体からだのライン、そして何よりも身体から飛び出た触しよく手しゆのような腕？　いや脚あしは、彼かの有名なサンタ神話に出てくる邪じや気き王おうヘブラガリアンか？」

「目、腐くさってるんじゃないですか？」

　軽く睨にらんでくるカロンは、咳せき払ばらいをして言ってきた。

「これは、鳥さんです」

「と、鳥!?」

　確かによく見てみると触手のような脚は翼つばさっぽい気がする。

「ノエル」

　ミルにギロリと睨まれて俺は慌あわてて言った。

「い、いや、かわいい鳥だと思うよ。なんだか見てるだけで大空へ羽ばたけそうだ」

　適当に言う俺に、カロンは小さな胸を張った。

「ノエルさんのも作りましょうか？　どうしてもっていうことなら、作ってあげないこともないですよ」

　もう一度、邪気王ヘブラガリアン──ではなく、鳥の首飾りを見た俺は、即座に首を振った。

「いや、俺は遠えん慮りよしとくわ」







　それから食事を済ませて、ミルが準備していてくれた荷物を確認。

　定期的に町を行き来する「ソリバス」の停留所へ向かうため、外へ出た俺を待ち受けていたのは、クアリアの家に住まう子供たちだった。

　しまった！　と思った時にはすでに子供たちの包ほう囲い網もうの中。

『ノエルおにーちゃん、もう行っちゃうの？』

「う、うん」

『ノエルおにーちゃん、なんでローブ着てるの？』

「こ、これはね、精神統一っていう修行の一いつ環かんなんだよ、うん」

『ねーねー！　行く前にレインディア見せてよ！』

「そ、それがな、俺が召しよう喚かんしたレインディアはめちゃくちゃ凶きよう暴ぼうな奴で、ちょっとみんなには危なくて見せられない……かな」

『えぇええ──』

　というようなやり取りをしていると、玄げん関かんからカロンが現れて子供たちの関心が一気にそちらへと流れていく。

「あ、ノエル兄ちゃんの愛人だ」「アイジンだ！」「あいじんだ！」

「いや、愛人とかじゃないからな！」

　慌あわてて否定すると、カロンも大きく頷うなずいて言ってきた。

「そうですよ。愛人なんかではなく、ノエルさんは私のレインディ──」

「ちょっちょ──」

　俺は大慌てでカロンの口を塞ふさぐが時すでに遅し。

　子供たちは顔を傾かしげて訊きいてくる。

「ノエルおにーちゃん、レインディアなの？」

「いや、違うよ！」

「じゃあ何がレインディアなの？」

「あれだ、俺とこのカロンは、サンタとレインディアみたいに仲の良い相棒だっていうことなんだよ」

「じゃあ愛人だ！」「アイジンだ！」「あいじんだ！」

　瞬またたく間にエンドレス愛人コールが開始され困り果てているところに、救きゆう世せい主しゆが現れた。

「みんな、ノエルお兄ちゃんの邪じや魔まをしたらダメでしょ」

　パンパンと手を叩くミルに、子供たちは静かになり、俺の包ほう囲い網もうはようやく解かい除じよされた。

　それから、お見送りしたい、と子供たちがせがむので、ぞろぞろと引き連れソリバスの停留所へ向かえば、町の人たちも俺が出発することに気付き、どんどんどんどん人が集まってくる。

「あ、あれ……」

　町から少し離はなれた停留所に着いた時には、町に住んでいるほとんどの人が集まってきていた。

「あれ……ミル、なんか町のみんな、ホーリーズ・ナイツへの関心高くないか？」

「ノエルが前々からすごく張り切ってたから、みんな期待してるのかもね……」

　どこか嬉うれしそうに笑ってくるミル。

「いやいやいや、ヤバくない？　俺帰ってこれなくなるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。……たぶん」

「たぶんって！」

　動どう揺ようしまくっている俺を町の人たちは取り囲んで、ミルと引き離される。

　それからは、ローブのことや、召しよう喚かんしたレインディアのことや、見慣れない顔のカロンのことなど質問の嵐。頑がん張ばってね、応おう援えんしてる、というような激げき励れいの嵐。ソリバスを待つ時間はその受け答えでほとんど潰つぶれた。

　それから時間になると遠くから屋根のある大きなソリを逞たくましいレインディアが引いてくるのが見え、そのレインディアに子供たちが歓かん声せいを上げた。

　ああ……あんなレインディアがよかったよ……。

「…………」

　ソリバスが停車する。

　ここが引き返すチャンスだが、町の人や、ミル、子供たちの顔を見たら、やっぱやめるわ！　なんて死んでも言えなかった。

　俺は、町の人を搔かき分けてミルと子供たちに最後の挨あい拶さつをした。

「じゃ……行ってくる」

「無理はしないでね」

　心配そうな、寂さびしそうな顔をするミルは、カロンに言った。

「ノエルをよろしくね」

「わかりました」

　そして、俺は子供たちに手を振って、ソリバスに乗り込んだ。

　町の人の歓かん声せいと共にソリバスは出発して、俺とカロンは黒サンタの町を出たのだった。

　俺としては、こっそり出発したかったのだが、そんな感じで派手な見送りになってしまったわけで、レインディアの全身タイツ姿がバレた後のことを考えると急に胃が痛くなってきた。




　　　　◆◆




「……はぁ、俺は二度とこの地を踏めないかもしれない」

　発車したソリバスの窓から、俺は遠ざかっていく黒サンタの町を震ふるえながら見ていた。

「そういえば、ノエルさん」

　そうしていると隣となりの席に座るカロンが声を掛けてきた。

「ノエルさんは、どうしてホーリーズ・ナイツに出たいと思ったんですか？」

「…………うーん、そうだな」

　揺らぎまくっている気持ちを固めるためにも、俺は思い返しながら言った。

「……最初はな、ミルの夢だったんだよ」

「ミルさん？」

　俺は頷うなずいて続けた。

「あいつ、小さい時はずっとホーリーズ・ナイツに出たい！　優ゆう勝しようしたい！　って言ってたんだよ」

「そうなんですか」

「ああ……俺はその頃はあまり大会とか興きよう味みなくてさ、いつも俺にべったり引っ付いて、夢を語ってくるミルをうざったく思ってたんだけど……でも、いつの間にか言わなくなっててさ、訊きいてみたら、家のこともあるし、現実的じゃないし諦あきらめたって寂さびしそうに笑ってた」

　あの時のミルの寂しそうな笑えみは今でも覚えている……。

「それでさ、俺の親、俺が物心付く前に死んだらしくて、ミルの家で育てられたんだけど──」

「…………」

　じっと見てくるカロンに俺は言葉を続けた。

「その頃の俺は周りに対して一歩引いてて、ミルが夢を諦めても、町の人が減っていっても、ふーん、としか思わなかったんだ」

　なんでこの人たちは俺に優やさしくするんだろう。俺に構うのだろうとずっと考えていた昔の自分を思い返し、俺はさらに続けた。

「でもある時変わったんだよな」

　目を閉じると未いまだに鮮せん明めいにその光景が浮かび上がる。

「黒サンタの町で火事が起きてな。それで、俺は逃げそびれて、火に囲まれて……」

　炎と煙けむりの赤黒い世界。何もかもが獰どう猛もうな熱の牙きばを宿して、黒い煙が視界も呼吸も奪い去って行く中、俺は逃げる気力を奪われ死を覚悟した。

「……そんな俺をさ、助けに来た奴が居たんだよ。危険な火の中に飛び込んで……。そいつは、その時一番俺に構ってきてウザいと思ってたミルでさ」

　俺の名を何度も呼んで現れたミルは、俺を見つけると腕を引っ張って走り出す。走り続け、赤黒い世界の出口が見えた時、天井が音を立てて崩くずれてきた。ダメだと思ったが、ミルは俺を抱かかえて思いっ切り飛んで、間かん一いつ髪ぱつ、俺とミルは赤黒い世界から脱出した。

「家からなんとか逃げ出した後、俺よりもミルが先に泣き出して、もう大泣きで大変だったよ。それに町の人もみんな俺のことを心配してきて」

　そう、それを見て俺は………。

「それを見て思ったんだ。ああ家族だったんだって。まあ、その頃からかな。ミルが諦めた夢を俺が叶かなえてやろうって思ったのは。そして、頑がん張ばってる俺の姿見せつけて、黒サンタの町のみんなを元気づけたいなって思ったのは」

　と少し熱くなって語った俺は、隣となりに座るカロンへ振り返ると。

「────」

　興きよう味みを失ったようにソリバスの窓の外を眺めていた。

「え、あの……カロン、さん？」

「はい？」

「あの、話聞いてた？」

「ごめんなさい、ちょっと話が長くて、飽あきちゃいました……」

「ぇえええぇぇぇえ。ここちょっと感動的なところじゃん！　なんか台無しじゃん！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。それほど感動的な話じゃなかったですし」

「ぇええええ！」

「まあまとめると、頑がん張ばろう！　ってことですよね。一いつ緒しよに頑張りましょうノエルさん！」

「いや、まとめ過ぎて、もう何もまとまってないわ!?」

　熱い語りから一転、頭を抱かかえた俺はこれからコイツとホーリーズ・ナイツに出場するんだよな……と考えると何だかさらに頭が重くなった。

　そして、俺の格好はレインディアの全身タイツなわけで、俺の頭はたぶん今どんなものよりも重い自信があった。

　ソリバスの窓からふと、外を眺めると、黒サンタの町は見えなくなっていた。










　　　四章　中央都市




「な、なんとか間に合った……！」

　俺とカロンが、ホーリーズ・ナイツの開催される中央都市に到着したのは、なんたることか大会が開催される前日だった。

　黒サンタの町から中央都市まではソリバスで約一日。

　かなり余裕を持って町を出たはずなのに、こんなにギリギリになってしまったのにはそれはもう悲し過ぎる理由があった。

「寝過ごすなんてほんと最悪です」

「はい……」

　何度目かになるカロンの言葉に俺はがっくりと首しゆ肯こうする。

　カロンに言われた通り、ソリバスの中で寝過ごしてしまったのだ。

　ハッと気付いたら、ソリバスは中央都市を出発してしまっていた。カロンは窓の外を眺めていたので、なんで起こしてくれなかったんだと言えば、降りる場所教えられていませんでしたよ、人のせいにしないでください、あとよだれが気持ち悪いですとの反はん撃げきに撃げき沈ちん。

　ソリバスは途中下車不可なので仕方なく次のサンタの町で下車。

　半日待ってソリバスに乗れば、それは中央都市行きではなく違うサンタの町行きというへまをしてしまい、あれよあれよとギリギリになってしまったのだった。

　ソリバスから降りた俺は、ローブのフードからタイツの頭が出ないように気を付けながら伸びをする。

　続いて降りてきたカロンも俺に倣ならい大きく伸びをした。

「ソリバスに乗るの慣れちゃいましたよ」

「……俺はどんだけ乗っても慣れないわ。狭いし、揺れるし、少し獣けもの臭くさいし」

　身体からだをバギバギ鳴らす俺の横で、カロンは大きな建物が立ち並ぶ中央都市を改めて眺め、目をキラキラとさせていた。

「ここが中央都市なんですね！」

「そうだよ」

「ここは何色のサンタの町なんですか？」

「特に決まった色はないな。サンクラウスで唯ゆい一いつの中立の町なんだ」

「そうなんですかぁ」

　と、周りを見渡すカロン。

「それにしても人多いですね！」

　カロンの言う通り、まだ町の端はしにもかかわらず、たくさんの人が入り乱れていた。私服の人が大半だが、中にはサンタの正せい装そうをした人、レインディアを連れた人も居た。

「普段はそこまで多くないんだけどな……ホーリーズ・ナイツが間ま近ぢかだから人がたくさん集まってるんだな」

　どこか興こう奮ふんしたような雰ふん囲い気きの町をしげしげと眺めるカロンは訊きいてきた。

「これからどうするんですか？」

「そうだなぁ」

　陽も暮れかけているし……長いソリバス旅行で疲れているし……。

　泊まる宿屋を探しに行こうという気持ちが湧き起こってくるが、いやいやと、先に急いでしなければならないことを思い出した。

「ホーリーズ・ナイツの受付しに行かないといけないな」

「受付ですか？」

「ああ、町の真ん中辺りにある大きな闘とう技ぎ場じようでやってるはず」

「闘技場？」

「そこで大会が行われるんだけど……こっちだったっけな」

　荷物を背せ負おった俺は、昔来た時の記憶を頼たよりに人ごみを搔かき分けて進んでいく。

　謎なぞめいたローブ姿の俺に、擦すれ違う人たちの視線が集まるが、俺はそれを振り払うようにスタスタ歩を進めていった。

　そしてしばらく歩いて、見えてきたのは超巨大な円形闘技場だった。

「大きいですねぇ」

「そうだなぁ」

　間近で見る闘技場は息を吞のむぐらい大きくて、そのカロンの発言に素直に頷うなずく。それからしばらく眺めた後、闘技場へ向かった。

　ホーリーズ・ナイツの受け付けは闘技場正門口で行われているはずなのだが、どこが正門口か分からず、半周ほどぐるっと回ったぐらいでようやく見つけることができた。

　正門口に入ると、そこには大きな受付台と白い制服を着た男サンタと女サンタが二人立っていた。

「白いサンタさんも居るんですね」

「大会が開催されている間は、役員はみんな白色の制服を着るらしいよ」

「へぇ」

　なんて会話を交わしながら、受付の役員二人の前にやって来た俺とカロンに女サンタがニコッと微笑ほほえんで尋たずねてきた。

「こんにちは。観戦チケットのお求めですか？」

「い、いえ、出場の申し込みに来ました……」

　怪しげなローブ姿の俺に、ふと怪け訝げんな表情を見せた女サンタだったが、すぐに先ほどの笑顔に戻して言ってきた。

「出場の許可証をお持ちですか？」

「許可証ですか……」

　そういえばそんなのあったなと、慌あわてて荷物の中を探る。ここまで来て忘れてきたのではないかと冷や汗が噴ふき出るが、ちゃんとバッグの中に入っていた。ありがとう、ミル……。

　許可証には黒サンタの町の代表として出場を許可する旨むねの文章と、町長の判はん子こが押してある。それを女サンタに手渡すと、男サンタと共に眺めて数十秒、「許可証承うけたまわりました」とお辞じ儀ぎしてきた。

「では、このエントリーシートに出場されるサンタの名前と、レインディアの名前をお願い致します」

「レ、レインディアの名前……ですか」

　エントリーシートとペンを渡される俺だが、内心かなり焦あせっていた。

　ミルと相談して、レインディアとして出場しようと決めたわけだが、しかし実際それが認められるかどうかは分からないのだ。

　い、いけるよな？

　大だい丈じよう夫ぶだよな？

　びくびくしながらも、まずカロンにエントリーシートとペンを渡しサンタの欄らんに名前を書いてもらう。

「……そういえば、文字書ける？」

「バカにしないでくださいよ！」

　そう憤ふん慨がいしながら、エントリーシートに名前を書き始めるカロン。確かに「カロン・クロース」と文字を書き込めていた。

「はい、どうぞ！」

　カロンからエントリーシートとペンを返された俺は、何度か深呼吸し、覚悟を決めてレインディアの欄に「ノエル・シャープ」と名前を書き込んだ。

「……あの、エントリーシート書き終わりました」

　震ふるえる手でエントリー用紙を受け付けの女サンタに渡す。

　案あんの定じよう、俺とカロンのやり取りを見ていた女サンタは困こん惑わくしたような顔をしていた。

「確認のため、このノエル・シャープというレインディアを連れてきていただけないでしょうか？」

　とうとう来たか……。

　俺は少し震えながら、小さく手を上げた。

「あ、あの……そのノエル・シャープっていうレインディア……俺です」

　一いつ瞬しゆん、女サンタは硬直するが、すぐに苦にが笑わらいをして言ってきた。

「……ご冗じよう談だんを」

「いや、本当なんです」

　そう言う俺に、もう一度女サンタは苦く笑しようしてから「冗談はやめてください」と言ってくるが、「いや、だから本当なんです」と食い下がると、「少々お待ち下さい」と、ほんの少し怖い顔をしてどこかに連絡をし始めた。

　しばらくすると、闘とう技ぎ場じようの奥から体格の良い男の白サンタが何人も現れ始める。

　うお、なんか大おお事ごとになってきた!?

　焦あせる俺に、体格の良い白サンタは低い声で言ってきた。

「ちょっと確認のため奥に来ていただけませんか？」

「……は、はい」

　俺とカロンは白サンタたちに囲まれ、半強制的に事務室のような部屋へ連れていかれた。







　証明証の偽ぎ造ぞう、盗とう難なん。いたずらを疑われた俺とカロン……。

　必死に事情を説明すること三十分。なかなか理解を得られないため、最後の手段とローブの中を晒さらすことにより無事釈しやく放ほうされた。

　そして、ミルの読み通り、俺がサンタの力を使えないことと、レインディアの力の込められた着脱不可なトナカイスーツを着ていることにより、無事レインディアとして出場を認められた……わけだが。

「ぐすん……」

　白サンタたちの強面こわもてが一気にぶっ壊こわれるのを目まの当たりにした俺は、メンタルに多大なダメージを受けていた。これがこれからも続くと考えると非常に気が重くなる。

　やっぱこのタイツってダサいんだよな……。

「ノエルさん」

　とぼとぼ歩く俺の背中をトントンと叩いて呼びかけてくるカロン。

　励はげましてくれるのかと期待して振り返れば笑顔でこう言ってきた。

「みんなを笑顔に出来るなんて最高ですね！」

「…………そうだな……」

　全ぜん然ぜん嬉うれしくなかった。

　さらに肩を落として歩きながら、ふと、事務室の中でのある出来事を思い返す。

　俺の着ている全身タイツに本当にレインディアの力が宿っているのか確かめるため、白サンタの一人がレインディアの力を測定する機器を持ってきた時のことだった。

　測定器を全身タイツに近づけ測定を開始した瞬しゆん間かん、メーターが振り切れて壊れてしまったのだ。全身タイツに笑っていた白サンタたちはさらに大だい爆ばく笑しよう。俺もおいおいと苦にが笑わらい。

「壊こわれていたんだろ」と、白サンタは新しい測定器を持ってきてもう一度測定を開始するのだが、同様の現象が発生し、またも測定器が壊れてしまった。これには大爆笑していた白サンタたちも笑いを抑おさえて顔を見合わせていた。

　すぐに持ってこられる測定器がなく、その場は、壊れていたとしても測定器が反応を示した、ということで、レインディアの力があると認められたのだが、俺はあの現象が気になっていた。

　夢の中でルドルフがなんかいろいろと言っていたが、このダサいピチピチ全身タイツには本当に凄すごい力が秘められているのかもしれない……。

　そんなことをふと思ったりして、期待が胸に湧き上がるが、すぐに期待を振り棄すてるように首を振った。

　期待しちゃだめだ……。

　だって、全身タイツだもの。

　凄さの欠片かけらも感じないもの。

「はぁ……こんなので大丈夫かよ」

　これからのことを考えて、ローブのフードの中で小さく愚ぐ痴ちる。自分に取り憑ついているトナカイスーツや、後ろを歩くカロンを恨うらむが、恨んだ所で何も解決しないので、改めて大きく溜ため息いきを吐ついた。

「ノエルさん、今度はどこへ向かうんですか？」

　そのカロンの声に、半分オートで歩いていた足を止め、町を見渡す。

　陽は完全に暮れているが建物や街灯の明かりは灯ともり、人も忙せわしなく動き続けて、真昼のように活動的だった。

　黒サンタの町とは大違いだな……。

　なんてことを考えながら、カロンに言う。

「今日泊まるところを探そうと思うけど……」

　そう言った瞬しゆん間かん、カロンは少し目を輝かがやかせて町の中の建物を指差した。

「あれとかどうですか」

　指差すのは見た感じから高級さがにじみ出るような宿屋で、即座に首を振った。

「あれはちょっと無理だな……」

「んー、じゃあ、あれはどうですか？」

　と指差すのもまた高級そうな宿屋。

「あれも無理かな……」

「じゃ、あれは？」

　違う宿屋を指差してくるが、俺は首を振る。

「無理だな……」

　それにカロンはムッとした顔で言ってきた。

「なんなんですか、もしかして野宿するつもりですか？」

「いや、中心区のここら辺は全部高いから、もうちょっと歩いた先にしたいんだ」

「歩くのしんどいです！」

「ソリバスの運賃でお金がほとんどなくなったんだよ……」

「それはノエルさんのせいじゃないですか。そのローブ売り払うぐらいの誠意を見せてもいいんじゃないですか？」

「い、いやそれはほんと勘かん弁べんしてください！　どっちにしろ今日までだから許して下さい！」

「今日まで？」

「ホーリーズ・ナイツに出場するサンタは、大会が始まったら専用の施設で寝泊まり出来るんだよ。だから勝っても負けても、町の宿を利用するのは今日だけだから」

「ん～それなら……」

　カロンをなんとかかんとか引っ張って歩くこと数十分。

　ようやく手が出る宿屋がちらほら現れてきて、少しホッとした。

「ここら辺の宿なら好きなの選んでいいよ！」

「全部ボロいじゃないですか」

「さっきのと比べるとだろ。十分立派じゃないか」

　うーと唸うなりながらも、カロンは近くの宿屋を指差して、そこに泊まることに決定した。




　そして俺は重要なことを失念していた。

「お客様、宿泊される際には、レインディアはレインディア小屋へお連れください」

　宿屋に入り受付の従業員に宿泊シートを渡され、書こうとした瞬しゆん間かんだった。受付に備えられているレインディアのデザインがされたランプがピコンと反応し、そのように従業員は言ってきたのだった。

　レインディア小屋とは、宿屋などの宿泊施設に備え付けられているレインディアが寝泊まりする小屋で、サンタは通常はそこにレインディアを入れるのだ。

　しかし、俺は四本足のレインディアではないわけで、遠まわしにレインディアと一いつ緒しよに部屋で泊まることは出来ないのか尋たずねるが、従業員は、規則なので、の一点張り。

　さすがにレインディア小屋じゃ寝られないだろ、ということで、カロンを必死に説得し、宿屋を二店三店四店と巡るものの、レインディアを部屋に入れるのはＮＧの宿屋ばかりで、最終的にはカロンの不満が大だい爆ばく発はつ。

　やむなく、最後の宿屋で従業員に事情を説明。ローブの中の全身タイツを見せるが、苦く笑しようしながら「規則なので」と返されるという惨むごい仕打ちを受けたのだった。

「もうノエルさん、レインディア小屋でいいじゃないですか！　いい加減にしないとぶん殴なぐりますよ」

　とカロンに迫せまられ、精も根こんも尽き果てた俺は、泊まることを承しよう諾だくしてしまったのだった。

「じゃ、明日、朝ですね」

「ああ……」

　宿屋のロビーでカロンと軽く明日の打ち合わせをした俺は、とぼとぼとレインディア小屋へ向かう。

　そういえば、レインディア小屋って今まであまり見たことないんだよな。

　まあ、普通に人でも寝泊まり出来るだろ……。

　そう自分を励はげますが、宿屋の裏に設置されているレインディア小屋を目まの当たりにした俺は盛大に頭を抱かかえた。

「なかなかハードだな……」

　それは突とつ貫かんで組み立てたような簡かん素そな木の建物で、中は紐ひものようなもので小さなスペースをいくつか区切ってあるだけの、本当に動物レインデイア専用の小屋だった。

　スペース一カ所一カ所には部屋の番号が書かれた木の看板が立て掛けられている。

「…………」

　今カロンが伸び伸びとくつろいでいるであろう部屋の番号が書かれた木の看板を見つけると、俺は無言でそのスペースの中に入り、入り口に紐を掛けた。

　何体か居るかと思ったが、周りにはレインディアは居ない。

　嬉うれしくない貸し切りだった……。

「てか、出場者用の施設も……同じじゃないだろうな……」

　今日と同じくレインディア小屋だったら、ちょっと泣いてしまうかもしれない。

　そんなことを思いながら、獣けもの臭くさい空気を吸いつつ簡素な屋根を眺めていると、ほんのりとだけ実感が湧き上がってきた。

　明日……なんだな。

　ホーリーズ・ナイツ……。

　慌あわただしいというか、不測の事態が起こり過ぎて感じる暇ひまがなかった。

　勝てるだろうか……。

　考える俺だが、すぐに溜ため息いきを吐はいた。

　勝てるものなら勝ちたいが…………難むずかしいだろうな……。

　だって、俺全身タイツだし、カロンもペーペーのサンタだし。

「まあそれでも……、頑がん張ばるだけ頑張ろう……」

　目を閉じると身体からだが急激に重くなる。

　こんな固い床ゆかじゃ寝れないんじゃないかと思ったが、ソリバスでの長ちよう距きよ離りの移動や、慣れない人ごみ、数々の全身タイツによる精神的アタックにより、すぐに眠りに落ちていた。




　　　　◆◆




「──ノエルさん」

「んん……」

「ノエルさん」

「ッ──」

　カロンの何度かの呼びかけで目を覚ました俺は、朝の光に目を細めて、カチカチになった全身の痛みに呻うめいた。

「おはようございます、ノエルさん」

「……おはよう」

「寝ね心地ごこちはどうでしたか？」

　満面の笑えみで訊きいてくるカロン。

　言われるまでもなく最悪だったが、癪しやくだったので「最高だったよ」と言って対抗して笑ってみたが、上手うまく笑えなかった。

「開会式があるんですよね？」

「……そうだよ」

　ガチガチになった身体からだを伸ばしながら立ち上がる。

　今何時だろうと、時計を探すがレインディア小屋には置いていない。

「今何時かわかる？」

「確か、七時ぐらいだったと思います」

「七時か……まだ少し余裕があるな」

　昨日聞かされた開会式開始の時間は十時。

　出場するサンタは、三十分前には闘とう技ぎ場じように着いていなければならないので九時半。余裕を持って九時に着けばいいな。

　そう考えていると腹の虫が鳴った。

「あ、ノエルさんの朝ごはん持ってきてあげますね」

　そう言ったカロンは、レインディア小屋を出て行く。珍しく気が利きくなと出入り口を覗のぞけば、カロンは地面に屈かがんで草を抜いていた。

　まさか……。

　そう思うが、しばらくして戻ってきたカロンの手にはやはり抜いた草が握られており、俺に差し出して微笑ほほえんできた。

「はい、どうぞ」

「ああ、ありがとうご主人様────とでも言うと思ったか、こんにゃろうッ！」

　俺は、勢い良く草をはたき落した。

「ちょっと、何するんですか……せっかく持ってきてあげたのに……」

「いや、なに被害者ぶってんの！　俺が被害者だからね！」

「……もう、これからは草持ってきてあげませんからね」

「ええ、結けつ構こうですよ！　全ぜん然ぜん困らないから！」

「ノエルさんがたとえ、三日三晩飲まず食わずで倒れ伏しても、草あげませんからね」

「むしろ、その状態で草持ってきたら最後の力を振り絞ってお前に飛びかかるわ……」

　そんなやり取りをしていると、さらに腹が減り、ぐったりした俺は仕切っている紐ひもを外はずした。

「とりあえず……外に食べに行こうか」

「草取りに行くんですか？」

「もう草から離はなれろよ！」

　その俺の言葉に、文字通りカロンは落ちている草から離れてみせるので、俺は溜ため息いきを吐ついてレインディア小屋の外に出た。

　焼けるような朝あさ陽ひに俺は手をかざした。







「一いつ杯ぱいお店ありますね！」

　適当なお店で食事を済ませた後、闘とう技ぎ場じように行く間に露ろ店てんがずらっと並ぶ通りに差しかかって、カロンは興こう奮ふんしたように言ってきた。

「ホーリーズ・ナイツが開催されるから、いろんな色の町からお店が来てるんだな」

「やっぱり、町によって売ってるものに違いがあるんですか？」

「そうだなぁ」

　俺は目についた一つの露店を指差した。

「例えば、ほらあそこで料理作ってるお店あるだろ」

「はい」

「あれは、紫むらさきサンタの町の名物、レインディア焼きだ」

　覗のぞくとレインディアの形に削けずった鉄板で、パンケーキみたいなものを作っていた。

　目を輝かがやかせるカロンに一個買って渡した。

「あんこが入ってるんだけどな、お尻しりのところ少し齧かじってから、あんこを押し出すのが昔流行はやってたわ……あ、今やんなよ！」

　カロンが再現しようとしていたので、慌あわてて止めた。

　レインディア焼きをしげしげと眺めるカロンは、「これノエルさんそっくりですね」なんていらんことを言いながら、頭に齧りついてすぐに目を輝かせた。

「おいしいです」

「紫むらさきサンタの町は料理が美味うまいことで有名なんだよ。ほら向こうでは料理道具売ってるし」

　しかし、こんな通りで料理道具とか買う奴いるのか？

　なんて考えていると、隣となりのカロンがモノ欲しそうな目で見ていた。

　俺はスルーして向かい側の露ろ店てんを指差す。

「あの店は、黄色サンタの町だな」

「……本売ってますよ」

「黄色サンタの町は、知的な奴が多くて、研究書やらの本をよく売ってるんだよ」

「ノエルさん、あのお店は？」

　黄色サンタの露店から二つ横の木き彫ぼりの小さなレインディアを置いている店を指差してくるカロン。

「あれは、緑サンタかな」

「じゃ、あの女の人の写真売ってるお店は？」

「水色サンタの町だな。サンタラブリーズっていうアイドルグループが居るんだけど、その写真だなあれは」

「よくすぐに町の色がわかりますね。初めてノエルさんのことスゴイと思いましたよ」

「いや、こんなことでスゴイと思われてもな……。ちなみに、知識がなくても、お店の上見たらすぐにどこの町かわかるよ」

　俺の言葉に、カロンは露店の上を見て指差した。

「水色の旗が立ってます」

「水色サンタのお店って印だよ」

「そういうことですか。ノエルさんを褒ほめて損しました」

　と、カロンはそんなムカつくことを言ってから辺りをキョロキョロと見渡して訊きいてきた。

「しかし、黒サンタの町が見当たりませんね？」

「黒サンタの町は特に名物みたいなのはないからな……」

　こういう所に来ると黒サンタの何も無さを実感するよな……。

　がっくりしていると、カロンは俺を引っ張ってきた。

「ノエルさん、ここはどこの町のなんですか？　旗ないですけど」

　カロンに引っ張られた先は、すこし大きめのテントの下に箒ほうきやら、バケツやら、服やら花か瓶びんやらを置いている店だった。

「ここはどこの町でもないというか、普通の雑貨屋だな」

　置いてある物を見つめるカロンは、ふいに「あっ」と声を上げた。

「どうした？」

「ノエルさん、これ、めちゃくちゃ可愛かわいいですよ！」

　カロンは瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせてある商品を指差してくる。

　よっぽどの物があるのかと、期待して見てみれば、それは茶色のトゲトゲ──たわしだった。

「いや、え、可愛かわいい？」

「はい、めちゃくちゃ可愛いです！」

「ごめん、俺にはちょっとわからないんだけど、どこらへんが可愛いの……？」

「ほら、小さくて、丸くて、トゲトゲしてて！」

　カロンの目はたわしにくぎ付けだった。

「ノエルさん、これなんていう名前なんですか？」

「たわし、だけど……」

「たわし……」

　うっとりするように呟つぶやくカロンは、俺にキラキラとした瞳ひとみを向けて言ってきた。

「ノエルさん、これ欲しいです！」

「いや、使わないだろ……そんなもん」

「欲しいです！」

「い、いや」

「欲しいです！」

「…………」

　キラキラ瞳のカロンに抗あらがえず、たわしを一個購入することになった。

　たわしを手にしたカロンは、ニコニコだった。

「それどうするの？」

「ペットにします」

「あ、そうですか。良い名前つけてあげるんだぞ……」

　そこは深く突っ込まなかった。

　それからしばらく歩くと、カロンはある露ろ店てんに興きよう味みをそそられたように歩いていく。

　そこは黄緑の旗が立っているお店だった。

「ノエルさん！　時計売ってますよ！」

「……黄緑サンタは細かい作業とかが得意だったりするしな」

　なんてことを言いながら、露店の中を眺める。

　ずらりと並び、コチコチと時を刻む時計。

「ん……」

　見ると時計の短針は、九の辺りを指し、長針は二を指していた。

　あれ俺何か忘れてないか？

　しばらく時計を見つめていると、

「んん!?」

　電でん撃げきが走ったように思い出した。

　開会式!?

　今、九時十分!?

　九時三十分に闘とう技ぎ場じように着かないといけないから、残り二十分。

　ここから闘技場まで少し離はなれてるし、ちょっとヤバいぞ。

「カロン、開会式！」

「あ、忘れてました」

「走るぞ！　急ぐぞ！」

「はい」

　ホーリーズ・ナイツの開会式間ま近ぢかということで、闘技場の近くを行き交う人の数は半はん端ぱじゃなかった。

　なんとかかんとか、人混みを押し分けかき分け、闘技場に着いたのは三十分ぎりぎりだった。










　　　五章　ホーリーズ・ナイツ




　白いサンタの制服を着た、初老のサンタが闘とう技ぎ場じようの端はしにある壇だんに登って挨あい拶さつしている。

　闘技場をぐるっと囲む客席は超満員で熱気を帯びた騒さわがしさが闘技場中を覆おおっているが、壇に備えられている拡声器は特とく殊しゆなものらしく、初老のサンタの声が客席にかき消されることはなかった。

　そして闘技場の真ん中では、ホーリーズ・ナイツに出場する俺とカロンを含めたサンタ三十六人とレインディア三十六頭が整列し、真剣に初老サンタの話を聞いているかと思いきや……全まつたくそうではなかった。

「クスクス……」

　と周囲から笑い声が聞こえる。

「フフ、あれなんなの？」

「キモくない？」

「ピチピチじゃん」

「……もっこりしてる」

　もっこりってなんだよ、もっこりって……。

　そんな感じで、さっきから笑い声と、ひそひそ声があっちこっちから聞こえてきていた。

　それもそのはず。本来レインディアが居るべき黒サンタ代表のカロンの隣となりには全身タイツの俺が立っているのだから。

　身を隠かくすローブは、選手入場が始まる少し前、役員の白サンタに式に相応ふさわしくないのでと脱がされてしまったのだ。こっちの方が相応しくないだろうに……！

「…………」

　笑いがあちこちから聞こえる。

　チープなレインディアの全身タイツを着た男がこんな場所に立っていたらそりゃ滑こつ稽けいに見えるだろう……。壇だん上じようで挨拶している初老のサンタも心なしか笑いを堪こらえている気がする。ああと思えば、客席にいる人たちもなんだか俺を指差している気がする……ああ……ああ……。

　ある程度は覚悟していたが、まさかここまで精神をえぐってくるとは……。

「…………」

　どこからが思い過ごしで、どこまでが本当なのか分からなくなり、ただ必死に周りの視線と嘲ちよう笑しように耐えていると、隣に立つカロンが尋たずねてきた。

「ノエルさん、あの空を飛んでるのは何ですか？」

　カロンの視線を追うと、そこには金色の鈴すずのようなものが飛んでいた。

「……あれは中継用のカメラだよ」

　小声で答える。

「中継カメラ？」

「ほら、あそこのスクリーンに今話してるおっさんが映ってるだろ？」

　闘とう技ぎ場じようの客席の上部に大きなスクリーンが設置されており、そこに今壇だん上じようで話している初老の白サンタの顔が大きく映っていた。

「あの鈴すずみたいなカメラで撮さつ影えいして、放送してるんだよ」

「そうなんですか」

「ちなみに、あの映像はここだけじゃなくて、サンクラウス全土に放映されているんだぜ…………あ……」

　サンクラウス全土に放映…………自分で言って血の気けが引いた。

「じゃあ、今、ミルさんも見ているんでしょうか？」

「…………たぶん……」

　蒼そう白はくになって頷うなずくと、カロンは近くを飛ぶ鈴カメラに手を振り始めた。

「ち、ちょ、やめろって！　目立つことするな！」

　カロンを抑おさえようと騒さわぐ俺に、一いつ層そう、周りからの嘲ちよう笑しようと視線が突き刺さる。

　ああもうなんなんだよ……。

　呻うめく俺の頭にあるのは、カメラに映ったかどうか。

　黒サンタの町にバレてないだろうか……子供たちにバレただろうか、大だい丈じよう夫ぶだろうか……。

　入場の時にチラッと映ったかもしれないけど……ハッキリクッキリ映ったりしてないからセーフ……たぶんセーフ。いやほんとセーフであってください……！

　祈るように自分に信じ込ませ、空を漂ただようカメラに映らないよう身体からだを小さくした。

　ちょうどその頃、初老の白サンタの長ったらしい話が終わり、壇上を降りていく。

　よし、開会式さっさと終われ……。

　その俺の念力は通じず、次に行われるのは出場するサンタの中からの代表サンタ挨あい拶さつで、赤サンタが壇上に登った。

　有名な赤サンタの代表ということで、自然と目が行く。

　壇上で挨拶を始める赤サンタは、長身で長髪の若い男だった。

『我わが赤サンタは…………正々堂々戦うことを誓ちかいます──』

「あの人……なんかちょっと嫌な感じがします……」

　赤サンタの挨拶を聞くカロンは不快そうな顔をしてくる。

「んーそうかな……？」

　注視してみるが、特に変わったところは感じられなかった。

　というよりも今の俺は身を小さくして開会式さっさと終われ！　という念力を送ることで忙しかった。
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　それから赤サンタの挨あい拶さつが終わり、壇だん上じようから降りていく。

　よし、終われ終われ！

　祈るように念じるが叶かなわず、次に待っていたのは今の俺がもっとも恐れるものだった。




『それでは、出場サンタの紹介に移ります！』




　──ぬああああああああああ！

　サンクラウス全土に俺の全身タイツ姿は、ばっちりくっきり放映されてしまったのだった。







　死の開会式が終わり、白サンタからローブを奪い返した俺は、控ひかえ室しつのベンチに腰掛けてげっそりとしていた。

　控室に戻った当初は他の出場サンタたちにニヤニヤと見られたり、笑い者にされていたりしたが、俺がずっと動かないことに飽あきたのか、しばらくするとほとんどのサンタたちは控室から去って行った。

「あんなに笑いを取れる人はいませんよ。元気出してください！」

　カロンの励はげましているのかバカにしているのか分からないセリフに反応する気力すら湧かず、うな垂だれ続ける……。俺のメンタルは瀕ひん死し状態だった。

「……俺終わったよ。もう燃え尽きたよ。真っ白だよ」

「何言ってるんですかノエルさん。私たちは黒サンタの代表ですよ！　白じゃないですよ！」

　俺をガクガク揺すってくるカロン。

「黒サンタ代表────俺はもう黒サンタの町に戻れないわ……」

　俺は揺れながら、さらに憔しよう悴すいした。

　せめて一試合は勝たないと許してくれそうにないな……。

　でも勝てるのか……。

　絶望的な気分になって俺はカロンに揺すられながら頭を抱かかえた。

　そんな時だった。

「あの、ちょっといいかな？」

　控室に残っていたサンタで、俺とカロンに話しかけてくる奇特な人が一人居た。

　そのサンタの制服は、黄色。眼鏡めがねを掛けた理知的な少女だった。ナイトキャップの下の黄色い髪は、どこか爽さわやかというかボーイッシュ。

　連れているレインディアもどこか頭が良さそうだった。

「……なんですか？」

　バカにされるのではないかと身構える俺に、眼鏡の黄色サンタは困ったような顔をして言ってきた。

「そんなに身構えられると困るなぁ。特に用はないんだ。ただ君と少し会話してみたいと思ったんだよ」

　俺と会話してみたい？

「どうしてですか？」

　身構え続ける俺に、黄色サンタは眼鏡をカチャリと押し上げて真顔で言ってきた。

「だって、君、すごくイカすじゃないか」

「イカす？　俺が!?」

　まさかそんな言葉を掛けられるとは思ってもみなかった。

　今まで笑われることはあっても、こんなふうに真顔で褒ほめられることはなかったので、ちょっと気を許しかけるが、いやいやと首を振った。

「嫌いや味みか？」

　フードの中からキッと睨にらみ付けると、黄色サンタは慌あわてて両手を振って言ってきた。

「嫌味なんかじゃないよ。本心でイカしてると思ったんだ」

「…………噓うそつくなよ──」

　俺はフードを脱いで、タイツがピッタリと覆おおう頭部を黄色サンタに見せつけた。

「──だってほらこんなピッチピチなんだぜ！」

　控ひかえ室しつにまだ残っていたサンタたちがクスクス笑い始める。

　少し涙目になる俺に黄色サンタは眼鏡めがねを掛け直し、先ほどと変わらない真ま面じ目めな顔で言ってきた。

「そのタイツすごく興きよう味みがあるよ。そして、それを着ている君にもね」

　ニッと笑ってくる黄色サンタに俺はちょっとした衝しよう撃げきを受けた。

「……あんた変わり者だな」

「ん、そうかな？」

　首を傾かしげて言ってくる黄色サンタは、俺がフードを被かぶり直すと手を差し出してきた。

「僕ぼくは、ブリレ・ガーファス。でこの子が、プル」

　賢かしこそうなレインディアを指差す黄色サンタだが、俺は、レインディアの名前よりも気になることがあった。

「僕？」

　さっき自分のことをそう呼んだよな。

　あれ男なのか？　とサンタの服を見るが、下に穿はいているのはズボンではなく、スカートだ。

　もしかして……オカマ!?

　オカマなのか!?

「ごめん、僕、って言うの癖くせなんだ。もしかして……男だと思ったりした？」

　ブリレの眼鏡がギラリと反射した気がした。

「え、いや、そそ、そんなことないけど」

　や、やっぱり女の子だよな。

「気にしなくていいよ。よく僕ぼく、ズボンを穿くと男って間ま違ちがわれるんだ。胸ないしね！　出場のエントリーの時も間違われたしね！」

　アハハと笑い飛ばす黄色サンタは手を差し出してくる。

「というわけでよろしく！」

「……俺はノエル・シャープ、よろしく」

　手を握り返すと確かに女の子の手だった。

「で、こいつは……」

　と、隣となりに座るカロンを紹介しようと振り向けば、カロンは元気よく名乗った。

「カロン・クロースです」

「よろしく！」

　と、カロンと黄色サンタのブリレは握手を交わした。




「そういえば対戦表見たかい？」

　少し世間話をしたところで、ブリレが訊きいてきた。

「いや、まだ見てないな」

　開会式が終わった後に、対戦表が記載された紙を配られたのだが、精神的なダメージが強過ぎて見ることが出来ていなかった。

　ポケットに仕し舞まっていたその紙を取り出し広げる。

　そこには「予選」と大きく文字が書かれ、小さなトーナメントが六つ記載されている。トーナメントには左から順にＡ～Ｆと記号が付けられており、一つのトーナメントに五～七人のサンタの名前が書かれていた。

　俺……ではなく、カロンの名前を探すと、Ｅトーナメントの左端に色の名前と共に見つけられた。

　見たところ、俺とカロンがトーナメントのトップに行くには三回戦わなければならない。シードになっているのは大きな町のサンタだった。

「予選と書かれていますが、これに勝つとどうなるんですか？」

　横から訊きいてくるカロンに、ブリレは、知らないのかい!?　というような驚おどろいた顔をする。

　そ、そういえばカロンにまだ詳くわしい説明していなかったな、と慌あわててしようとするが、それよりも先にブリレが眼鏡めがねを掛け直して言ってきた。

「予選を勝ち抜くと、本選が始まるんだよ」

「本選？」

「本選っていうのは、予選を勝ち抜いたサンタ全員で行う血みどろのバトルロイヤルさ」

　カロンを怖がらせようとしているのか少しオーバーに言うブリレ。

　しかしそれにカロンは、目を輝かがやかせて、

「面おも白しろそうですね！」

　と、言うので思いっ切り肩かた透すかしを食らっていた。

「ま、まあ、まずは予選に勝てるかどうかなんだけどね」

　眼鏡を掛け直して言うブリレに、俺はちょっと訊いてみた。

「誰だれが優ゆう勝しようすると思う？」

「……まあ、赤サンタだろうね」

　答えるブリレはつまらなさそうな顔をする。きっぱりと断言する黄色サンタに少しだけ違い和わ感かんを覚えた。

「赤サンタさんってそんなに強いんですか？」

　サンタ界ではある意味常識と化しているそれを訊きいてくるカロンに、またも驚いた顔をするブリレだが、うんと頷うなずいて説明してくる。

「負けなし、だよ」

「負けなし？」

「ここ百年ぐらい負けてないんじゃないかな」

　ブリレが言うように、赤サンタはホーリーズ・ナイツで毎回優ゆう勝しようをしていた。

「まあ赤サンタは人材が豊富だし、お金も権力もあるからね」

　そう語るブリレの声に少しだけ嫌けん悪おが混ざっている気がしたが、ブリレは眼鏡めがねを押し上げ、苦く笑しよう交じりに言ってきた。

「それよりも、君たちの対戦相手を心配した方がいいんじゃないかな？」

　俺とカロンは同時に紙に目を落とし、最初に戦うサンタの色と名前を確認する。

『緑サンタ──イルラ・ルーレル』

　カロンと声をそろえて読み上げると、ブリレは頷うなずいて言ってきた。

「緑サンタの町は大きいし、そのサンタは前の大会で予選の決勝まで行ってる」

「……マジで」

「あと、同じトーナメント上にいる紫むらさきサンタは前の大会で本選に出場しているし、水色サンタもかなり手て強ごわいよ」

「よく知ってるな」

「まあ、前も出場したからね」

　と、怪しく笑ってくるブリレ。

「そうなのか!?」

「うん、本選にも出場したよ」

「凄すごくね！」

「まあ相手が強過ぎてすぐ負けちゃったけどね……」

　思い返すようにブリレはしょんぼりと言ってくる。

　俺はもう一度、対戦表を眺めてから小さく嘆たん息そくした。

「大変そうだな……」

　そう洩もらす俺に、ブリレは肩をとんとんと叩いて言ってきた。

「まあ、勝てないとしても一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばればいいさ。僕ぼくは応おう援えんしてるよ」

　その言い方からして、ブリレも俺とカロンが予選を勝ち抜けるとは思っていないようだった。

　まあ、そりゃそうだろうな……。

　少し落ち込むものの、励はげましてくれるブリレに礼を言う。

「ありがとう」

　それにブリレは、いやいやと手を振ってきた。

　それから、ふと気付けば控ひかえ室しつにはもう俺とカロンとブリレしか残っていなくて、首を傾かしげた。

「そういえば、みんな何処どこへ行ったんだ？」

「開会式の余よ興きようというか、最初の一試合目は赤サンタの試合だから、見に行ったんじゃないかな？　出場選手は無料で試合が見れるんだ」

「赤サンタの試合……」

　無敗の赤サンタの試合にちょっと興きよう味みを引かれる俺に、ブリレはクスクス笑い言ってきた。

「一いつ緒しよに見に行くかい？」

「……ああ」

　俺とカロンとブリレは、控ひかえ室しつを出て観客席へと向かった。
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　観客席は超満員だった。

「うわぁ、人多いな……」

　開会式で見ていたが、実際にその場に行くと熱気が直じかに伝わってくる。もしかしたら、開会式の時よりも人が多いかもしれない。

　座る席はなく、俺たち三人は立ち見で観戦することになった。

　司会者の合図で、赤サンタとレインディアが闘とう技ぎ場じようへ出てくると観客席の熱気が爆ばく発はつした。

　す、すごいな……。

　歓かん声せいにビビっていると、今度は向かい側から灰色のサンタとそのレインディアが現れて、こちらも赤サンタほどではないが歓声が上がった。

　それから赤サンタと灰色サンタが中央で向かい合うと、

『それでは袋を出してください！』

　と、司会者が告げ、両者が手に袋を出現させる。

　そして試合開始の合図と共に、灰色サンタはすぐさま袋からぎらつく剣を取り出し、袋を腰に掛け赤サンタへ構えた。

「危なくないですか？」

　それを見たカロンが心配そうに言ってくる。それにブリレは眼鏡めがねを押し上げて答えた。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ。試合用に配給されるエルピスはかなり特とく殊しゆで、武器を作っても、殺さつ傷しよう能力は付かないんだ。だからあの剣で斬きられても大おお怪け我がしないよ。まあ、斬られたら痛いだろうけどね」

　そうブリレが説明している間に、赤サンタが動く。

　灰色サンタのように袋から何かを取り出す訳わけではなく、自分のレインディアに緩ゆるやかに歩み寄り、そのパートナーの口に袋を傾かたむける。キラキラと袋からエルピスが流れ、それをレインディアはごくごく飲み始めた。

　エルピスを飲むレインディアの身体は赤く輝かがやき始め、赤サンタが袋をレインディアの口から離はなした瞬しゆん間かんだった。

「────!?」

　赤く発光するレインディアは唸うなり始め、赤サンタに飛びかかった。

　レインディアが赤サンタにぶつかる刹せつ那な、赤い強きよう烈れつな閃せん光こうが場を支配する。

　光が収まった時には、赤サンタの身体からだには真っ赤な鎧よろいが身体を覆おおいつくすように装そう着ちやくされていた。

　観客席が大きくざわめく。

「あの鎧、レインディアなのか!?」

　観客と一いつ緒しよになって声を上げる俺に、ブリレは頷うなずいてきた。

「みたいだね」

「あんなレインディアもいるのか……」

　俺の全身タイツと交換して欲しい……本気で……。

「あれは凄すごくレアな能力だね。赤サンタはレインディアの研究も盛んだから……まあ、僕ぼくからしたらノエル君も相当レアなレインディアだけどね」

「いやまあ、俺の場合はレアというより、邪じや道どうという方が……」

　そんな会話を交わしているうちに灰色サンタのレインディアにも変化が起きた。

　レインディアの枝分かれしたツノが巨大化したのだ。

　こちらもなかなかの能力だが、赤サンタのレインディアに比べたら見み劣おとりして、観客もあまり盛り上がらなかった。

　それに憤ふん怒ぬするように巨大化ヅノのレインディアは赤サンタに突進し始め、その後ろに剣を構えた灰色サンタが続く。

「────」

　巨大なツノを振りかざすレインディアが猛スピードで迫せまるが、しかし赤サンタは全まつたく避よけようとはしなかった。

　土つち煙けむりを巻き上げて、巨大ヅノのレインディアはどんどん鎧の赤サンタに迫っていく。

　そして、巨大ヅノのレインディアの突進が、赤サンタに炸さく裂れつした。

　土煙がその場を覆おおい、どうなったのか分からず、周りの観客と共に俺も息を吞のむ。

「なっ──!?」

　しばらくしてようやく土煙が去ると、そこには信じられない光景が広がっていた。

　……赤サンタは片手でレインディアのツノを摑つかみ突進を押さえていたのだ。

　それに観客席が大きくどよめいた。

　その観客の声に応こたえるように、赤サンタはツノごとレインディアを持ち上げていく。

　そして、一呼吸置いた赤サンタはレインディアを宙高く放り投げた。

「…………」

　闘とう技ぎ場じようを越えるぐらいまで宙に舞まい上がったレインディアは、そのまま重力に引っ張られて、落ちていく。そして鈍にぶい音を立てて地面に衝しよう突とつした。

　ぐったりと倒れるレインディアを見た灰色サンタは赤サンタに対して一歩後ずさっていた。

　それでも、灰色サンタはそこから雄おたけびを上げて、赤サンタへ斬きりかかっていく。赤サンタはそれにも動じず、迫せまる刃やいばと灰色サンタを冷ややかに見ていた。

　灰色サンタが赤サンタ目がけて剣を大きく振り抜く。

「────！」

　瞬しゆん間かん、鉄が割れる音が響ひびき、宙をキラキラとしたものが舞まった。

　それは灰色サンタの剣の刃だった。

「────」

　赤サンタが何かを喋しやべり、ハッと見上げる灰色サンタ。

　その灰色サンタに赤サンタはニヤっと笑い、赤い鎧よろいに包まれた拳こぶしを振り上げた。

　強きよう烈れつな鈍にぶい音が場内に響き、灰色サンタは勢い良く吹っ飛んでいく。

　そして、地を転げ壁かべに激げき突とつした灰色サンタはぐったりと地に伏し、彼の腰に掛けてあった袋が消しよう滅めつした。

『勝負あり！　勝者、赤サンタ、アラン・クーフル！』

　その審判の声に、観客が大きくどよめき盛り上がる。

　観客に向けて腕を掲かかげる赤サンタを見て俺は興こう奮ふんを交えて言った。

「あ、赤サンタてかあいつ強過ぎだろぉっ!!」

　いや、尋じん常じようじゃないって。一歩も動いてなかったじゃん！

　隣となりを見るとブリレは顔を歪ゆがめていた。

「どうした？」

「え、いや、確かに赤サンタ、強いなって思って」

　眼鏡めがねを押し上げて笑みを見せてくる黄色サンタは溜ため息いきまじりに言ってきた。

「頑がん張ばらなくちゃね、お互いに」

「そうだな……」

　ブリレの表情に違い和わ感かんを覚えながらも、赤サンタにもう一度目を向ける。

　赤サンタは余裕の笑みを浮かべていた。
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　あんな圧倒的な試合を見せつけられ、レベルの違いに元気を無くした俺だったが、試合の時間が迫せまると、むしろ吹っ切れて元気が湧いてきた。

　レベルとか言う前に、そもそも俺、全身タイツだし！

　もう、トナカイスーツ笑われてもいいじゃないか。

　俺は俺だ。

　とりあえず、やるだけやってやる。

　とうとう俺たちの試合が次に迫せまり、控ひかえ室しつで今やっている試合が終わるのを待つ間、カロンに確認を兼ねて言った。

「カロン、試合中は袋を絶対に死守するんだぞ」

「はい！　勝敗は袋を先に消してしまった方が負けなんですよね」

「そう。俺が前ぜん衛えいでレインディアとサンタ両方と戦うから、試合が始まったら、すぐに俺に武器か身を守れるようなモノを作ってくれ！」

　と、カロンに力強く言うものの、サンタ相手ならそこまで引けを取らない……つもりだが、レインディアを生身で相手にするというのは、果てしなく不安だし、恐怖だった。

　しかしここまで来たらもうやるしかない。

「…………」

　大きな歓かん声せいが聞こえてくる。

　それは試合が終わったことを告げるものであり、俺は今いま更さらながらガクガクと緊きん張ちようし始めた。

「カロン、よろしく頼たのむな……！」

「はい、よろしくお願いします」

　挨あい拶さつを交わすと、白サンタが控室に現れて、俺とカロンを誘ゆう導どうしてきた。

　闘とう技ぎ場じように出る通路の中ほどで、カロンは白サンタに促うながされて袋を取り出す。袋に試合用のエルピスが補ほ充じゆうされ始め、終わると闘技場に出るように誘導された。

　しばらくの細くて暗い道の後、視界が開ける。

　闘技場を出た瞬しゆん間かん、カロンと俺の名前を、司会者がテンション高く読み上げた。

　すると、わっと観客席が沸わく。

　それは十じゆつ中ちゆう八はつ九く、俺の格好に対しての嘲ちよう笑しようだろうな……。

　と、緊張しながらでも、それは痛いほど分かった。

　しかしここまで来たら、もう気にしている暇ひまはない。

　しばらくすると、向かい側の入り口からサンタと、レインディアが現れ、司会者の人がまたもテンション高く名前を読み上げる。

　サンタの制服は緑。短髪の茶色の髪と茶色い瞳ひとみを持つ女性──イルラ・ルーレルと、そのレインディア──モンモ。

　俺はそのモンモを見た瞬しゆん間かん、微かすかな期待が胸に湧き起こってきた。

　緑サンタのレインディア、モンモは小犬かと見み紛まがうぐらいに小さな身体からだだった。

　これは、いけるんじゃね!?

「前の大会で予選の決勝まで行ったって聞いたけど、これなら勝てるかも……」

　不安だらけだったけれど、少しだけ勝しよう機きが見えてきた。

　闘技場の真ん中で、カロンとイルラが挨あい拶さつする。

「よろしくお願いします」

「ふふ、面おも白しろいレインディアね」

　そう嘲ちよう笑しようする緑サンタに同調するようにレインディアのモンモも俺をバカにしたような笑えみを浮かべた……気がした。

　あいつ……小さいくせに……！

『それでは両者、袋を出してください！』

　それから、カロンとイルラが十分な距きよ離りを取ったところで、司会者はそう告げてくる。

　緑サンタ・イルラは、その司会者の言葉を聞いてすぐに手に袋を出現させ、俺の背後に大きく下がるカロンもそれに遅れること十秒余りで、袋を出現させた。

「いいか、袋は絶対に消すなよ！」

「わかってます！」

『ファイト！』

　試合開始の掛け声と共に、イルラは袋に手を入れ、革かわ製せいの長い鞭むちを取り出してくる。そして、余裕のある笑みで袋を腰にぶら下げ、鞭を振るって地面を叩いた。

「よしこっちも何か取り出すんだ！」

「は、はい！」

　袋に手を突っ込むカロン。

「いいか、出したいモノをイメージするんだ」

「……はい」

　それから、数秒もしないうちに、

「えい！」

　と、カロンが袋から手を引っこ抜くと、そこにはあるモノが握られていた。

　それは、見たことのある茶色いトゲトゲ──たわし、だった。

　観客席がドッと沸わいて、俺は頭を抱かかえた。

「お、おおお前、なんでたわしなんだよ!?　俺はホーリーズ・ナイツでたわし出したサンタ初めて見たわ！」

「出したいモノイメージしてたら、どうしても今日買ってもらった、たわしが思い浮かんじゃいまして……テヘ」

「テヘ、じゃねぇよ!?　俺にそれで掃そう除じしろってことなのか!?　せめてモップぐらい出せよ！　いや違うわ俺何言ってんだ!?」

　そう俺が混乱して頭を押さえていると、イルラがふふふと笑って言ってきた。

「面白かったから、最初から本気で倒してあげるわ」

　そして、

「モンモ！」

　とイルラが叫び鞭を打つのと同時にモンモが駆かけ出してくる。俺は慌あわててカロンに言った。

「そのたわしはもう捨てて、何か武器になりそうな奴出してくれ！」

「こんな可愛かわいい物捨てられません！」

「お前何しに来たの!?　ほんと、マジで頼たのむって！　今度また、たわし買ってあげるから！」

「本当ですか!?」

　とかなんとかやっているうちに、小さな身体からだを揺らしてモンモが迫せまってくる。

　モンモぐらいなら素す手ででなんとか出来るかと構えるが、それは大きな間ま違ちがいだった。

「モンモ──解放！」

　そのイルラの言葉を聞いたモンモの目が、突とつ如じよ血走り、地に足を踏ん張って、ぐるるるるると泡あわを吹きながら唸うなり始めた。

　な、なんだ!?　と、足を止める俺。

　ただならぬ様子に後ずさった瞬しゆん間かん、目の前で信じられないことが起こった。

「ぐるるあああああァア！」

　犬のように小さかったモンモの身体が徐じよ々じよに巨大化し始めて、終しまいには俺の三倍は優ゆうに超える大きさになったのだ。

　そこそこ愛くるしかった顔も、今では面おも影かげを失くし、だらだらと唾だ液えきを口から垂たらす凶きよう悪あくなモンスターと化していた。

「いやいやいやいやそんなの卑ひ怯きようでしょ……！」

　モンモはずしずしと太い足で地面を踏み鳴らし近づいてくる。

　その半はん端ぱない迫力に俺はさらに後ずさると、背後からカロンの声が響ひびいてきた。

「ノエルさん！　とりあえず、このたわし使ってください！」

　振り返ると、カロンは先ほど取り出したたわしを投げる構えをしていた。

　それから「えい！」と、カロンはたわしを投げてくるが、それは酷ひどい暴ぼう投とうで、宙を飛ぶたわしは俺の遥はるか上を超えていき、巨大レインディアにぽすっと当ってそのまま地面に落ちた。

「使ってください！」

「よっしゃサンキュー──って、使えるかッ！　取りに行けないし、そもそも使い道ないから！」

　そう叫んでいる間にもモンモは迫ってきており、ハッと振り返れば巨大な前足が振り上げられたところだった。咄とつ嗟さにガードして身を守るが、今のモンモにとって俺は紙くず同然。

「ぐはぁッ！」

　強力な衝しよう撃げきが全身に響き、俺は勢い良く吹っ飛び地面を転げ回った。

　なんとか起き上がる俺だが、全身がずきずき痛む。

　これは二発目もらったらヤバいな……。ほんと、冗談じゃないって……。

　そんなことを考えている間に、巨大レインディア──モンモは俺にレインディアには本来無いはずの牙きばを剝むき出してグルグルと唸うなってくる。

「モンモ！」

　そのイルラの鞭むちと掛け声に、モンモは巨体を揺らして再び迫せまってきた。

　俺は軋きしむ膝ひざを必死に動かして逃走する。

　その俺を追ってずしずしと地じ響ひびきを立てて迫ってくるモンモ。

　逃げ回る俺の視界に茶色いトゲトゲの固まり──先ほどカロンが暴ぼう投とうしたたわしが映り込んだ瞬しゆん間かん、目くらましに投げてやろうと、藁わらをもすがる思いで考えた。

　背後に迫るモンモの殺気をビンビンに感じながら必死に足を動かし、たわしの元にようやく辿たどり着く。走りながら身を低くして、拾い上げようとした時だった。

「────!?」

　不ふ思し議ぎな現象が起きた。

　たわしに触ふれようとした瞬間──すっと消しよう滅めつしたのだ。

「────!?」

　目の前で起きた現象に驚おどろいていると、さらに驚くことが起きた。

　俺を羞しゆう恥ちのどん底に叩き落してくれたレインディア風全身タイツ──トナカイスーツが発光し始めたのだ。

「なんだ!?」

　声を上げた瞬間、変化は起きた。

　トゲトゲ。

　俺の身体からだを覆おおう全身タイツの表面全すべて、細長い針のようになっていたのだ。タイツは手首までだったが今は指先まで全て覆われて、俺の身体は顔以外全てトゲトゲだった。

　そのトゲトゲを触さわってみる。

　柔やわらかかったタイツが噓うそのように、硬かった。

　な、なんだこれ!?

　自分のへんてこりんな姿に足を止め硬直した瞬間、迫ってきたモンモの凶きよう悪あくな威い力りよくの込められた右前足が俺を襲おそった。

　強い衝しよう撃げきと共に身体が吹っ飛び、先ほどと同じく地面を転げ回る。

「────？」

　しかし、痛みは感じなかった。

　起き上がって首を傾かしげていると、「ぐうう──」と、俺を襲ったモンモは悲鳴を上げていた。

　見れば、俺のトゲトゲのタイツを思いっ切り叩いたモンモの太い右前足が傷ついていた。

「モンモ！」

　イルラがモンモに駆かけ寄っていく。

　イルラに撫なでられるモンモは、しばらくして、怒りを秘めた目で俺を睨にらみつけてきた。

「グルルルルッルウ！」

　イルラの手を離はなれたモンモは、よだれをだらだら垂たらしてブチ切れたように地を蹴けり、殺人的な勢いで俺に迫せまってくる。

　先ほどまでだったら、ビビり上がっていただろうが、今はなぜか怖くなかった。というのも、モンモの動きがひどく緩かん慢まんに見え、動きが予測出来たのだ。

　しっかりとモンモの動きを見み極きわめた俺は、迫ってくると同時に身体からだをさっと捌さばき、

「おっりゃッ──！」

　と、その巨大な顎あごに向けて、トゲトゲの右アッパーを思いっ切りぶちかました。

　ただトゲトゲを刺そうとしただけだったのだが、思いもよらぬ誤ご算さんがあった。

　モンモと比べるとどうしようもなく小さな俺の拳こぶし。

　その俺の拳がモンモの顎に当たった瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな衝撃音が発生し、モンモの巨大な顔を大きく反そり返らせた。そして、その勢いは収まらず、モンモの巨体は宙に浮かび上がりひっくり返ったのだ。

　背中からドスンと音を立てて落ちたモンモは完全に気を失っており、しばらくして元の犬のサイズに戻った。

「っな、ま、マジかよ……!?」

　自分でも目の前で起きた光景が信じられず、騒がしかった観客席もシンと静まり返る。

　イルラも口をパクパクさせて、愕がく然ぜんとしていた。

　そんな無音の世界が永遠に続くと思われたが、観客席のどこからか小さな歓かん声せいが上がり、それはどんどん周りに伝わって闘とう技ぎ場じよう中が歓声に包まれた。

「よ、よくもモンモをやってくれたわね……」

　ようやく我われを取り戻したイルラは、すぐに俺に鞭むちを構えてくるが、戸と惑まどいはどうしても隠かくせていないようだった。

　俺も戸惑いだらけだが、全身トゲトゲタイツの状態でイルラに向けて拳を構える。

　その俺の姿を正視するイルラは眉み間けんにしわを寄せていた。

「すっごい、気持ち悪いんだけど！」

「うるせぇ！　俺もわかってるよ！」

　鞭を構えて向かってくるイルラに、俺も迎むかえ撃うつ形で走り出す。

　驚おどろいたことに、俺の走る速さも上がっており、あっという間にイルラの間合いに入り込む。

　その自分の速さに頭が追い付いていなかった俺は少し動きがフリーズしてしまう。俺の速さに一いつ瞬しゆん目を大きくしたイルラだったが、その隙すきを見逃さず、鞭を鋭するどく振るってきた。

　空くうを切って迫る鞭に俺は、腕を掲かかげてガード。

　パァン！

　と強い炸さく裂れつ音おんと共に、腕に衝しよう撃げきが走る。

　それから腕がくいくいと引っ張られたと思ったら、鞭が腕のトゲに刺さり、絡みついて取れなくなっていた。

　一瞬の間を置いて、腕を思いっ切り引く。

　すると鞭むちはイルラの手を離はなれて、俺の手に収まった。

「な、なんなのよ──」

　緑サンタが信じられないといった顔で後ずさるのと当時に俺は一気に駆かけ寄って腰にめがけてパンチを放った。

　拳こぶしのトゲトゲに引っ掛かった緑サンタの袋は、ビリリと破れていく。

　そして、キラキラと光を放って消えたのだった。

『勝負あり！　勝者、黒サンタ、カロン・クロース』

　観客席から大きな歓かん声せいが沸わき起こる。

　後ろに控えていたカロンは、それに対してわーいと手を振っていた。

　しばらく放心状態だった緑サンタのイルラは、気絶しているモンモを抱きかかえると俺に言ってきた。

「……精せい々ぜい頑がん張ばりなさいよ」

　闘とう技ぎ場じようから去っていく緑サンタ。

　観客席は歓声の嵐で、しばらくしてようやく実感した。

「俺、勝ったのか……」

　トゲトゲタイツは淡あわく輝かがやくと元の全身タイツに戻っていく。

　それが俺とカロンの初勝利だった。




　　　　◆◆




　大会初日を終え、出場者用の施設に向かった俺は、昨日と同じくレインディア小屋行きかと激しく不安に思ったが、案内されたのはカロンと同じ部屋だった。

　部屋の中はとても豪ごう華かで、ベッドも二つ用意されていた。

「ノエルさん、ここのタオルとてもふかふかで気持ちいいですよ」

　寝ね間ま着き姿のカロンは、ほくほくした髪をタオルで拭ふきながら浴室から出てくる。

　ただの純じゆん粋すいな感想なのだろうが、今の俺には嫌いや味みにしか聞こえなかった。

「俺もそれを全身で味わいたいよ！」

　俺の身から離れない全身タイツは試合で動き回って転げ回ったが、汚れてはいなかった。

　そして身体からだもべとべとしていない。

　確かに楽でいいんだけど！　なんだか釈しやく然ぜんとしない……。

　俺は大きく溜ため息いきを吐つき、頭を切り替え、久しぶりのベッドを堪たん能のうしながら、今日の試合のことを考えた。

　ぶっちゃけて言うと、勝てるとは思わなかった……。

　勝てたのは、たわしがタイツに吸い込まれ全身がトゲトゲに変化し、身体能力が半はん端ぱなく向上したお陰かげなのだが……一体、あれはなんだったのだろうか。

「なあ、カロン……」

　隣のベッドに横になり、今日買ったたわしを眺め始めた少女に声を掛ける。

　少女はたわしと俺を少し見比べてから言ってきた。

「なんですか？　トゲトゲ怪人」

「いや、何そのあだ名!?　やめてくれない？　結けつ構こう気にしてるんだから！」

「ノエルさんがトゲトゲになった時は、ビックリしました」

「俺もビックリしたよ……、あれはなんだったんだ？」

「トナカイスーツの力じゃないですか？」

「……やっぱりそう、なのかな？」

　ルドルフの夢はただのイタい夢というわけではなかったみたいだな。

　しかし、まだトナカイスーツの力はトゲトゲ怪人──じゃなくて、トゲトゲになっただけで、判はん然ぜんとしていなかった。

「確かめたいんだけど……エルピス使えないしな」

　エルピスの手持ちはない上、試合用のエルピスは試合後返却するので今は全まつたく手元に無く確かめることが出来ない。

「明日の試合で確かめたらいいじゃないですか？」

「う、うん……」

　明日の試合は、一試合目を勝ち上がった水色サンタとだった。

　俺は少し不安に思いながらも、身体からだを休めるために考えるのをやめて眠りに就つこうとする。

　しかし、どうしても考えてしまい、あまり寝られなかった。




　　　　◆◆




　一試合目と同じく、闘とう技ぎ場じように出る道の中ほどでエルピスの補ほ充じゆうを受けるカロン。

　補充の確認を終えて、闘技場に出ると、司会者がカロンと俺の名前を読み上げた。

　昨日と同じく、わっと沸わく観客席。

　しかし……気のせいかもしれないが、嘲あざけりが少し減っているような気がした。

　そうしていると、向かい側から水色のサンタと、そのレインディアが登場してくる。司会者が名前を読み上げると、さらに客席が盛り上がった。

　水色サンタは、バロム・シュガールという名前で、なかなかのマッチョなナイスガイ。

　そのナイスガイな水色サンタが連れているレインディアは、体格的には標準だが毛並みがとても綺き麗れいで、名前はマイプリンセスという調子に乗ったものだった。

「よろしくお願いします」

「よろしく、女の子だからって容よう赦しやはしないよ」

　真ん中で挨あい拶さつするカロンにバロムはパチリとウインク。

　そして、俺に対しては小こ馬ば鹿かにしたような顔をして、こう言ってきた。

「ううん、醜みにくいねぇ。やっぱりタイツはこれぐらい筋肉がないと見み栄ばえしないね」

　逞たくましい上じよう腕わん二に頭とう筋きんを見せてくるマッチョ野郎。

　何だコイツと、ピキピキと、頭の血管が浮き出るのを感じるが、我が慢まん。我慢。

『それでは両者、袋を出してください！』

　カロンとバロムが距きよ離りを取ったところで、司会者が告げてくる。バロムは気取った手さばきで袋を出現させ、俺の後ろに下がったカロンも少し遅れて袋を出現させた。

『ファイト！』

　その掛け声と共に、バロムは素す早ばやく袋の中に手を入れ、さっと何かを取り出してくる。

　それは分ぶ厚あついメリケンサックだった。

「さあ見せてやろう、華か麗れいなる遊ゆう戯ぎを！」

　袋を腰に掛け、両手にはめたメリケンサックをガチンガチンと重ね合わせて音を鳴らすバロム。……どうやら、接近戦が好きな奴みたいだな。相手がインファイトしてくるなら、たとえ、昨日みたいなことが起こらなくても、隙すきを狙えばなんとかなるかもしれない。

「カロン！」

　そんな甘いことを考えながら振り返ればカロンはまだ袋に手を入れた状態で難むずかしい顔をしていた。

「どうした!?」

「ぬぬぬ！　何出そうか迷って！」

「なんでもいいから！　武器的なもの頼たのむ！」

　そんな俺とカロンのやり取りにバロムはニヤリと笑い、隣となりに立つレインディアに指示を出す。

「マイプリンセス！」

　名前を呼ばれたレインディア、マイプリンセスは前に歩み出ると力強く四本の足を踏ん張り、大きく息を吸うように上体を反そらす。それからカロンに向けて何かを口から放とうとするのを視認した俺は、大おお慌あわてでカロンの元へ走った。

「カロン────!?」

　咄とつ嗟さにカロンを抱きかかえて飛ぶ。

　その数秒後、弾はじけるような音が響ひびき、振り返るとカロンがさっきまで立っていたところの地面は大きく穿うがたれていた。

　何が発射されたのか分からなかったが、注意深く見るとすぐに分かった。

「……水？」

　穿うがたれた地面は湿っており、気付けばタイツはさらさらと舞まい降りてくる霧きりのようなもので少し湿っていた。……そんな観察をしているうちにマイプリンセスは再び上体を反そらして溜ためのポーズに入るので、俺はカロンを両腕で抱かかえ上げ、的まとを絞られないよう全速力で走った。

「カロン、もうたわしでも何でもいいから出してくれ！」

「は、はい」

　マイプリンセスが次に口から放ってくるのは先ほどの大きな水すい弾だんではなく、小さな水弾だった。連続して吐はき出されるその小水弾が、高速で俺の足元を打ち付けてくる。

　転びそうになるのを必死に堪こらえて走り続けるが、何度も何度も水の固まりは足元を打ち付けて、ワザと足元を狙っているのだと気付いた時には、バロムは高らかに笑っていた。

「さあ、踊れ踊れ！　足を止めた瞬しゆん間かん終わりだよ！　アハハハ！」

　ガチンガチンと拳こぶしを打ち合わせては、身体からだ中の筋肉を見せつけてくるバロム。

　あの野郎、完全に舐なめてるな!?　……いやまあ、しかし俺の格好と、カロンの未熟さから舐められるのも当然なわけで、実際に今は逃げるので精せい一いつ杯ぱいだった。

「カロン、まだか!?」

　小さな水の連射は際さい限げんが無く足元を穿ち続けて、体力的にも状況的にも追い詰められへとへとになった時、ようやく腕に抱えていたカロンが声を上げた。

「ノエルさん、出せましたよ！」

　元気よく言ってくるカロンの右手には──白いふわふわの布のようなものが握られていた。

「え!?　それ何!?」

「タオルです！」

「いやいやいやいや──！　なんでタオルッ!?　武器でも何でもないじゃん！」

「濡ぬれた地面を見たらつい、昨日のタオルを思い出しちゃって……」

「そんなすぐに思い出すぐらい気持ち良かったのか！　くそ、俺も全身にタオルを感じたい──じゃないわ！　そんなもん使い道ねぇだろ！」

　疲れと絶望から足の回転が遅くなってしまい、ついに足に小水弾が直ちよく撃げき──転んでしまう。

「うっ──」

「醜みにくいダンスは終わりだ！　マイプリンセス、フィニッシュ」

　地面を力強く踏みしめ、大きく上体を反らすマイプリンセス。

　カロンを庇かばうようにこけた俺は体勢が悪く、起き上がった時にはもうマイプリンセスが強きよう烈れつな水弾を放った後だった。

「ック──」

　せめてカロンには被害が無いようにと、覆おおうように庇かばった瞬しゆん間かん、カロンの持っていたタオルがシュッと俺の中に消えていった気がした。

「───ッ!!」

　激しい衝しよう撃げきが背中を襲おそい視界が暗転する。

　どうやら衝撃で一いつ瞬しゆん意識が飛んだらしくハッと目を開けると、周囲は微び小しようの水滴で白く霞かすみ、俺は地面に倒れていた。直ちよく撃げきを喰らったらしいが……しかし、不ふ思し議ぎと痛みはない。

　下から、うーと呻うめく声が聞こえて見ると、カロンは俺の下した敷じきになっていた。

「……大丈夫か？」

「重いです……早く退どいてください」

　悪い、と上から退くと、カロンはびしょびしょに濡ぬれていた。

　しかしよく無事だったなと、自分の身体からだを見て、俺は目を疑った。

「────っ!?」

　身体が巨大化していた。

　いや違う。

　全身が超分ぶ厚あつい茶色のタオル生地に包まれていた。

　たっぷりと水を吸ってタプタプになっているがこれは確かにタオル生地だ。

「これは……トナカイスーツか？」

「そうみたいですね」

「いや……全身にタオルを感じたいとは言ったけども！　これは酷ひど過ぎるだろ……」

　自分の身体をまじまじと眺めていると、靄もやが薄うすれていき視界がクリアになっていく。

「……なんだと!?」

　何よりも先に耳に届いたのは、そんなバロムの声だった。

　それに遅れて観客席のどよめきが闘とう技ぎ場じようを覆おおった。

「マイプリンセスキャノンは直撃したはずだぞ！」

「……全ぜん然ぜん痛くなかったぞ」

　今までのお返しとばかりに笑ってやると、バロムは青い顔をして大きく後ずさった。

「し、しかし……なんだ、お前のそのまるっこい醜みにくい身体は！」

「これか？　俺もそう思うよ！」

　バロムの言う通り、今の俺の姿は丸くてタプタプなタオルの固まり……言い表すならタオルの怪物、いやタオル怪かい獣じゆう？　状態だが、力はなぜか溢あふれてくるので反はん撃げきとばかりにバロムとマイプリンセスの元へ向かって駆かけ出す。

「マイプリンセス！」

　バロムの掛け声と共に、マイプリンセスは水弾を放ってくるが、それは俺の身体を覆うタオルのスーツに吸収されるだけで意味を持たない。

　ただ、タオル化したトナカイスーツは水を吸うたびにどんどん大きく膨ふくらみ重くなり、バロムたちの元に辿たどり着いた時にはその重さと大きさで走ることは出来なくなっていた。

　後ずさるバロムとマイプリンセスに、俺はズチャリズチャリと歩を進めていく。

「マ、マイプリンセス！　キャノンだ！」

　巨大な水すい弾だんを放とうと構えるマイプリンセスに、俺はもうさせるかと転がるように間合いを詰めて力一いつ杯ぱい右フックを放つ。

　動きが鈍にぶいせいで軌き道どうが読まれてしまい、マイプリンセスは後ろに飛んで避よけるが──

「クュンッ──」

　バチン!!　という音と共にマイプリンセスは弾はじかれるように左に吹っ飛んでいった。

　何が起こったか分からなかったが、振り切った右手を見て理解する。

　水を大量に吸った分厚いタオル生地は伸び、鞭むちのようにマイプリンセスを叩いたのだ。

「マイプリンセスぅうう！」

　地面に倒れて気絶する自分のレインディアに駆かけ寄ったバロムは、わなわなと肩を震ふるわせて俺に振り返ってきた。

「オーケー、勝負だ醜みにくいタプタプ野郎！」

　分ぶ厚あつい鉄の拳こぶしを高らかに構えたバロムは、俺に突進するように向かってくる。すぐに俺を間合いに捉とらえたバロムは、横を薙なぐ鋭するどいパンチを放ってきた。

　視認は出来ているが、水を吸った今の俺の身体からだは鈍く避けることは出来ず、直ちよく撃げきを受けてしまう。

　バチンと強きよう烈れつな音が轟とどろくが、しかし俺の身体は痛みどころが衝しよう撃げきすら感じなかった。

　お返しとばかりに、左腕を振ってやる。想像通り水を吸ったタオル生地は伸びて、鞭の如ごとくバロムを叩いた。

「っふ……まだまださ！」

　身体が少し浮き上がるバロムだが、硬く身を固めて防ぼう御ぎよしていたため、芯しんまでダメージが届いておらず、すぐに反はん撃げきしてきた。

　それからしばらく、バロムの拳こぶしの連打と、タオル怪かい獣じゆう（俺）のタオル鞭の仁じん義ぎなき攻防戦が続き、観客席も静かに成り行きを見守り続ける。

　そして、ついに数十度目かになる俺の叩き付けるような右腕から繰り出す鞭を喰らったバロムは、ふらふらと膝ひざをついた。

「ふふふ……君とは違う形で出会いたかったよ……」

　そう言うバロムは赤く腫はれた顔に笑みを浮かべてバタリと倒れたのだった。

　自然とバロムのサンタの袋も消しよう滅めつ。

「……俺的にはこの形がベストだったと思うよ……いろんな意味で」

『勝負あり！　勝者、黒サンタ、カロン・クロース』

　そんな審判の声が響ひびき渡り、観客席にわーいと手を振るカロン。

　闘とう技ぎ場じようの中は歓かん声せいに覆おおい尽くされた。タオル怪獣になった俺の圧勝だった。




　　　　◆◆




　試合後、しばらく興こう奮ふんが冷めないまま控ひかえ室しつに残っていると、黄色サンタのブリレが目を大きくして俺とカロンの元へやって来た。

「二回戦突破するなんて驚おどろいたよ！」

「いや、なんか実感がないな……まさかここまで来られるとは思ってなかったよ」

「僕は試合の開始が近くて二つとも観みに行けなかったんだけど、君たち凄すごい噂うわさになってるよ！」

「……え、どんな？」

　試合が試合なのでビクビクして尋たずねると、ブリレは眼鏡めがねを押し上げて言ってきた。

「レインディアの全身タイツがヤバいって」

「えらく漠ばく然ぜんとした噂だな！」

「私の噂は無いんですか！」

　食いついてくるカロンにブリレはもう一度眼鏡をくいっと押し上げて言ってきた。

「カロンさんはね、確か……袋から出すモノがヤバいって」

　やった、とガッツポーズするカロン。

　ま、まあ確かに、たわし、タオルと、ホーリーズ・ナイツで出すのはある意味、ヤバい、モノだが俺は待て待てと突っ込んだ。

「それどこからの噂なんだよ。語ご彙いなさ過ぎだろ！　俺も人のこと言えないけど！」

「試合観た人がみんな言ってたよ。ヤバいとしか言いようがねぇ！　って」

　いやまあ、確かに、そうかもしれないけど……！

　複雑な想いの俺に、ブリレは悔くやしそうな顔をして言ってきた。

「ああ、ノエル君とカロンさんの試合観たかったなー」

「んー……」

　今までの試合で俺が見せた姿……トゲトゲ怪人……タオル怪かい獣じゆう。

「いや、もしかしたら観られなくて良かったかもしれないよ……」

「なんなのそんなにヤバいの!?」

「ま、まあ……確かにある意味ヤバいかな……でもほとんど相手の油断で勝ったみたいなもんだからなぁ」

「いやいや、それでも凄いよ！　次の試合は絶対に観させてもらうからね！」

　心に決めたとばかりに言ってくるブリレは更新された対戦表をポケットから取り出してきた。

「次の相手は、前の大会で本選出場経験ありの紫むらさきサンタ、エルザ・イーガルだよね」

「紫サンタ……どんな感じの相手なんだろう……？」

「ちょっと変わり者だよ」

「知ってるのか？」

「うん、話したことあるけど、なかなか面おも白しろかった」

「なるほど……」

　頷うなずく俺は、ふと気になって訊きいた。

「そういえば、ブリレの調子はどうなんだ？」

　昨日の結果発表で勝ち進んでいたのは知っていたが。

「うん、今日も勝って本選出場決まったよ」

「おおすごいな！」

　俺がいたく感心するとブリレは、そんなことないよ、と照れるように手を大きく振ってきた。

「あっ」

　振る自分の腕を見たブリレはそんな声を出す。視線の先には、腕時計があった。

「僕、行かないといけないところあるんだ。忘れてたよ」

　慌あわてて外に出て行くブリレは、最後にニコッと笑って言ってきた。

「試合、頑がん張ばってね」

「ああ、ありがとう」

　出て行くブリレに、俺とカロンは手を振って見送った。




　　　　◆◆




　第三試合目は二試合目を終えた数時間後の夕方からだった。

　連戦で少々キツいが、まあ今まで成績が悪かった黒サンタ故ゆえに仕方ない……。

　闘とう技ぎ場じように出ると二試合目よりも大きな歓かん声せいが沸わく。不ふ思し議ぎなことに俺のトナカイスーツ姿への嘲あざけりは、ほとんど感じられなかった。

　そして向かい側から、紫むらさきサンタとレインディアが現れると今まで以上に大きな歓声や声せい援えんが響ひびき渡った。金色の髪が豪ごう華かな紫サンタは気品に溢あふれている。その横のレインディアも毛がくるくるとカールしており歩き方からしても上品だった。

　司会者が両者の名前を告げる。

　中央までやってきた紫サンタ──エルザ・イーガルは、不意に、真顔でピシッと両腕を右に伸ばし、それに合わせて巻き毛のレインディア──ルイルイは身体からだを左に傾かたむけてきた。

　そのエルザとルイルイの謎なぞのポーズに歓声がさらに沸き上がる。

「えっと……」

　意図というか意味が分からず頭を搔かいていると、エルザはポーズを解とき俺たちに近づいてきて、カロンに手を差し出した。

「よろしくお願いしますわ」

「よろしくお願いします！」

　カロンと握手し挨あい拶さつを交わしながら、エルザは髪と同じ金色の瞳ひとみを俺に向けてきた。

「良いレインディアを持ってますわね」

「エルザさんのレインディアもかわいいです」

　そのカロンの言葉に少し笑えみを浮かべたエルザはレインディアの元に戻り真顔でまたもう一度、両腕を右に伸ばして謎なぞのポーズを取った。

「…………」

　う、うん。

　変わり者だとは聞いていたが……確かにそうだな……。

　カロンが俺の後ろに陣じん取どると、司会者が告げてきた。

『それでは両者、袋を出してください！』

　エルザとレインディアは謎のポーズを解といて、鮮あざやかな手つきで袋を出現させ、カロンも遅れること数秒余りで袋を出現させた。

『ファイト！』

　その始まりの合図と共に、巻き毛のレインディア・ルイルイが低く身を構えてくる。

　どんな能力を持っているのかと身構えた瞬しゆん間かん、

「────!?」

　あまりの速さに消えたように思えた。

　息を飲む間にルイルイは目の前へ迫せまり、

「ぐはッ──！」

　俺は避よける間もなく、ルイルイの頭ず突つきを受ける。

　盛大に後ろに転んだ俺は、痛みを我が慢まんし、急いで立ち上がるがルイルイを見失ってしまう。

　周りを見渡しようやく巻き毛のレインディアを視認した時には、すでに俺の右みぎ懐ふところに飛び込んできており、再度の頭突きが炸さく裂れつ。鈍い衝しよう撃げきと共に俺は左に吹っ飛んだ。

「ノエルさん、大だい丈じよう夫ぶですか」

「大丈夫……袋気を付けろ」

　駆かけ寄ってこようとするカロンを手で制す。

　今度は巻き毛のレインディアをしっかりと視界に入れた俺は、じわじわ襲おそってくる鈍にぶい痛みに耐えながら、身を固くして立ち上がった。

「ルイルイ！」

　名前を呼ばれたレインディアは、攻こう撃げき態たい勢せいを解き優ゆう雅がに歩いてエルザの元へ戻っていく。

「どうですか？　ルイルイのスピードは」

　エルザは丁ちよう度ど、袋から長い棒ぼうを取り出したところだった。

　そして取り出した棒ぼうを斜め左下に構えるエルザに、ルイルイはツノを左上に掲かかげて、Ｘの文字を作ってくる。そのサンタとレインディアの変てこなポーズに観客が沸わいた。

「ノエルさん、私たちもあれやりましょう」

「いや……俺は遠えん慮りよするわ」

　全身タイツの俺がポーズ取ったら、観客からブーイングが来そうだ。

「そんなことより、早くなんか袋から出してくれ。できるだけ武器的なモノを！」

「それが、なかなか上手うまくいかなくて……」

　袋に手を入れたカロンは、うんうん唸うなっていた。

　そんなことをしているうちに、エルザは棒を構えたまま走ってくる。

「なんでもいいから！　頼たのむ！」

　カロンが袋からモノを出す時間を稼かせぐためエルザの前に立ちはだかって構えるのだが──

「ルイルイ！」

　エルザがそう声を発した瞬しゆん間かん、巻き毛のレインディアがエルザの頭上をロケットのように飛び越え、突進してきた。

　咄とつ嗟さにガードをするが、スピードを乗せた威い力りよくに激しく弾はじかれる。

　そして、間かん髪はついれず、エルザの横よこ薙なぎの棒が俺の胸を直ちよく撃げきし、後ろにぶっ飛んだ。

「ゴホッゴホッ──」

　エルザは予想以上のバカ力で、痛みと共に息が止まる。

　これはちょっとシャレにならない……。カロン早くしてくれ……。

　めげそうになるが、エルザとルイルイの行く手を少しでも阻はばもうと必死に立ち上がる。

　そんな俺の背中に待ちに待ったカロンの声が掛かった。

「ノエルさん！　出せました！」

　何を出したんだと期待して振り返ると、カロンの右手には鉄製の平たい円形のモノが握られていた。一いつ瞬しゆん、盾たて的なものかと思ったが、よく見たら違った。非常に見慣れたものだった。

「…………鍋なべのふた？」

「はい！」

「えぇッ!?　はッ!?　なんで！　どこからそんなイメージが!?」

「武器のイメージは出来なかったんですが、紫むらさきサンタの服を見て料理道具思い出したんです！」

「いやだからって、鍋のふたはないだろう!?　もっとほら、料理なら包ほう丁ちよう的なモノがあっただろうが！　牛ぎゆう刀とうとか、刺さし身み包丁とか、果くだ物ものナイフとか！」

「危ないじゃないですか！」

「お前、武器作っても大おお怪け我がしないって説明聞いてた!?」

「聞いてましたよ！　でもやっぱり危ないじゃないですか！」

「いや、だからぁ！」

　もうなんて言ったらいいのか分からず頭を抱かかえる。もしかして、一試合目にたわし、二試合目にタオルを出したのはそれが理由なのか!?　いや、しかしだからって、鍋なべのふたはないだろ、鍋のふたは……。

　激しく打ちひしがれる俺だが、カロンの元へ走り出そうとするエルザとルイルイを視界に捉とらえて、慌あわててカロンの元へ走った。

「もういいや！　とにかく、カロン、それ俺に投げろ！」

　とりあえず、なんとかなるんだろう！　たぶん！

「はい！」

　と、鍋のふたを投げてくるカロン。

　背後にルイルイの息いき遣づかいを感じた俺は、腕を必死に伸ばして力一いつ杯ぱい飛び付いた。

　──ギリギリ。

　ルイルイが咥くわえるよりも先に俺は鍋のふたに触ふれることが出来た。

　手に摑つかんだふたがすっとトナカイスーツに吸収されていく。

　ゴロゴロと地面を転がりながら俺は発光した。

「…………」

　起き上がった俺は自分の身体からだを確認した。

　……茶色の円えん盤ぱんになっていた。

「んだこれはあああ……」

　トナカイスーツの上半身のみ巨大な円形になり、足は普通のタイツ状態。手は辛かろうじて動かせるが上半身の円に肘ひじまで埋うまっているせいであまり動かせず、腕で顔を覆おおうだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「…………」

　先ほどまで賑にぎわっていた観客席が静まり返る。俺は自分の身体を見下ろして呟つぶやいた。

「これは……酷ひどいとかいうレベルじゃないな……マジで」

　一回戦二回戦と、トナカイスーツの変形を見てきた俺だが、今回は特にチープというかチャランポランだった。足は普通のタイツ状態なので動かす分には支し障しようはないが、全体的に身動きが取り辛づらい。特に腕回り。

　しかしこんな格好でも力は湧いてくるので、俺は円盤状の身体をエルザに向けて走り出した。

「ルイルイ！」

　俺の姿に動じることなく、紫サンタは巻き毛のレインディアを呼び戻して棒ぼうを構えてくる。

　そして、脚きやく力りよくは上がっているのだが、風の抵抗を受けまくってなかなかスピードが出ない俺に、エルザとルイルイは向かってきた。

　今までと同じようにルイルイが地を蹴けって猛スピードで突進してくる。

　先ほどまではルイルイの超スピードに目が追い付かなかったのだが、今はちゃんと動きが見えた。が、形状的に回かい避ひ不可能。

　俺は咄とつ嗟さに両腕で顔を覆おおい、身を固くして防ぼう御ぎよする。

　グァンッ！　という鉄の音が鳴り響ひびき、円形の上半身を襲おそう衝しよう撃げきで後ろにずり下がる。

　腕を少し開き隙すき間まから見ると、ルイルイは少し頭をふらつかせていた。反はん撃げきしようと前に踏み出すのだが、エルザの横よこ薙なぎの棒ぼうが襲おそいかかってきてぐっと身を固める。

　上半身に強きよう烈れつな衝撃。ルイルイの突進の時と同じ、グァンッ！　という鉄の音と共に後ろにずり下がるが痛みは特には無かった。

「ック──」

　そんな声が聞こえ腕の隙間から覗のぞけば、エルザは自分の手を見つめて痛そうに顔をしかめていた。それを見て反撃に打って出ようとするが、フォローするようにルイルイが横から頭ず突つきを放ってきて、すぐにエルザも棒を握り直して攻こう撃げきしてくる。

　そのコンビネーションは単純ながらも隙すきがなく、俺は守ることしか出来なかった。そして、攻撃は次し第だいに円形の上半身ではなく、普通のタイツ状態の下半身にシフトしていく。

　上半身とは違い、下半身には微び小しようながら痛みがあり、俺は足を攻撃されないように必死に身をかがめたりして防ぐが、より一いつ層そう反撃出来なくなり、もう叩かれ放題の防戦一方だった。

「さすがに固いですわね」

　一度距きよ離りを置いた紫むらさきサンタは、棒を構え直すと不ふ敵てきに笑って走ってくる。

　何か仕掛けてくるのかと身構える俺だが、エルザは攻撃することなく横を通り過ぎて行く。

「──!?」

　それから数秒置いて俺はハッと気付いた。

「カロン！」

　振り返った俺は叫び、紫サンタを追いかける。

　あわわ！　と逃げるカロンの元へ行こうとするが、ルイルイが俺の前に回り込んでくる。

「グゥルルル！」

　と、唸うなりながら超スピードで突進してくるルイルイ。

　俺は走りながら両腕で顔を覆おおって迫せまりくるルイルイと激しくぶつかった。

「──っ」

　あまりの衝撃に俺は後ろに弾はじかれ、たたらを踏む。ルイルイもかなりふらふらしており、体勢を戻した俺は、その隙にカロンが逃げている方向へ先回りする。

「カロン、こっちだ！」

「ノエルさん！」

　逃げ回っているカロンとなんとか合流した俺は、庇かばうようにエルザに構える。

　エルザの容よう赦しやない棒がカロンを狙ねらって襲おそいかかってきて、俺は身を呈ていしてガードした。それから棒の連れん撃げきが続き、途中からルイルイの頭突きも加わる。

「っく──」

　庇かばいながらの防ぼう御ぎよは不完全で特に足を狙われ、じわじわとダメージが蓄ちく積せきしてく。そして強きよう烈れつな突きを膝ひざにもらった俺は、ダメージに耐え切れず膝をついてしまった。

　それと同時にトナカイスーツの形状が、いつものピチピチの全身タイツに戻ってしまう。

「ノエルさん！」

「良いレインディアでも、扱うサンタが弱いとダメですわ！」

　勝ち誇ほこったように言ってくるエルザは疲れた表情をしながらも、ルイルイとＸの文字のポーズを取ってきた。

「ノエルさん……私、何も出来なくて、ごめんなさい」

「何言ってんだよ」

　少し辛つらそうに言ってくるカロンの肩を摑つかんで俺は首を振って言った。

「俺はな、一いつ緒しよに大会に出てくれただけで十分なんだよ」

「ノエルさん……」

「言っとくけど、まだ諦あきらめたわけじゃないからな。頑がん張ばろうぜ」

　ニッと笑いかける俺。

　その俺の顔を間ま近ぢかで見つめるカロンは目を潤うるませながら、ぼそっと言ってきた。

「ノエルさん……顔が近くて気持ち悪いです」

「えぇ──!?」

　思ってもみなかった言葉に衝しよう撃げきを受け硬直する。

　そんな俺に、カロンは少し微笑ほほえみかけてから言ってきた。

「でもちょっと嬉うれしかったですよ、ノエルさん。一緒に頑張りましょう！」

「な、なんか腑ふに落ちないんだけど……なにこの心のもやもや……」

　カロンに手を引っ張られ、釈しやく然ぜんとしないながらも立ち上がる。

　そういえば、ソリバスの中でも似たようなことがあったな……。

　と、思い返していると、紫むらさきサンタはポーズを解といて少し驚おどろいたよう顔をして言ってきた。

「まだ立ち向かってくるのですか」

「まあ……ここまで来たら、とことんやってやるよ」

　なんとか頭を切り替えた俺は、そうエルザに言ってやる。

　それに、しばらく目をパチクりさせた紫サンタは、口元に笑みを浮かべて棒ぼうを構えてきた。

「面おも白しろいですわ。受けて立ちます」

　それに拳こぶしを構える俺は、カロンに言った。

「今度はもうちょっと良い感じの頼たのむな！」

「……はい！」

　力強く頷うなずいたカロンは袋に手を入れる。

　カロンが袋からモノを取り出すまで、エルザは攻こう撃げきを仕掛けてこなかった。

「出来ました！」

　それからしばらくして、カロンは元気よく袋から右手を引き抜く。

　その引き抜かれた手には──銀色のおたま、が握られていた。

　観客席含めて、この場に居る人全員がズッコケた気がした。

「う、うん……。確かにそれを武器として使ってる人はいたけどな……」

「今回はちょっと自信作です！」

「そうですか……もう、どうなっても知らないからな！」

　嘆たん息そくしつつも気持ちを切り替えて、カロンが差し出してくる銀色のおたまに手を伸ばす。おたまに触ふれた瞬しゆん間かん、すっとトナカイスーツに取り込まれ、タイツが輝かがやき始めた。

　光が収まり、今度はどんな奇き妙みよう奇き天て烈れつな格好になっているのかと自分の身体からだを見下ろす。

「おお……!?」

　タイツの色が銀色に変わり、おたまの丸い受け皿みたいなものがプロテクターのように、膝ひざ、肩、ひじ、拳こぶしに装そう着ちやくされているという、意外にまともな姿だった。

　いや──やっぱり、ダサいことには違いない。

　頭に触れるとつるつる。頭を覆おおうタイツの上には、ツノの代わりにつるつるのおたまの受け皿がヘルメットのように装着されていた。

「こ、これでいけるのか……まあいくしかないよな」

　そう忌いま々いましく言いながらも、エルザとルイルイに対たい峙じする。

　不ふ思し議ぎと先ほどよりも力が湧いてくる気がした。

「全力であなたを倒しますわ！」

「俺も全力だ！」

　楽しそうに笑いながら、エルザは俺に向かってくる。

　棒ぼうの鋭するどい突きが迫せまるが、先ほどよりも身体は軽く、避よけることに成功した。間を開けず、巻き毛のレインディアが身を低くし地を這はうような超スピードで突進してくるが、その動きをしっかりと捉とらえた俺は、ギリギリのところでひらりとかわした。

　通り過ぎて行くルイルイはしばらくして急ブレーキを掛けて止まる。

　振り返るルイルイはクリクリの目を大きく開いて驚おどろいた顔をしていた。

「ルイルイを避けたのはあなたが初めてですわ」

　興こう奮ふんしたように言いながらエルザは棒を大きく振りかざして飛び込んでくる。

　振り下ろされる棒を俺は拳のおたまを固くクロスして受け止めた。

　甲かん高だかい衝しよう撃げき音が轟とどろき、棒の威い力りよくに押されて腕がぐぐっと縮ちぢこまる。

　そのまま膝を落とした俺はタイミングを見み計はからって、棒を受け止めている拳を振り上げた。

「──ッ!?」

　大きく後ろに弾はじかれたエルザの手から棒ぼうが離はなれ飛んでいく。

　すぐさまフォローするようにルイルイが突進してくるが、飛んで避よける。切り返したルイルイは次は逃がさないとばかりに地を力強く蹴けり超加速してきた。

　避けようかと思ったが、俺は湧き上がる自信と、ちょっとした好奇心からツルツルのおたまヘッドで突っ込んでくるルイルイに頭ず突つきし返してみることにした。

　グァアンッ！

　という音が頭に盛大に響ひびく。

　後ろに大きくのけ反ぞった俺は、くらくらする頭を押さえた。

「ちょっと調子乗り過ぎたかな……」

　前を見ると、ルイルイはブルブルと脚あしを震ふるわせていた。それからしばらく懸けん命めいに立っていたが、しばらくして気絶するように倒れ伏した。

「ルイルイ！」

　倒れたルイルイに駆かけ寄るエルザは、驚おどろいたように俺を見てくる。

「ルイルイが頭突きで負けるなんて、なんて石頭ですの」

「石頭というか、今は鉄頭だな……」

　そう俺がツルツルの頭を撫なでて言うと、エルザは小さく笑ってから言ってきた。

「……私の負けですわ」

　立ち上がったエルザは腰に掛けてあった袋を消した。

『勝負あり！　勝者、黒サンタ、カロン・クロース』

　審判の声が響き渡り、闘とう技ぎ場じようの中が歓かん声せいに覆おおい尽くされた。

　勝ったのか……。

　歓声を聞いてじわじわと実感が湧いてくる。

「楽しかったですわ。本選期待していますわね」

　ルイルイを抱かかえ上げたエルザは不ふ敵てきに笑って闘技場を去って行った。




　史上初の黒サンタの本選出場と、そのトナカイスーツの個性から俺とカロンはちょっとした注目を浴びることとなった。




　　　　◆◆




　出場者用の施設の部屋に戻った俺は、ふかふかのベッドに横になって今日の試合を思い返していた。

「本選出場か……」

　予選に勝ち残ったという実感はあるけれど、俺とカロンが黒サンタ初の本選出場する、ということの感覚はまだあまり摑つかめていなかった。今までなんとかかんとか試合に勝ってきたが、気持ち的にはまだ最初の、勝てるのか……？　と言っていた頃の自分のまま。

　……まあ、ほとんど勢いでここまで来たようなもんだしな……。

　そんなことを考えていると、ふと、少し気になることを思い出して隣となりのベッドで横になっているカロンに声を掛けた。

「なあカロン？」

「はい？」

「三試合目でさ、おたま吸収した時のトナカイスーツ今までとちょっと違ってなかった？」

「……違う？」

「いや、なんというか見た目がまあまあまともだったし、動きやすかったし？」

「今まで通り、普通のノエルさんでしたよ？」

「いや、普通ってなんだよ。変な格好が俺の普通になるとかマジ困るから」

　カロンは頼たよりになりそうにもないので、天井に向き直って一人で考える。

「……んー」

　やっぱり、気のせいなのか、それとも俺の感覚がマヒっただけなのか？

　そういえば、夢の中のルドルフは、トナカイスーツを使いこなしていないとかなんたらこうたら言ってたな……。

　ぶっちゃけ今までルドルフの夢は半はん信しん半はん疑ぎだったが、ここまで来ると全部本当だったんじゃないかと感じてしまう。

　そんなことをぐだぐだ考えていて、ふとルドルフの話で思い出すことがあった。

「そういえばさ、カロン。今まで訊きいてなかったんだけど」

「なんですか？」

「カロンは……レインディアの世界で育ったんだよな？」

「……そうですけど」

　頷うなずくカロンに、ルドルフの言葉は正しかったんだなと改めて感じた。

「家族とかは？」

「……いません」

「じゃ、どうやって暮らしてきたんだ？」

「……いろいろなレインディアが私の面めん倒どうを見てくれたんです」

　レインディアってどんな感じに面倒を見てくるのだろうか……。

　イメージ出来なかったが、俺はカロンに尋たずねていた。

「……レインディアの世界に戻りたいとか思ったりしないのか？」

「……向こうではみんな優やさしかったんですが、やっぱりみんなレインディアなので、ちょっと寂さびしかったんです。それでも最初は少し戻りたいなって思っていたんですが、今はなんだか楽しくて……」

　複ふく雑ざつそうな顔をするカロンに俺は真剣に言った。

「まああれだよ……召しよう喚かんしたのは俺だし、今はサンタとレインディアっていう関係だし、俺のことは家族、相棒だと思ってくれていいからな」

　それに目をパチパチと瞬しばたたかせたカロンは、俺をじっと見つめてくる。

　そして、ほんの少し頰ほおを赤らめたかと思うと、そっぽを向いて言ってきた。

「よくそんなこと恥ずかしげもなく言えますね！　頭軽いんですか？」

「頭、軽い……───!?」

　何度目かになるカロンの言葉の攻こう撃げきにのけ反ぞっていると、コンコンと扉をノックする音が響ひびいてきた。

「……は、はい？」

　気持ちを切り替えて返事すると、もう結けつ構こう聞き慣れた声が扉の向こうからした。

「黄色サンタのブリレ・ガーファスだけど、少し話があるんだ」

　その少しハスキーがかった声は、確かに眼鏡めがねのボーイッシュガールサンタのものだった。

　扉を開けようと歩み寄ったところで、ふとブリレを部屋に招き入れていいものか迷った。今、扉の外に居るブリレも本選の出場が決まっており、ある意味、敵、なわけで……。

「本選の前に申し訳わけない。本当は来たらいけないんだけど、少し内密に話したいことがあったんだ。無理かな？　レインディアも連れてないし、もし袋を出しても使えないように両手を離はなして縛しばってもいいからさ」

　真剣に言ってくるブリレに、まあ俺たちを騙だまし打ちしても仕方ないよなと考え至り、一応覗のぞき穴でレインディアを連れてないことを確認してから、扉を開けた。

「ありがとう」

　頭を下げるブリレは両手を俺に差し出してきた。

「どうした？」

「さあ、お願いするよ」

「な、なにが？」

「約束通り、縛ってくれないかな？」

　両腕を俺に差し出してくるブリレ。

　その言葉と細い両腕に少しドキッとした俺は、そんな自分に気付き慌あわてて首を振った。

「い、いや、そこまでしなくて大だい丈じよう夫ぶだから！」

　困こん惑わくしている俺に、さらに眼鏡の理知的な少女は切せつなげな目で歩み寄って腕を押し付けてきた。

「約束だからさ！　ほらあのベッドあたりに縛り付けてくれよ！」

「なんなの!?　なんでこんな頑かたくななの!?」

「だってそっちの方がノエル君、嬉うれしいだろ……？」

「嬉しく──いやちょっと嬉しい──いやいや、嬉しくないから！　もうさっさと入れよ！」

　どこか切せつなげに笑うブリレを部屋に招き入れ、小さなテーブルの周りに置いてあるふかふかな四つの椅い子すの一つに座らせた。俺もカロンも続いて座る。

　大きく深呼吸するブリレは眼鏡を掛け直して言ってきた。

「まさか君たちがエルザを倒してしまうとは思わなかったよ。生で観みさせてもらったけど、まさしくヤバい戦いだったね」

「試合観ちゃったのか……俺は恥ずかしいよ」

　鍋のふたを吸収した時の自分の姿を思い返すと、今すぐにでも枕まくらに頭を埋うずめてバタバタしたくなってくる……。

「僕ぼくは褒ほめてるんだよ。あれはスゴイ戦いだったよ。やっぱり、僕のフィーリングは正しかったね。ノエル君たちはタダ者じゃないと思ってたんだ」

「…………あれなんか、最初負ける前提で話ししてなかったっけ？」

「あれはね、発はつ破ぱをかけたんだよ？」

「本当かよ!?」

　そんな調子の良いことを言ってクツクツ笑うブリレは、しばらくしてゴホンと咳せき払ばらいするとゆっくりと眼鏡を持ち上げた。

「それでさ、ノエル君、カロンさん……君たちが本選に出場する前に話しておきたいことがあるんだ」

　真ま面じ目めな表情をするブリレに、俺は真まっ直すぐ座り直した。

　ブリレはそれから小さく呼吸すると、意を決したように口を開いた。

「君たちは赤サンタが勝ち続けているのに疑問を感じたことはないかい？」

「疑問……？」

「ああ、疑問さ」

　大きく頷うなずくブリレは言ってきた。

「思わないかい？　なんで赤サンタは百年以上も勝ち続けていられるのかって」

「……それは、赤サンタの町が大きいからじゃないのか？」

「町の大きさは確かに強さに関係してくるところではあるけど、必ずしもイコールじゃないよ。実際、小さな町なのにノエル君や、カロンさんみたいな強いサンタとレインディアが現れることがあれば、大きな町なのにすぐに負けてしまうサンタもたくさんいる」

　まあ俺たちは少しイレギュラーっぽくはあるけど、確かに町の大きさが全すべてじゃないなと頷いた。

「じゃあどうして赤サンタは勝ち続けられるのか」

　俺とカロンをゆっくりと見渡したブリレは声量を下げ、その代わり怒りを含ませて告げてきた。

「赤サンタは不正を行っているんだ」

「不正……!?」

　声量を下げたブリレにつられて小さい声で驚おどろく。

　それに頷くブリレの瞳ひとみは嫌けん悪お感と共に怒りに満ちていた。

「僕ぼくはずっと昔から疑問に思ってたんだ。どうして赤サンタに他のサンタは勝てないのかって。そして前回の大会に出場した時、勝てない理由がわかったんだよ、いや、実際に本選で戦って気付かされたと言った方がいいかもしれない」

　その怒りに圧倒されながらも、俺は訊きいていた。

「赤サンタはどんな不正をしているんだ？」

「そうだね……まずノエル君、本選の戦い方を知っているかい？」

「まあなんとなく……」

「中央都市から離はなれた直径三キロのフィールドで本選に残ったサンタ全員で戦うんだけど、開始地点はほとんどランダムに決まって、みんな相手の位置が分からない状態で戦うわけさ。でも赤サンタは相手の位置が分かるような特とく殊しゆな機械を最初から持ってたんだよ」

「袋から出した、とかじゃなくて？」

「ああ、前の本選では、僕は丁ちよう度ど赤サンタの近くが開始地点で、始まる前から視界に映ってたからね。何かの機械を眺めた直後、すぐに目が合ったよ」

「まだそれだけなら……」

　抗あらがえるんじゃないかと口にしようとしてブリレは首を振った。

「戦いの前に袋に補ほ充じゆうされるエルピスの量も圧倒的に違うよ」

「でもエルピスの補充って白サンタがやるんだろ？」

「白サンタは大会が開かい催さいされる期間中に様々な町のサンタが中立を誓ちかってなるんだけど、ほとんどは赤サンタに抱き込まれてると思うよ。たぶん、他にもまだまだ赤サンタが有利になるようなものは一いつ杯ぱいあると思う」

「いやでも……そんなことあり得るのか？」

「ノエル君、赤サンタの町の莫ばく大だいな資金力と権力を舐なめたらいけないよ……」

　そういうブリレはほんの少し悲しそうな顔をしてくる。

「……もし本当なら、こんな場所で話すよりも公おおやけにした方がいいんじゃないか？」

「公にするにしても意味ないよ。簡単に揉もみ消されるから……」

　俺の言葉に悔くやしそうに首を振るブリレ。

　それから俺とカロンを見たブリレは瞳ひとみに切せつなげな意志を込めて頭を下げてきた。

「だから無理を承しよう知ちで君たちにお願いしたいんだ。僕に、僕たちに協力してくれないか？」

「僕、たち？」

「ああ、本選に出場するサンタで僕ぼくと同じ想いを抱いだいていたサンタが居て、本選で協力することになっている」

「協力するサンタって誰だれなんだ？」

　俺の問いかけに、ブリレは大きく息を吸って力強く言ってきた。

「予選を突破したサンタ全員さ！」

「なっ全員!?」

「みんなどこかで同じことを感じていて、前々から話し合っていたんだ。協力してくれるなら後で紹介するよ！」

　自信満々に言ってくるブリレは噓うそを言っているようには思えなかった。

「……協力して、何をするんだ？」

「決まってるだろ」

　眼鏡めがねを押し上げてくるブリレ。

　ニヤリと笑えみを浮かべるブリレは、憎ぞう悪おを込めて言ってきた。

「赤サンタを倒してやるんだ……僕は、ホーリーズ・ナイツを我わがもの顔で踏みにじる赤サンタが大嫌いなんだ」

「…………」

　ブリレの赤サンタへの怒りは本物に感じられた。

　その怒りに触ふれて俺は、黒サンタの町のミルや子供たちを思い浮かべる。

　そして、純じゆん粋すいにホーリーズ・ナイツに憧あこがれているサンタや、今まで戦ったサンタを思い浮かべて、深く頷うなずいた。

「……そうだな。もし赤サンタが本当にそういうことをしているなら、許せないな」

「なら、協力してくれるかい？」

　身を乗り出してくるブリレに俺はしばらく考えてから尋たずねた。

「協力したとして赤サンタを倒せるのか？　普通に、あいつめっちゃ強そうだったけど」

「ああ、出来る」

　即そく座ざに頷くブリレは、固い表情をして続けた。

「でもまだ完全じゃない。僕が考えた赤サンタの不正を逆に利用する作戦には、君たちが不可欠なんだ」

「それは一体──」

　どんな作戦なんだ？　と口にする前に、ブリレは首を横に振ってくる。

「それはさすがに、協力してくれると約束してくれないと喋しやべれないよ。ただ……先に言っておくけど、君たちには相当な負担が掛かるかもしれない」

「んー……どうする……？」

　俺の一いち存ぞんで決めるわけにはいかず、カロンにどうするか尋ねる。

　それにカロンは肩をすくめて言ってきた。

「ノエルさんに、任せます。でもズルはいけないことだと思います」

「そうだな……」

　心は決まっていたが、もう一度だけ、協力するべきかどうか考え悩む。

　ブリレは苦そうな笑みを浮かべて、俺が決断するのを待っていた。

「……わかった」

　しばらくして俺は頷うなずく。

「ブリレたちに協力するよ」

　そうハッキリ言う俺に、ブリレはホッとしたように胸を撫なで下ろしていた。

「…………協力してくれて助かるよ」

　そう口にするブリレはさみしそうに笑った。

　ブリレはそれから眼鏡めがねを掛け直し、真ま面じ目めな顔で作戦を語ってくる。

　それは確かに俺とカロンに負担が掛かるものだったが、カロンは別段反対することなく、俺も反対しなかったため、本選で実行することになったのだった。







　そして俺は、単純に話に乗ってしまった自分を大いに悔くやむことになった。










　　　六章　本選




　本選当日。

　個々に用意されたソリバスで移動すること数時間、本選が開催されるフィールドに辿たどり着いた。他のサンタとは距きよ離りを一定以上置いて停車するため、周りにはサンタの姿はどこにもない。

　ソリバスから降りた俺とカロンの場所は、森の中だった。

　俺とカロンの周りを一つの小さな鈴すず型がたカメラが飛び回っており、しばらく歩いていると、大きなサイレンがどこからか鳴り響ひびき試合が開始されたことを告げた。

　俺はブリレの作戦を行うため、空を注視する。

　森の中といっても、そこまで鬱うつ蒼そうと木が生おい茂しげっているわけではなく空は十分に見渡せた。ただ、死角になっているところで上がった場合確認出来なくなるかもしれないなと、少々不安に思ったが、しばらくして無事、パッと輝かがやく黄色の光と、煙けむりを確認することが出来た。

　それはブリレが袋から取り出したと思われる発はつ炎えん筒とう。

「じゃ、合流してくる」

「はい」

「すぐに戻るから」

　ふとカロンを置いていくこと、いや、おとりにすることに不安と罪ざい悪あく感かんを覚えるが、振り払って走り出した。

　ブリレの言った通り、鈴の中継カメラはサンタであるカロンの周囲を飛ぶだけで、離はなれるレインディアの俺には付いてこない。中継カメラには事故の時に備えて発信器が付いているらしく、赤サンタはその発信器の信号を見て相手の場所を把は握あくしているというブリレの憶おく測そくが外はずれていなければ、俺は今居場所を特定されない存在になっているはず……。

　ブリレの作戦はとても単純なものだった。

　それは、カロンをおとりに、赤サンタをおびき寄せて全員で叩くというもの。

　ブリレが先ほど上げた発炎筒を目印に、全員がその周辺に集つどい、二組、三組と戦闘を始めたふうを装よそおう。そして、赤サンタに位置を知られていない俺がカロンやみんなの居場所を知らせる伝でん令れい役やくとして走り回り、赤サンタが一人浮いたカロンへ襲おそいかかった時に全員で攻こう撃げきするというものだった。

　煙が上がったところの記憶を頼たよりにしばらく進むと、ふと森が開けている場所に出た。

　真ん中には発炎筒が置かれ、その側に眼鏡めがねの黄色サンタとそのレインディアが佇たたずんでいた。

「ブリレ……」

　てっきり周囲に潜ひそんでいるものだと思っていた俺は、まず主要な一人を見つけられたことにホッとし歩み寄ると、黄色サンタは眼鏡を押し上げて微笑ほほえんできた。

「やあ、早かったね。他のサンタも、もうすぐ来ると思うよ」

　ブリレが言った通り、ガサガサと地を踏む音が周囲で鳴る。

　最初に姿を見せたのは青色の制服を着たサンタとそのレインディアだった。それに続き、橙だいだい色、遅れて桃もも色、さらに黄緑色と続々とサンタとレインディアが現れる。

「ちょっと、お前ら……」

　集結したサンタたちを見て俺は困こん惑わくした。

　赤サンタと、黒サンタのカロンを除のぞけば今、この一カ所に本選に出場するサンタが全員集つどっていることになる。

「どうしたんだい？」

　相変わらず顔に微び笑しようを浮かべているブリレに、俺は苛いら立だって言った。

「いや、こんな全員集まったら、怪しまれるんじゃ……」

　赤サンタが相手の位置を把は握あく出来るのなら、今、カロンだけぽつんと離はなれて、他のサンタは集まっているという不自然な状態に首を傾かしげているのではないだろうか。

「そのことなら気にしなくて大だい丈じよう夫ぶだよ」

　屈くつ託たくなく言うブリレは、やはり口元の微笑を絶やさなかった。

　黄色サンタ、ブリレがゆっくりと手を上げる。

　それに応こたえるように他のサンタたちが移動し始める。

「……ブリレ？」

　そこでようやく俺は違和感に気付いた。

　青色、橙色、桃色、黄緑色のサンタたちは俺をぐるっと包囲するような位置取りをしていた。

「はぁ」

　と、眼鏡めがねを掛け直したブリレは初めて口元の笑えみを消し、大きく溜ため息いきを吐ついた。そして、表情無く言ってくる。

「ノエル君……ごめんね」

　そのブリレの言葉で、俺は騙だまされたことを悟さとった。

「ブリレ……お前……」

「仕方ないんだ……赤サンタのために、君たちを倒さないといけない」

「赤サンタのために……どういうことだよ？」

　意味が分からなかった。赤サンタに勝ちたいんじゃなかったのか？

　少し悲ひ哀あいを含んだ声でブリレは言ってくる。

「赤サンタは絶対に勝たせないといけない。優ゆう勝しようさせないといけないんだ……」

　寂さびしそうな顔をするブリレ。

　俺はかすれた声を絞しぼり出した。

「…………どうして、赤サンタを勝たせないといけないんだ」

　俺は知りたかった。昨夜ゆうべ、赤サンタに怒りを見せたブリレが、どうして俺やカロンに噓うそをついてまで赤サンタの勝ちに協力するのかを。

「どうしようもないんだ……」

　先ほどと同じく悲ひ哀あいを含んだ声でブリレは続ける。

「赤サンタの町は長い間に大きく強くなり過ぎたんだよ。僕ぼくたちの町は、彼らの町の援えん助じよなしにはやっていけなくなってしまったんだよ……。僕たちは赤サンタに協力しなければならないんだ」

「だから大会で赤サンタが勝つようにすると……」

「そうさ、昔から今までのホーリーズ・ナイツの赤サンタの試合は全すべて勝ちの決まった戦い、出来レースだよ」

「…………」

　俺はその事実に息を詰めた。

「……どれぐらいの町が赤サンタに協力してるんだ？」

「本選や決勝までいけるような大きな町のほとんどのサンタは赤サンタと戦う時は勝ちを譲ゆずるようになっているよ。そもそも町が大きくなったのは赤サンタの町の援助に乗っかったお陰かげだからね……」

　その言葉に、俺を取り囲むサンタたちも一いち様ように苦い顔をしていた。

「たまに運よく勝ち上がってくる小さな町もあるけど、やっぱり大きな町とでは差が大きいからね。普段はあまり気にされず普通に試合が行われるんだけど……ノエル君とカロンさんはちょっとイレギュラー過ぎたらしいね……」

「……イレギュラー？」

「ノエル君とカロンさんには、もしかしたら赤サンタに勝ってしまうのではないかと周りに恐れを抱いだかせてしまうぐらいに勢いがあったからね」

　ブリレは眼鏡めがねを押し上げて、自じ嘲ちようするように続けた。

「君たちが本選に出場が決まった時、本選に出場する全員の町から大おお慌あわてで命令が下ったよ。万が一にも赤サンタを倒してしまわないように、危険分子を排はい除じよするようにって……。よっぽど君たちに焦あせったんだろうね」

「そんなこと……話しても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫だよ。負ける君一人が洩もらしたところで、誰だれも信じないから。負け犬の遠吠えだと思われるさ」

　俺の視線がブリレの周囲を飛ぶ鈴すず型がたのカメラに向かうと、ブリレはああと頷うなずいた。

「ああ、カメラのことか。大丈夫さ、本選はライブ中ちゆう継けいを謳うたっているけど、実際には放送されるまでにタイムラグがあってね、その間に白サンタが都合の悪いものは放映しないように編集してるから」

「噓うそだろ…………」

　ショックで思考が止まりそうになる。

　しかしそれでも俺は必死に頭を回転させて、ブリレが言ったことと、ここから抜け出す方法を考えていた。

「……ブリレ、お前たちの事情はわかったし、気持ちも痛いほどわかるよ……。俺も家族や町のために出場したからな」

　俺がホーリーズ・ナイツに出場したのは、ミルのため、子供たちのため、そして、黒サンタの町のためだ。

「…………」

　静かに見つめてくるブリレに俺は、でも、と続けた。

「でもさ……それを認めちゃったら、一体何のためのホーリーズ・ナイツなのかわからなくないか？　ここは純じゆん粋すいな夢や想いをぶつけ合う場所じゃないのか？　自分に噓うそついてまで赤サンタに従ってブリレはそれでいいのか？」

「仕方ないだろ！　僕たちは赤サンタに逆らえないんだ！　赤サンタを勝たせないといけないんだ……！」

　ブリレは本当に悔くやしそうに言ってくる。

　俺はそのブリレを真まっ直すぐ見て言った。

「…………俺は簡単に引き下がらないぞ」

「でも君はもう負けるよ。僕たちの目的は、赤サンタが、黒サンタ……カロンさんを倒すまで君をここで足止めさせておくことだったからね。黒サンタが凄すごいと言っても、凄いのはレインディアの君だけだから……まあ、もう足止めはほとんど成功してるんだけどね」

「…………」

　ブリレがべらべら事情を話していたのが時間稼かせぎだったと気付く。

「今頃もう、赤サンタはカロンさんに接せつ触しよくしてるんじゃないかな──」

「────!?」

　そうブリレが暗く言うのと同時に遠くの方で爆ばく発はつ音が聞こえてきた。

　つい聞き入ってしまった自分を悔くいて、さっと振り返り真後ろに駆かけ出すが、すぐに青サンタとレインディアが道を遮さえぎる。切り返して、青サンタが動いて出来た隙すき間まに向かって走り出すが、すぐに他のサンタとレインディアが遮ってくる。

　くそッ！

「──ッ！」

　構わず突とつ撃げきをかましてみるが、レインディアの強きよう烈れつな頭ず突つきを受け、後ろに吹っ飛んでしまう。

　すぐさま立ち上がり違う道へとダッシュするが、違うレインディアが前を阻はばみ、蹴けりを放つがさっとかわされてツノの一いち撃げきを強したたかにもらいぶっ飛ばされる。

　むせながらも、すぐに起き上がり違う道へダッシュするが同じくツノを鳩尾みぞおちにもらい、それでも必死に立ち上がって向かうが同じことの繰り返し。

「ック──」

　何度も何度も何度もやり方を変えて、包ほう囲い網もうを突とつ破ぱしようと試すが、身体からだの痛みが増えるだけ。

「ごめんね、あまり手て荒あらにはしたくないんだけど……」

　地に伏せて激しくむせ返る俺にブリレは苦しそうに言ってくる。

　今、俺の胸の中にあるのはカロンを置いてきた罪ざい悪あく感と後悔と自分への憤いきどおりだった。

「何をやってるんだ、あの赤サンタは……もう終わってもいいころじゃないか」

「また遊んでるんじゃないですか？　いたぶるのが好きな人ですから」

　苦い顔をして話し合う橙だいだいサンタと桃ももサンタ。

　カロンはろくに袋を使えないので、まさに格好のオモチャだ……。その二人の会話を聞いた俺は、居ても立ってもいられず、もう一度走り出す。しかし、すぐに回り込んだレインディアに弾はじき飛ばされ、急いで立ち上がり切り返すが、先ほどの繰り返しだった。

　どうしても包囲網を突破出来ない！

　ボロボロになりながら自分の考えの甘さ、自分の無力さを罵ののしる。

「くそッ……」

　そんな言葉が口から洩もれた時、木こ陰かげから人影が現れた。

「…………」

　その人影──赤サンタは嫌いや味みな笑みを口に浮かべ、その後ろには逆さか毛げのレインディアを連れていた。

「アランさん……もう終わったんですか？」

　青サンタの問い掛けにアランは不ふ機き嫌げんな顔をして唇くちびるの横辺りを指差した。

「俺のここ赤くなってないかい？」

　青サンタは目を少し細めて頷うなずいた。

「ん……まあ少し」

「あの黒サンタ、なかなか言うこときかなくてね、しまいには絶対にノエルさんのために負けるわけにはいけませんとか調子に乗ったこと言ってきて、俺に思いっ切り頭ず突つきかましてきやがったんだ」

　ほんの少し赤くなった唇の横をさするアランはそれから冷ややかに言ってきた。

「しつこく逃げ回るから、面めん倒どうくさくなってね、あの辺り一いつ帯たい燃やしてやったんだよ。エルピスを大だい分ぶ使ったけどな。今頃袋ごと燃えてるだろうね」

　この場に居る全員がその言葉を聞いて静まり返る。

　赤サンタがやって来た方向を見ると、煙けむりと炎が上がっており、ふと身体の芯しんから震ふるえるような嫌な予感が這はい上がった。

「なっ……」

　なんだ……。

　なんだコイツ。

　すっと意識が虚きよ無む感に包まれた刹せつ那な、今まで経験したことが無いほどの激しい怒りが湧き上がってきた。身を焦こがすようなその怒りに視界がチカチカと明めい滅めつし、全身が震ふるえる。

「お前ッ！」

　衝しよう動どうが身体からだを支配し、立ち上がりながら赤サンタに跳びかかる。

「ん、タイツ男か」

　赤サンタは動じることなく、俺の突とつ進しんをひらりと避よけると、足を引っ掛けてきた。

　受け身など燃え上がる脳神経から焼しよう失しつしていた俺は顔から地面に落ちる。すぐ地に手をつき、起き上がる俺だが待っていたのは赤サンタの蹴けりだった。

　鈍にぶい音が頭に鳴り響ひびき、気付くと木にもたれかかるように倒れていた。

「コイツのどこが凄すごいんだ？」

　その冷ややかな声と共にさらに蹴りを数発もらってしまう。

「こんな奴やつに俺が負けるわけないというのに……」

　さらに放たれる蹴りが鳩尾みぞおちにめり込み俺は大きくむせ返った。

　ブリレの苦しそうな声が聞こえてくる。

「アランさん……もう勝負がついたなら」

「ブリレ、俺を止めるのかい？」

「っ…………」

　そんなやり取りを耳にする俺の頭の中には怒りが渦うず巻まくが、先ほどよりは少し静かになっていた。

　とりあえず、こいつに抗あらがうよりも前にしなければならないことがある……。

　俺は腕と脚あしに力を入れ、なまりのように重い身体を持ち上げた。

「ん、まだやる気か？」

　目をギラつかせる赤サンタは今度は拳こぶしを振り上げてくるが、怒りと痛みで集中力の上がった俺は拳の軌き道どうを読むことが出来、さっと避け、走り出す。

「必ず戻ってくるからな……」

　そう赤サンタを睨にらみ付けた俺は、一気に地を蹴り上げ駆かけ出した。

「っふ、逃げるのか」

　そんな嘲ちよう笑しようが赤サンタから聞こえてくるが、気にしている暇ひまはない。

　向かう所はただ一つ。

　走って走ってひたすら突き進む。

　しばらくすると、炎の入り口は俺の前に現れた。あまりの火の勢いについ足を止めてしまう。

「…………」

　木が燃え、爆はぜ、赤々と煮え返るような炎と、黒々とした煙けむりが空を覆おおう。

　それはどこかで見たことのある光景だった。

　そうそれは昔の……。

「ノエル君！」

　その声に振り返ると、ブリレだった。

「こ、こんなことになるなんて……」

　動どう揺ようしたように言うブリレに、いくつもの罵ののしりの言葉が浮かび上がったが、ぶつける相手が違うと俺は切り替えて、目の前の炎の入り口を見み据すえた。

「俺は絶対に、カロンを助けるから」

「ノエル君……」

　自分の心を決めるように宣言した俺は、凶きよう悪あくな牙きばを剝むき出し続ける炎の入り口を睨にらみ付け、一歩前へ足を踏み出した。

　さらに一歩踏み出す。

　そうだ。俺は昔、火の中でミルに助けられ、救われた。

「…………」

　そして今、あの火の中にはカロンが居る。

　それはまさにあの時の俺だ。

　今度は俺が助けに行って救う番だ！

「──ッ!!」

　眼がん前ぜんを睨み付けた俺は、三歩目で駆かけ出した。

　炎の入り口に入る寸すん前ぜん、凶悪な火の牙が襲おそいかかってくるが、腕をクロスに組んで突き抜ける。

　中に入るとそこは別世界だった。

　ただ何もかもが赤黒く燃え続ける世界。

　その世界の全すべてが俺を襲ってくるが、立ち止まらずひたすらに走り続けた。

「カロンッ！」

　叫ぶと気管に煙が入り激しくむせる。

「カロンッ！」

　流れる涙は煙のせいなのかなんなのかよく分からない。

　トナカイスーツのお陰かげなのか、今のところ火傷やけどは負っていないが少しでもその場に留とどまると一気に燃えて消えて無くなりそうだった。

「カロンッ！」

　何度目かになる呼び掛けにも反応は無く、絶望的な気持ちが胸の中を支配し始める。

「カロンッ！」

　ふざけんなよ。

　俺にこんな格好悪い全身タイツ押し付けて、それで居なくなるなんて許さないからな。

「カロン！」

　くそ、俺がもっと強かったら。

　俺がもっと考えて行動していれば……。

　俺はなんて考えが甘かったんだ！

「…………」

　牙きばを向けてくる赤黒い世界が諦あきらめの気持ちを胸の中から這はいずり出させてくる。

　ふざけんなよ。

　どうしたらいいんだよ！

　どうしたら、いいんだよ……

　絶望に心が染そまりかけた時、ふいに声が聞こえた。




　──諦めるな。




「……誰だれだ？」




　──お前なら護まもれる。




　足──ではなくトナカイスーツが勝手に動いた気がした。

「……トナカイスーツ……ルドルフか」

　右足が一歩前に踏み出し、次に左足が前に出る。

「……俺に進めっていうのか、ルドルフ」

　さらにもう一歩右足が出る。

　それはまるで俺に何かを伝えようとしているかのような力強さを秘めていた。

　カロンの居場所？

「方向を教えてくれるのか……」

　左足が一歩前に踏み出す。

「俺に進めって言ってるんだな」

　右足が力強く地を踏み前に出る。

「……そうか、今の俺にはお前──この格好悪すぎる最高の全身タイツがあるんだよな」

　次に左足が前に踏み出した時は、自分の意志も伴ともなっていた。

　トナカイスーツとシンクロするように前に前に足を出していく。

「そうだ、絶対に助けてやるんだ。カロンを」

　俺は全身に意志をたぎらせると、一気に駆かけて駆けまくる。

　炎や煙けむりなど跳はね除のけ、ひたすら駆ける。

　そして──

「カロン！」

　俺はついに見つけることが出来た。

　地面にうずくまる黒サンタに駆け寄り、抱き起こす。

「カロン！　おい、カロン！」

「…………ノエルさん」

　薄うすく目を開けるカロンは、悔くやしそうに言ってきた。

「……ごめんなさい、ノエルさんを助けに行けませんでした」

　それでもカロンは、どこか嬉うれしそうな誇ほこらしそうな顔をして、大切そうにぎゅっと胸に握っていたものを見せてきた。

　それはサンタの袋だった。

「でも、袋……ちゃんと護まもりましたよ……」

「────────」

　俺は一いつ瞬しゆん言葉を全すべて失った。

　なんで。

「なんで、こんなになってまでも──」

　──袋を護り続けたんだ。

　そこまで言葉が出なかったが、理解したようにカロンは少しはにかんで言ってきた。

「だって、ノエルさん……家族と同じ、ミルさんや、子供たちや、町の人のために、頑がん張ばりたいって言ってたじゃないですか……」

「カロン……」

「だから私も……ノエルさんのためにちょっと頑張ろうかなって……。家族と思ってくれていいって言葉嬉しかったです……」

「カロン──」

　俺はカロンの言葉に絶句しながらも、抱きしめた。

　何言ってんだ、お前、ちょっとじゃなくてめちゃくちゃ頑張ってるじゃないか！

「絶対──」

　カロンを抱きしめた俺は耳元で言う。

「絶対助けてやるからな！」

　カロンを抱きかかえて立ち上がった。

　しかし、辺りは火の海で、俺が来た道もすでにどこだか分からないぐらいになっている。トナカイスーツを着た俺だけならともかく、カロンを連れて進むことは出来なかった。

「どうする……」

　どうしたらいい？

　どうしたらいい？

　渦うず巻まく火と煙けむりの中で必死に頭を巡らせる。

「カロンの袋から何か……」

「…………」

　今のカロンはとてもじゃないが袋を出せる状態じゃなく、俺が手を突っ込んだとしてモノは作れない。カロンが落ちないように抱かかえ直し、もう一度考える。

「どうする……」

　火の海を睨にらみ付ける。

「ん……？」

　そんな俺の視界にキラリと映り込むモノがあった。

　それは……

「…………」

　……カロンの胸元のブサイクな鳥の首くび飾かざりだった。

　そういえば、出発する前にミルに教えてもらって作ったって言っていたな。

　────。

　ハッと気付いた俺は、すがる想いでブサイクな鳥の首飾りに手を伸ばす。

　頼たのむ！

　頼むっ！

　俺の手が鳥の首飾りに触ふれるか触れないかの瞬しゆん間かん──シュッと俺の身体からだ、トナカイスーツに吸収された。

　トナカイスーツが眩まぶしく輝かがやく。

　そして、不意に背中が軽くなった気がした。

　振り向くと、トナカイスーツから黒い翼つばさが生はえていた。

「動け──！」

　翼に力を込める。

　微かすかな羽ばたきから、次し第だいに力強い羽ばたきへ変わっていく。

　そして、カロンを力強く抱きしめた俺は地面を蹴けり上げた。

「──っ！」

　飛ひ翔しよう。

　浮き上がった身体は、上へ上へと登っていく。

　そして翼つばさにさらに力を込めて羽ばたく俺は、周りの熱せられた空気に背中を押されて、勢い良く森を突き抜けた。

　みるみるうちに空へ高く高く舞まい上がり、燃え上がる森がどんどん小さくなっていく。

「────」

　俺の視界にはサンタ界──サンクラウスが広がっていた。

　山と海。そして点在する町々はそれぞれが個性的で美しかった。

　いや世界そのものが美しかった。

　でも俺が、見ているこれは世界のほんの一部でしかない。

　この先にもっともっと世界は広がっている。

　それを想うと、俺が今まで悩んできたことなんて、ほんとちっぽけなものに感じた。

「うぅ……」

　カロンが目を開ける。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……はい、ここは？」

「空だよ、カロンが作った、邪じや気き王おうヘブラガリアンの首くび飾かざりのお陰かげで飛べたんだ」

「……邪気王じゃないです鳥です！」

「ああ、ごめんごめん」

　そんな軽口を叩いて、少しの間笑い合う。

　それからカロンは目の前に広がる光景に目をやって瞳ひとみを輝かがやかせた。

「……綺き麗れいですね」

「ああ」

　景け色しきを眺める。

　その広い世界を見つめながら俺は、カロンへ前に言った言葉をもう一度口にした。

「カロン……俺のこと家族だと、相棒だと思ってくれていいからな」

　それにカロンはしばらく俺の顔を見つめてきて、嬉うれしそうに言ってきた。

「……ありがとうございます」

　それから一いつ緒しよに大きく広がる景色を眺める。そして、俺は胸の中に燃え上がる炎を冷静に見つめてカロンに訊きいた。

「俺、今から赤サンタぶん殴りに行くけど、どうする？」

「……私も一緒に行きます。あのスカした顔、頭ず突つきだけじゃ物足りません」

「俺もあのスカした顔、泣きづらにしないと気がすまないわ」

「はい！」

　俺とカロンはお互いの顔を見て笑い合った。

　高度を落とし、地上へ近づいていく。

　俺が飛んでいたの時間にして数分。それでもすごく長い時間のように思われた。

　地面に着地すると、俺の背中の翼つばさは役目を終えたとばかりに消えて無くなる。身体からだに戻る重力に少しふらつくが、抱かかえたカロンは落とさなかった。

「カロン大丈夫か？」

「……はい」

　弱々しくも気の籠こもった返事するカロンは、地面に足をつけて立った。

　そのカロンを引き連れて上空から確認した道を進んでいく。

　そいつを視認した俺は、片手を上げて登場した。

「戻ったぜ」

　青色、橙だいだい色、桃もも色、黄緑色のサンタがビクッと振り返る。ブリレはまだ戻っていないのか、ここには居なかった。

「タイツ男か、逃げたんじゃなかったんだな」

　赤サンタは俺の後ろに居るカロンを見て、少し赤くなった唇くちびるの横に手を添そえた。

「黒サンタも生きてたのか……」

　目をギラつかせる赤サンタに少し震ふるえるカロン。

　俺はカロンの前に立って赤サンタに言った。

「おい、赤サンタ、勝負しようぜ」

「……またやられたいのか？」

　冷れい笑しようしてくる赤サンタに俺は拳こぶしを掲かかげて挑ちよう発はつした。

「やれるもんならやってみろよ」

　それに赤サンタ・アランはニヤッと嫌いや味みな笑えみを浮かべてきた。

「本物のバカのようだな。今度は完全に潰つぶしてやるよ」

　手の骨を鳴らして構えてくるアランに、俺は訊きく。

「レインディアの鎧よろいは使わないのか？」

「お前なんて、素す手でで十分だ」

「じゃあ、俺も素手で行くわ。言っとくけど、さっきの通りにはいかないからな」

　その俺の言葉にアランはさらにバカにするように笑ってくる。その赤サンタを睨にらんでいると、誰だれかが走ってくるような足音が聞こえてきて──ブリレが姿を現した。

「ノエル君、カロンさん……無事だったんだね！」

　と、俺とカロンを見て、顔を輝かがやかせたブリレに、アランは冷たい声を掛けた。

「おい、なにタイツ野郎と黒サンタを心配してるんだ？　さっきも追いかけて行ったしな」

「ッ……」

　足を止めたブリレに、アランは冷たい笑みを浮かべて歩み寄っていく。

　そして、立ちつくすブリレに思いっ切り蹴けりを入れた。

「っぐ……」

　倒れたブリレを赤サンタは見下ろして笑った。

「次何かしたら、お前の町の援えん助じよ打ち切るぞ、ふふ、そうなったらお前の町大変だな」

「……すみません」

　地に伏すブリレは、歯を食いしばり、悔くやしそうに謝あやまった。

　それに満足したように鼻で笑ったアランは、俺の方を振り向いて言ってきた。

「さぁやろうか、タイツ野郎」

　構えるアランは、周りのサンタに釘くぎをさすように睨み付けた。

「お前ら手出すなよ。俺一人で十分だ」

　サンタたちは、みんな顔を見合わせるが、頷うなずいて一歩下がる。

　俺は、嫌いや味みな笑みを浮かべるアランを睨にらみ付けてから、地に伏すブリレに言った。

「ブリレ……」

　顔を上げるブリレの目を真まっ直すぐ見て、俺は力強く言った。

「お前が抗あらがえないなら、俺が抗ってやるよ！」

「ノエル君……」

「他のみんなも見てろよ。俺は絶対に勝つから」

「勘かん違ちがいもここまで来たら腹立たしいな」

　赤サンタは笑えみを薄うすめて、怒りの目で俺を見てくる。

　その目を真っ直ぐ見返した俺は拳こぶしを握り構える。……不ふ思し議ぎと負ける気はしなかった。

「ッ──！」

　それから合図らしい合図はなく、赤サンタは駆かけ出し一気に俺との間合いを詰めてくる。

　頭にのぼっていた血は実は全まつたく下がっておらず、むしろ逆に先ほどよりも激しくのぼっていた。

　凍いてつくような怒りが全身に満ちているが、しかし冷静に、冷静過ぎるぐらいに相手の動きを見ることが出来た。

　振り絞られた右みぎ拳こぶしが一いつ瞬しゆんにして俺の顔面に襲おそいかかってくるが、顔を反そらして紙かみ一ひと重えで避よける。振り切った体勢からすぐに左フックが飛んでくるが、後ろに身体からだを引いてやり過ごす。

　頰ほおを少し擦こすって通り過ぎていく拳を確認した直後、俺は振り絞っていた右ストレートを赤サンタのがら空あきの顔に叩き込んだ。

　鈍にぶい音と共に顔が反り返る赤サンタ。

　俺の放ったパンチは、身体を後ろに引いていたため体重は乗っていなかったが、相手を動どう揺ようさせるには十分な威い力りよくは持っていた。

「よくも私の顔を……」

　鼻を押さえる赤サンタは、鼻も顔も服に負けないぐらいに真っ赤にさせて突っ込んでくる。怒りに任せたそれは先ほどの俺と同様に読みやすかった。

　ひらりとかわして足を引っ掛ける。

「グッ──」

　勢い良く転ぶ赤サンタは、辛かろうじて受け身は取っていたが、どうしようもないぐらいに地面に頭突きをかましていた。

　一いつ瞬しゆん動きを止める赤サンタは、その数秒後、両手をついてゆっくり起き上がってきた。

「クソが、わかったよ。使ってやるよ！」

　瞳ひとみに怒りを湛たたえて、歪ゆがんだ笑えみを浮かべてくる赤サンタ。

　腰に掛けていた袋を手に取った赤サンタは、「こい！」と、後ろに控えていた自分のレインディアを呼んだ。そして、やって来たレインディアの口をぎゅっと摑つかんだ。

「ほら、飲め」

　レインディアの口に突っ込むように袋を入れる赤サンタは、レインディアの首ごと傾かたむけてエルピスを飲ませ始めた。

「ほらもっと飲むんだ」

　嫌がり首を振るレインディアを押さえ付けて、アランはどんどんエルピスをレインディアの口に流し込んでいく。

「おい、嫌がってるだろ！」

　レインディアのあまりの嫌がりぶりに、そう俺が言うと、アランはいやらしく笑った。

　その瞬しゆん間かんだった。

　───ガァアアアア！

　と、そんな絶ぜつ叫きようの様な声がレインディアの口から発せられる。

　そして、ギラギラと赤く輝かがやくレインディアは白目をむいてしばらく暴れ狂った後、アランに飛び掛かり赤い閃せん光こうを放った。

「ふふはははは──」

　そんな笑い声と共に姿を現す赤サンタの身体からだは、赤い鎧よろいに包まれていた。

　しかし、前に見たものとは違い、鎧は血の色にも思える禍まが々まがしく赤黒い光を放っていた。

「ふふ……俺に楯たて突つく奴は全員潰つぶしてやる！」

　腕を振り上げる赤サンタは背後の大木を裏うら拳けんで叩く。

　強きよう烈れつな破は裂れつ音が轟とどろき、大木に巨大な穴が開いた。

「ふふふはははあ！」

　勝ち誇ほこった笑いを上げる赤サンタ。

「カロン」

　振り返るとカロンはすでに袋から取り出していたようで、手にあるモノを握っていた。

「もう出来てます！」

「それって…………」

　カロンが手に握っているモノ……。

　それは非常にどこかで見たことのあるやつだった。

「えっと……──たわし？」

「はい！　袋の中のエルピス全部つぎ込みました！」

　自信満々に言ってくるカロン。

　ブリレたちは心配そうな顔をしているが、俺は、

「はは、期待を裏切らないな……」

　と、つい笑ってしまう。

「ま、だけど、このタイツとお前の出した物があれば絶対に勝てる」

　それは自信というより確信だった。

　そうしていると赤サンタが声を荒げてきた。

「茶ちや番ばんは終わりだ！」

　一いつ瞬しゆんのうちに迫せまりくる殺さつ気き。

　地を駆かける音を耳にした俺はカロンの差し出した、たわし、に触ふれた。

「─────ッ」

　トナカイスーツが強く輝き始めた瞬しゆん間かん──横殴りの強きよう烈れつな衝しよう撃げきが背中を襲おそい、身体からだが勢い良く吹き飛ぶ。

　それから大木らしき物に激しくぶつかり身体が止まった。

　今まで一いち撃げきの下もと、他を退しりぞけてきた赤サンタの高笑いが聞こえてくる。

　俺は、その高笑いを耳にしながら、正常に意識を保っていた。

「…………」

　目を閉じたまま俺は、ゆっくりと立ち上がる。痛みは全まつたく無かった。

　その俺に赤サンタの高笑いが止やんだ。

　目を開けていく。

　その瞬間、トナカイスーツが今までにない力強いスパークを放ち、爆ばく発はつ的な力と熱が全身を駆かけ巡った。

「な、なんだそれは!?」

　赤サンタの驚おどろいた声が聞こえてくる。

　それに対して、ゆっくりと身体を見下ろした俺は、

「────!?」

　目を瞬しばたたかせた。

　最初の試合の時にたわしを吸収し、変身したトゲトゲ怪人。

　それをイメージしていたのだが、今の姿は全く別物だった。

　光輝かがやく漆しつ黒こく鎧よろいに、兜かぶと。

　俺が今全身に装そう着ちやくしているのは、関節部分と、肩に帯おび状じようにトゲが付いた漆しつ黒こくの鎧よろい。そしてトゲのように二本の鋭いツノが生はえている兜かぶとだった。

　その漆黒の鎧と兜は今まで着ていた全身タイツとは全まつたく違う質感と威い圧あつ感を宿している。

「な、なんだそれは！」

　赤サンタは目をギラつかせて、構えてくる。

　俺は首を傾かしげてから言った。

「さぁな。ただ、お前のさっきのパンチ全ぜん然ぜん利きいてないのは確かだな」

「ふ、ふざけるな!!」

　叫ぶ赤サンタが地を踏みしめた──刹せつ那な。

　地面が爆ばく発はつしたかのように抉えぐれ、赤サンタが目の前に迫せまってくる。

　それは本当に一いつ瞬しゆんの出来事で普段ならば、何も認識出来なかっただろうが、今の俺には迫りくる赤サンタの動きを隅すみ々ずみまで見ることが出来た。

「────」

　俺は迫りくる赤サンタの左脚のハイキックを、右腕を上げて受け止める。一瞬遅れて空気の炸さく裂れつ音が鳴るが、衝しよう撃げきはほとんどなかった。

　続けざまに下から抉えぐるような右みぎ拳こぶしが襲おそってくるが、それも受け止めた。

「クソが！」
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　それから、何度も何度も何度も放たれる赤サンタの猛もう攻こうを全すべて受け止めた俺は、地を蹴けり上げてミドルキックを赤サンタの胸元に撃うち込んだ。

　甲かん高だかい音と共に粉ふん砕さい音が鳴り響ひびいて、赤サンタがぶっ飛んでいく。

　赤サンタが空くうを切って衝しよう突とつした大木は、軋きしむ音と共にへし折れた。

「…………」

　すぐに立ち上がってくる赤サンタ。

　当初は余裕の表情を見せていたが、自分の身体からだを見下ろして顔を真っ青にさせた。

「────!?」

　俺が蹴りを喰らわせたところにはヒビが入り、動くたびにポロポロと鎧よろいの破は片へんが零こぼれ落ちていた。

「こんなこと……あり得ない！」

　赤サンタは訳わけが分からないといった顔で後ずさった。

「アラン……」

　俺は一歩前に踏み出し、初めて赤サンタの名前を口にした。

「お前はさ、どうしてホーリーズ・ナイツに出場したんだ？」

　後ずさる赤サンタ、アランは喚わめくように言ってくる。

「そ、そんなの、赤サンタの町のために決まってるだろ！」

「……お前には、ブリレや、ホーリーズ・ナイツに出場したサンタがどう見えてたんだ？」

「そ、そんなの赤サンタの権けん威いのための踏み台に決まってるだろ！」

「……そっか。お前も、俺たちと同じで自分の町のためだったんだよな」

　後ずさるアランに、俺は少し憐あわれむように言った。

「だからこそお前は──可か哀わいそうな奴だよ」

　ホーリーズ・ナイツは、サンクラウス全土の夢が集つどう場所だ。サンタが夢や想いを競い合う所だ。同じ想いを持っていながら、すでに作られた道を歩き純じゆん粋すいに想いをぶつけられず、周りを無む理り矢や理り従わせることしか出来なかった赤サンタ──アランは可哀そうだと思った。

「ふ、ふざけんなぁああああ！」

　俺の言葉がプライドに触ふれたのか、赤サンタが激げつ昂こうして向かってくる。

　赤サンタの力任せの右パンチが飛んできて、俺はその拳こぶしめがけて同じく右パンチを放った。

「────ッッ!!」

　衝しよう突とつする右拳と右拳。

　爆ばく発はつ的な音を立て、ほんの一いつ瞬しゆんだけ均きん衡こうが保たれる。

　そして赤い拳の鎧よろいにヒビが入ったかと思うと、それはガントレットに伝わり、最終的には全身にヒビが走った。

　鎧が砕くだけ散るのと同時にアランは空くうを切って後ろにぶっ飛んでいく。

　激しい音を立ててアランは後ろの大木にぶつかり、砕くだけ散った赤い鎧よろいは光の固まりになり元のレインディアの姿に戻った。レインディアは意識を失ってぐったりと倒れていた。

「ぅう……！」

　アランの方は気を失ってはいなかったが、瞳ひとみは怯おびえ、完全に全身がビビり上がっていた。

「アラン、お前に二つプレゼントがあるんだ」

　俺は赤サンタにそう言って兜かぶとのツノを向けると、その形状が変化する。

　ピンと雄々しく真っ直ぐ伸びた二本の鋭えい利りなツノ。

　その右側のツノを指でピンと弾はじいて言った。

「一つは、敗北」

　そして、左側のツノをピンと叩いて続けた。

「もう一つは改心する機会だよ」

　その二本のツノの狙ねらいをしっかりとアランに定める。

　それを見て必死に逃げようとするアランだが、身体からだが大木にめり込み身動きが取れない状態だった。

「や、やめっ──！」

　アランが怯えた声を上げる。

　俺は狙いを定めてその赤サンタに向かって駆かけ出した。

　地を蹴けり上げ、一瞬のうちにアランに迫せまる。

「───────」

　奇き声せい染じみた悲鳴が上がるのと同時に、ズシン！　と、衝しよう突とつする音が響ひびき渡る。

「…………」

　俺の鋭えい利りなツノ二本は、アランの首を挟むようにして木に突き刺さっていた。

　ツノを引き抜いて見ると、赤サンタのアランは口から泡あわを吹き白目をむいて気絶していた。

　アランの腰に掛かっていた袋が消しよう滅めつしていく。

　それと共にトナカイスーツの変化が解とけ、元の全身タイツに戻っていく。

　俺は深呼吸し、後ろに振り返ってからカロンに親指を立てて見せた。

「勝ったぜ！」

「すごいです、ノエルさん」

　カロンがパチパチと拍手するのと合わせて、ブリレ、青サンタ、橙だいだいサンタ、桃ももサンタ、黄緑サンタが拍手してくる。

　しばらくその拍手は続き、ブリレは眼鏡めがねを掛け直して言ってきた。

「ノエル君……僕ぼくたちも同じようにぶちのめしてくれないか。それで君の勝ちだ」

　気絶したアランを見み遣やるブリレ。

　その言葉に同調するように、他のサンタたちも殊しゆ勝しような顔をしていた。

「何言ってんだよ！」

　俺は全身タイツ──トナカイスーツの姿で腕を組み、高らかに言ってやった。

「全員で堂々とぶつかり合おうぜ！」

　それにサンタたちは顔を見合わせ、ブリレがクツクツと笑いを洩もらしながら言ってきた。

「やっぱり最初に想った通りだったよ、君はとてもイカしてる」







　この日、黒サンタはホーリーズ・ナイツでサンクラウス史上初の優ゆう勝しようを果たしたのだった。










　　　エピローグ




　本選が終わった後の中央都市は荒れ狂うようなお祭り騒ぎだった。

　本選の映像は赤サンタの町の話などの部分は流れていなかったが、俺は見事無敗の赤サンタを撃うち破ったレインディアとして放送されており、しかも他のサンタも全員倒してしまうという離はなれ業わざを見せたためまさに英えい雄ゆう扱あつかいだった。

　大歓声の中、カロンと共に表彰を受けた俺は、サンクラウスで一番強いオスのレインディアに与えられる称号「レインディアプリンス」を授さずけられ、中央都市滞在中はずっと新聞やテレビのインタビューに追われ続けた。

　少し期待したのだがトナカイスーツはあの後、脱げる様子もなく、たわしを吸収してもトゲトゲ怪人になるだけ。しかし、道を歩けば全身タイツという悪あく趣しゆ味みな格好にもかかわらず黄色い歓かん声せいが飛び交った。最初は気分が良かったが段々と疲れてきて、黒サンタの町へ帰き還かんするため、カロン共々ローブをしっかりと着込み逃げるようにソリバスの停留所へ向かったのだった。

　そして、カロンがソリバスに乗り込み、俺も続いて乗り込もうとした時のこと。

「ノエル君」

　そんな聞き慣れたハスキーな声が掛けられた。

　振り返ると、そこには見慣れた黄色髪の眼鏡めがねを掛けたボーイッシュガールが立っていた。

「今日、帰ることがよくわかったな」

「実は三日前からずっとここを見張ってたんだ」

「え、そ、そうなのか……」

　いろいろと突っ込みたいところではあったが、目の前のボーイッシュな少女は真剣な顔をして何かを口にしようとするので、黙だまって言葉を待った。

「実はどうしても言いたいことがあったんだ。大会終わってからなかなか会えなかったからね」

「…………」

「あれから僕ぼくの町というか、ほとんどの町が赤サンタの町から援えん助じよ打ち切られてちょっと大変だったんだ」

　細かいことは気にせず、結けつ構こう勢いで赤サンタ倒してしまったからな……。罪ざい悪あく感を疼うずかせて、ブリレからの罵ののしりの言葉を待っていると、耳に届いたのは意外な言葉だった。

「ありがとう……」

「え？」

「援助を打ち切られてから、僕の町の人たちはみんな自分たちで頑がん張ばらなくちゃって凄すごく活気が出たんだ。たぶん他の町もそうだと思う」

「そ、それはよかった……」

　胸を押さえて深呼吸していると、ブリレは頭を深々と下げてきた。

「騙だましてごめんね……カロンさんを危ない目に遭あわせてごめんね」

「いや、気にするなよ。カロンも全ぜん然ぜん気にしてないし」

「だから、罪つみ滅ほろぼしを兼ねてさ、僕ぼくは君の専せん属ぞくのトレーナーになろうかと考えているんだけど、どうかな？」

「トレーナー!?」

「うん、近々君の町に伺うかがわせてもらうよ。具体的にはこの日からかな」

　スケジュール帳をぱらぱらとめくって見せてくるブリレにうんうんと頷うなずく俺だが、いやいやいやと慌あわてて首を振った。

「いや、トレーナーとかいらないから！」

「何言ってるんだよ、体調管理する人必要だろ。身体からだの隅すみ々ずみまで面倒見させてもらうよ！」

「な、なんか興きよう味みが湧いて──いやいや普通に友達として来いよ」

「……なんだつまんないの」

「どういう意味──!?」

　と、言っているとソリバスの運転手が早く乗ってくれないかなと睨にらんでくる視線を感じて、俺はソリバスの中に足を入れた。

「じゃ、ま、まあ、よくわかんないけど、行くよ。またな」

「またね！」

　チュッと投げキッスしてくるブリレ。

　おお、おお!?　ブリレってこんな女の子らしかったっけ？

　ふにゃふにゃ考えてソリバスに乗り込んだ俺に、カロンはじと目で言ってきた。

「ノエルさん、鼻の下が伸びて気持ち悪いです……」

　ソリバスは発車して黒サンタの町へ向かったのだった。







　それからソリバスに揺られること約一日。

「おい、カロン、もう着くぞ」

　隣となりで眠っているローブ姿のカロンを揺すって起こした。

「ん……」

　長いまつげを揺らして目を開けるカロンは、窓から見える風景を見て小さく微笑ほほえんだ。

「……なんだか懐なつかしいですね」

「そうだな……」

　そんな会話を交わしていると、ソリバスは停留所に着き止まった。

　座席が狭いソリバスからようやく解放された俺とカロンは、大きく伸びをする。その途中にあるモノが視界に飛び込んできて俺は吸い込んだ空気をむせながら吐はいた。

「な、なんだこれ！」

　古ふる臭くさい停留所。そこには、こんな垂たれ幕まくが掛かっていた。

『レインディアプリンス、生誕の町！』

「すごくカッコイイですね！」

「てかさ、レインディアプリンスとか真剣にやめて欲しんだけど。これ外はずせないかな……」

「いいじゃないですか。何が嫌なんですか？」

「俺のこの姿で、プリンスとか言われても違和感しかないからね……。レインディアプリンスって名前自体、微び妙みようにカッコイイのかカッコ悪いのかわからないし！」

　この姿とはもちろんローブの中の全身タイツのことだ。

　俺は垂れ幕にやれやれと頭を振って、道を歩き出す。その後ろを慌あわてて付いてくるカロンは言ってきた。

「よかったですね！」

「何が？」

「出発した時は、俺は二度とこの地を踏めないかもしれない、って怯おびえてたじゃないですか」

「ああ……そんなことあったな……」

　代表の俺がチープなレインディアの全身タイツの格好でホーリーズ・ナイツに出場するとか、黒サンタの面つら汚よごし以外の何物でもなかったわけで。あんな垂れ幕が掛かるというのは、黒サンタの町が俺を認めてくれた証あかしだとも捉とらえられて、まあそう考えると……確かに、よかったと思えた。危うく帰れなくなるところだった……。

　町の中に入り、舗ほ装そうされていない道を進む。黒サンタの町は、ホーリーズ・ナイツで優ゆう勝しようしたにもかかわらずそれほど人の数は増えていなかった。

　まあ、そんなにすぐに変わるわけないか。

　がっかりしながらも、どこか嬉うれしいような気持ちを抱いだきながら、歩き慣れた道を進む。そして、少し大きな木造の建物が見えて、俺は初めて帰ってきたと深く感じた。

「────」

　丁ちよう度どその時、玄関扉が勢い良く開き、子供たちが飛び出してきた。俺とカロンに気付いていない子供たちは遊び場にでも行くのかそのまま通り過ぎていく。

「うわぁ！」

　そんな歓かん声せいを上げるカロンはやたら目を輝かがやかせて、子供たちを見送る。

「…………」

　俺はしばらく絶句して自分の目を疑った。

　──通り過ぎていった子供たち。

　その子供たちの格好が、俺が嫌というほど見てきたアレにそっくりだったのだ。

　へなへなのツノ二本と獣けもの耳みみに、しっぽが付いた、胸元だけ白い、茶色の全身タイツ……。

　そう、俺が着ているトナカイスーツそっくりのピッチピチ全身タイツを着た子供たちが走り去っていったのだ。

「あれ俺……疲れてるのかな……」

　しばらく頭を押さえていると、激しく懐なつかしい声が聞こえてきた。

「もしかして……ノエル？　カロンちゃん？」

　顔を上げると、玄関から茶色い髪をウェーブさせたミルが出てきていた。服はさっき見たような全身タイツなんかではなく、黒い服に白いエプロンという姿だった。

　俺は安あん堵どしながら、手を上げる。

「ただいま」

　それにミルは驚おどろきと嬉うれしさが入り混じった顔をすると、ローブ姿の俺とカロンに駆かけ寄ってきた。

「おかえりなさい！」

　引っ張るように俺とカロンを家の中に入れると、食卓に案内してお茶を用意してきた。

「まさかこんなに早く帰ってくるなんて思わなかったわ」

　少し興こう奮ふんしたように言ってくるミルに、俺はお茶を飲みながらさっきのことを訊きいてみた。

「あのさ、さっき全身タイツの子供たちが走っていった気がしたんだけど……」

「あら、知らないの？」

　ミルは意外という顔して言ってきた。

「最近、レインディアの全身タイツがサンクラウス全土で流行はやっているのよ」

「──っぶ」

　驚おどろきからお茶を噴ふいてしまう。その横で、カロンが素す敵てきですね！　と顔を輝かがやかせた。

「いや、ちょっと待ってくれ……レインディアの全身タイツが流行ってるって……意味がわかんないんだけど」

「流行らせた張本人が何言ってんのよ」

　と、俺の額ひたいを優やさしく小こ突づいてくるミル。

　ポカンとする俺にミルは微笑ほほえんで言ってきた。

「ホーリーズ・ナイツであんなに活かつ躍やくすれば、そりゃイメージも上がるわよ。最初はね、ノエルが映ると子供たち全員、気持ち悪いって大泣きしてたんだけどね、今はもう、みんなノエルと同じのが欲しい欲しい！　って、大騒ぎよ。町長のお爺じいさんも、この前着ていたわ」

「そ、そうなんだ……」

　とりあえず動どう揺ようを抑おさえるために、お茶を飲む。

　はからずも全身タイツブームの火付け役になってしまった俺としては、今の状態が嬉しいとか嬉しくないとか以前に、なんだか申し訳わけない……という気持ちで一いつ杯ぱいだった。

　レインディアの全身タイツ……うん、いいと思うよ。俺はどうかと思うけどね。

　それからミルは少しうっとりしたように言ってきた。

「レインディアタイツのレインディアプリンスは、今や老ろう若にやく男なん女によ、全サンタの憧あこがれのヒーローよ。ねぇ、お話聞かせてよ」

　俺とカロンは顔を見合わせて、ソリバスに乗った後から大会が終わるまでのあれやこれやを話し始める。

　もちろん、赤サンタの裏の話は出来なかったけれど、可能な限り細かく話して聞かせた。




「そういえば、優ゆう勝しようしたらもらえるっていう人間界へ行ける権利はどうするの？」

　話し終わってミルからそんな質問が出た時には陽が傾かたむきかけていた。

「んー、それはまだ延期してもらってるんだ」

「どうして？　すごく名めい誉よなことじゃない」

「いや……、また、みんなと当分会えなくなるのが寂さびしいなって思ってさ……」

　それにミルはほんの少しだけ嬉うれしそうな顔をするが、同時に腑ふに落ちないといった表情も滲にじませていた。俺はミルの追つい及きゆうを逃れるべく大きく欠伸あくびをして、椅い子すから立ち上がる。

「ソリバスで疲れたから、ちょっと一休みするわ」

　部屋を出ようとして俺は、ああそうそうと持って帰ったバッグを指差した。

「その中、カロンと俺の賞金が入ってるんだけど、ミルに管理任せるよ」

「え……」

　ミルはそれに青い顔をしてくる。

「大金じゃない。私には荷が重いわよ」

「というか、それ全部この家に寄き付ふするよ。カロンと相談して決めたんだ」

「寄付って……使わないの？」

　困った顔をするミルに俺は苦く笑って頷うなずいた。

「俺は今特に欲しい物とかないしな……」

「カロンちゃんは？」

「カロンは、欲しい物を町の人からたんまりもらったからもう満足したらしい」

「はい！　満足しました！」

　屈くつ託たくなく頷くカロン。

「なにもらったの？」

　と、訊きいてくるミルに、カロンよりも先に俺が答えた。

「もうね、行くとこ行くとこでみんなが渡してくるんだよ。たわしとか、たわしとか、後、たわしとか……それからたわしと、たわしに……あ、それからもう一つたわしだ。数日後にソリバス二台分ぐらいごっそり届くんじゃないかな」

「楽しみですね！」

　と顔を輝かがやかせるカロン。

「そ、それは掃そう除じがはかどりそうね……」

　さっきとは違う青い顔をするミルにニヤニヤと笑えみを送った俺は部屋を出て階段を上がり、自分の部屋の扉を開けた。

　俺が居ない間もちゃんとミルは掃除してくれていたらしい。部屋の中はほこり一つなく、懐なつかしい部屋の空気を大きく吸った俺はバタンとベッドに倒れた。

「はぁ……」

　溜ため息いきを吐つく俺は天てん井じようを静かに見つめた。

　家に帰ってきて一気に身体からだの中のものが全部抜けてしまった気がした。

「…………」

　今までホーリーズ・ナイツでの優ゆう勝しようを目指してきたわけだが、それを達成してしまった今、俺の中にはレインディアプリンスというあまり嬉うれしくない称しよう号ごうしかなかった。

　これから何をやって、何を目指していけばいいのだろうか……。

　分からないし、浮かばないし、ただ鈍い虚きよ脱だつ感だけが胸の中に湧き上がり続ける。

「はぁ……」

　と二回目の溜息を吐いた時だった。

　コンコン。

　と、扉をノックする音が響ひびく。

「はい？」

　上半身をのっそりと持ち上げ応こたえると、扉が開き、カロンが顔を覗のぞかせてきた。ローブは脱いでおり、今は黒サンタの制服だった。

「ノエルさん、お話があるのですが」

「ん、たわしを置くスペースのことか？」

「いえ」

　部屋に入ってくるカロンは首を横に振り、心配げな顔を俺に向けてきた。

「家に帰ってから、ノエルさん、様子がおかしいなって……」

「…………」

　お見通しの相棒サンタに、俺は決まり悪くフードの上から頭を搔かいて頷うなずく。

「なんか気が抜けちゃってさ」

「気……？」

「ずっと目指してたホーリーズ・ナイツで優勝出来たし、ミルには少し恩返し出来たし、やること、なくなっちゃったなぁって……」

　切せつなく笑う俺に、カロンは、首を傾かしげて言ってきた。

「何言ってるんですか、ノエルさん？　私と一いつ緒しよに人間界へ行くんでしょう？」

「……人間界か」

　その名前を呟つぶやくが、全まつたく実感が無いというか、俺には知識もほとんど無かった。

　その未知の世界を思い浮かべるが、漠ばく然ぜんとした不安しか浮かんでこない。

「今まで赤サンタと、普通のレインディアが行ってたわけだろ……黒サンタと、全身タイツのレインディアなんて俺らが行っても大丈夫か？」

　弱々しく言う俺にカロンは屈くつ託たくなく頷うなずいてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　私たち、面おも白しろいじゃないですか」

「いや、面白いっていうか……まあ俺の格好は面白い？　かもしれないけど……」

「大丈夫です、どんな所でも二人ならまたなんとかなりますよ──」

　そう断言してくるカロンは、親指をグッと立て言ってきた。

「だって私たち最高のパートナーじゃないですか！」

「…………最高のパートナー」

　そのカロンの言葉を呟いた俺はつい、ふふ、と笑ってしまう。

「なんで笑うんですか！」

「いや、よくそんなこと恥ずかしげもなく言えるなって思って」

「ノエルさんのマネしたんですよ！」

「……え、俺そんな感じだったの!?」

「そうですよ！」

　と、大きく頷いてくるカロン。

　少し気恥ずかしくなって頭を搔かいていると、カロンは再び力強く言ってきた。

「ノエルさん、最高の黒サンタとレインディアとして、一いつ緒しよに人間界へ行きましょう！」

　その迷いのない黒サンタに俺は、なんだか悩んでいた自分が恥ずかしくなり笑ってしまう。

　そして、銀ぎん髪ぱつの少女のキラキラと輝かかやく瞳ひとみを見ると、不ふ思し議ぎと元気が湧いてくる気がした。

「そうだな……」

　頷いてベッドから立ち上がった俺は、着ていたフードを取っ払う。

　そして黒サンタに親指を立てて言ったのだった。

「人間界でもよろしく頼むぜ、相棒！」




　人間界──

　その未知の世界に、黒いサンタと、全身タイツのレインディアは想いを馳はせた。













　──お母さん、もうすぐクリスマスだね！




　──そうね。




　──サンタさんと、トナカイさん、来てくれるかな？




　──いい子にしてたらきっと来てくれるわよ。




　──ねぇ！　また、サンタさんとトナカイさんのお話してよ！




　──もう、その話好きね。




　人間界でお馴な染じみ──サンタ。

　これはそんなサンタが住む世界で起こった、

　黒いサンタの少女と、ピッチピチ全身タイツのトナカイのお話。










　　　あとがき




　お手に取ってくださりありがとうございます。初めまして、泉いずみ谷たに一かず樹きと申します。

　この話にはサンタが出てきます。

　そしてトナカイ──レインディアも出てきます。

　それだけ聞くとおそらくとてもメルヘンなイメージを覚えると思うのですが、私自身もこの題材でお話を書くと決めた時からそれに酷ひどく悩まされました……。

　みたいな感じで作品の解説と謝しや辞じなどを交えつつ、すごく真ま面じ目めな話でもしようかと思ったのですが、内容が内容なので、いや待てよ、真面目な話をしても違和感しかないんじゃないか、と思い至り……じゃあ、執しつ筆ぴつの取材のために全身タイツを着て町の中を疾しつ走そうした話でもして、信じるか信じないかはあなた次し第だいフフフみたいな、砕くだけた話にしようかとも思ったのですが、いや待てよ、と、それじゃ結局終しゆう始しタイツだらけで話的にメリハリがなくなってしまい、ただのメリメリになるんじゃないか──メリークリスマスだけにな!?　みたいな謎なぞ過ぎて上手うまくもないことを思い至いたり……じゃあどうするかと悩んでいる感じです。

　とりあえず、私自身の気持ちとしましては、この本を読んでブチ切れた本物のサンタが、ヒャヒャヒャヒャと恐ろしく笑いながら私の靴くつ下したに石炭を山ほど詰めに来るのではないか……怒り狂ったトナカイが「てめぇ、全身タイツで描きやがって！　お前も全身タイツにしてやろうか！」と、邪じや悪あくな笑えみを洩もらしながら枕まくら元もとに現れるのではないかと、かなりひやひやビクビクしております。……あれ、なんか外から物音が？

　でもね、サンタさん、トナカイさん、私はあなたたちが嫌いでこの話を描いたんじゃないということだけは分かって欲しい。むしろ好き過ぎて……大好きだからこそ、ピッチピチな感じにしたんですよ！　え、違う？

　そんなこんなで、この本が出るまでに、粘ねばり強くご指し導どうくださいました担当様や、ブラックサンタとレインディアの世界に色と形を与えてくださった白しろ味み噌そ様、他にも本当にたくさんのたくさんの人の支えがありました。感かん謝しやしてもしきれません。

　それからこの本を手に取って読んでくださいました読者様へ、感謝してもしきれませんが、その中から編あみ出した「ありがとうございます」の言葉をプレゼントで贈おくらせてください。

　またお会いできましたら、どうぞよろしくお願い致します。





泉谷一樹









　……なんかさっきから外で物音がするので、見てきますね。
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泉いずみ谷たに一かず樹き

サンタさんのことは今も頑なに信じております。そして、サンタさんがこの本を読んだら怒り狂うのではないかと割と本気でビビッています。いや……この作品だとトナカイの扱いがアレなので、トナカイの怒りの方が深刻かもしれない（震え声）。
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白しろ味み[image: 噌]そ

神奈川県在住。運動不足。クリスマスもきっと動かない。
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ブラックサンタとレインディア








泉いずみ谷たに一かず樹き
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